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第１章 計画の策定 

第１節 計画策定の背景・趣旨 

 

近年、不況など経済情勢の悪化や、結婚、子育てに対する意識の変化等により、子ども

や子育て家庭を取り巻く状況はめまぐるしく変化しています。国全体の合計特殊出生率も

平成 20年は 1.37 となり、平成 19年を 0.03 ポイント上回り 3年連続で上昇し、全国の出

生数も平成 20年は 109 万 1,156 人と平成 19年の 108 万 9,818 人より 1,338 人増加し、好

転してはいるものの、依然として人口を維持するのに必要な水準（人口置換水準：2.08 前

後の数値）を大きく下回り、少子化の進行に歯止めがかからない状況となっています。 

少子化の進行は本町でも例外ではなく、本町の合計特殊出生率（平成 15～19 年度 1.51）

は福島県平均（同 1.52）とほぼ同水準で、全国平均（同 1.31）を上回っていますが、人

口を維持するために必要な水準（2.08）を大きく下回っています。出生数も、平成 18 年

以降は、1 年間に生まれる子どもの数が 100 人を割り込むなど、地域や学校から子どもた

ちの姿が確実に減りつつある現状です。 

こうした現状を変えるため、国においても様々な少子化対策を講じており、平成 15 年

７月には「次世代育成支援対策推進法」及び「児童福祉法の一部を改正する法律」を成立・

公布しました。しかし、その後も少子化の進行に歯止めが掛からない状況にあり、その大

きな要因である就労と出産・子育ての二者択一の構造を解消するため、平成 19年 12 月に

は「子どもと家族を応援する日本重点戦略」を策定し、「働き方の見直しによる仕事と生

活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現」と、その基盤となる「包括的な次世代育

成支援の枠組みの構築」を車の両輪として進めることとしました。特にワーク・ライフ・

バランスの実現については、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」及

び「仕事と生活の調和推進のための行動指針」を策定し、国としても新たな取り組みを進

めていく方針を示しています。 

本町においても、次世代育成支援対策推進法に基づき、10 年を計画期間として平成 17

年 3 月に「川俣町次世代育成支援地域行動計画（前期計画）」を策定し、集中的・計画的

な取り組みを推進してきました。本計画も、計画期間の後半を迎えるにあたり、昨今の激

変する社会、経済状況に対応するために見直しを行い、引き続き行政のみならず、住民や

企業など地域全体で取り組みを推進し、次世代を担う子どもたちの健やかな成長に寄与す

るため、後期 5か年における新たな取り組みを示した「川俣町次世代育成支援地域行動計

画（後期計画）」を策定するものです。 
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第２節 計画の性格・位置づけ 

 

① 後期行動計画は、次世代育成支援対策推進法第8条第1項に基づく市町村行動計画です。 

② 後期行動計画は、平成 17 年 3 月に策定した前期行動計画の成果や課題を継承するとと

もに、前期行動計画策定後の社会状況の変化に対応した修正を加えた計画です。 

③ 後期行動計画は、本町の基盤計画である「川俣町振興計画」を上位計画とし、「川俣町

男女共生ゆうゆうプラン」、「川俣町やさしいまちづくり総合計画」などの関連する各種計

画との整合性を図って策定したものです。 

④ 後期行動計画は、町民、関係団体、有識者からなる「川俣町次世代育成支援対策推進協

議会」で討議･検討を重ね、子育てに関する幅広い関係者の声を反映して策定したものです。 

⑤ 後期行動計画は、前期計画から引き続き地域が一体となって「子どもが健やかに成長す

る環境の整備」、「住民の子育てニーズに対応できる子育て支援サービスの提供」への取り

組みを進めることを継承するとともに、さらに「子育てと就労の両立を可能とする環境の

整備」や「次世代を担う若者の育成」を視点として加え、今後、本町が次世代育成を総合

的に推進するための指針となるものです。 

 

 

第３節 計画の期間 

 

後期行動計画の期間は、次世代育成支援対策推進法が定める集中的な取り組みを行う 10

年間において、平成 22年度から平成 26年度までの後期 5年間とします。 

なお、社会・経済情勢、子どもを取り巻く環境の変化、本町の状況に迅速に対応して、

必要に応じて計画の見直しを行うこととします。 
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18年度 

平 成 
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26年度 

前期計画期間 

 

     

 
後期計画期間 

    

見直し 
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第２章 現状と課題 

第１節 川俣町の現状 

１．総人口・世帯数・平均世帯人員の推移 

 

本町の総人口は緩やかに減少を続けており、平成 20 年には 16,139 人と、5 年前に比べ

て 1,163 人、6.7 ポイントの減少となっています。 

一方、世帯数は平成 17 年以降ほぼ同水準を保っており、よって 1 世帯あたりの平均人

員が減少しています。 

 

◆ 総人口・世帯数・平均世帯人員の推移 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                              （人・世帯） 

 平成 15年 平成 16年 平成 17年 平成 18年 平成 19年 平成 20年 

人口 17,302 17,128 16,986 16,807 16,431 16,139 

世帯数 5,450 5,500 5,351 5,374 5,322 5,321 

平均人員 3.17 3.11 3.17 3.13 3.09 3.03 

                         資料：福島県現住人口調査年報（各年 10月 1日現在） 
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２．年齢３区分別の人口推移 

 

人口構造を 0～14 歳の年少人口、15～64 歳の生産年齢人口、65 歳以上の老年人口の 3

区分で見ると、年少人口と生産年齢人口が減少傾向にあるのに対して、老年人口は増加傾

向にあり、平成 19年以降は 30％台に達しています。 

 

◆ 年齢 3区分別人口の推移 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 
（人） 

 平成 15年 平成 16年 平成 17年 平成 18年 平成 19年 平成 20年 

年少人口（0～14歳） 2,263 2,201 2,096 2,032 1,942 1,906 

生産年齢人口（15～64歳） 10,155 10,011 9,911 9,752 9,495 9,218 

老年人口（65歳以上） 4,884 4,916 4,979 5,023 4,994 5,015 

資料：福島県現住人口調査年報（各年 10月 1日現在） 

 

３．出生数の推移 

 

本町の出生数は、平成 16年以来減少し続けており、平成 18年以降は 1年間に生まれる

子どもに数が 100 人以下になっています。 

 

◆ 出生数の推移 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 
（人） 

 平成 15年 平成 16年 平成 17年 平成 18年 平成 19年 平成 20年 

出生数 128 113 110 97 96 88 

                                  資料：福島県勢要覧、子ども教育課 
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４．合計特殊出生率の推移 

 

合計特殊出生率の推移（ベイズ推定値※）を見ると、本町、福島県は全国平均より高い

水準を維持しているものの、全国平均と同様に減少傾向が続いています。 

本町の合計特殊出生率は昭和 58～62 年の 2.00 から平成 15～19 年には、1.51 にまで減

少しており、福島県をわずかながら下回っている状況です。 

 

◆ 合計特殊出生数の推移 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ベイズ推定値 出生数が少ないと偶然変動の影響を受け合計特殊出生率の数値が不安定な動きを示すため、二次

医療圏グループの出生状況と各市区町村固有の出生数データとを総合化して、当該市区町村の合計特殊出生率を

推定することで小地域に特有なデータの不安定性を緩和し、安定的な推定を行うこと。 

 
（人） 

 昭和58～62年 昭和63～平成4年 平成5～9年 平成10～14年 平成15～19年 

川俣町 2.00 1.86 1.73 1.66 1.51 

福島県 1.97 1.82 1.73 1.64 1.52 

全国 1.73 1.53 1.44 1.36 1.31 

資料：人口動態保健所・市区町村別統計 
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５．人口ピラミッド 

 

国勢調査の結果を人口ピラミッドで見ると、10 歳未満の子どもや、20～30 歳代の子育

て世代の人口が少ない状況にあります。 

一方、男女の 50歳代、女性の 70歳代が多くなっており、少子化とともに高齢化の進行

がはっきりと見てとれます。 

 

◆ 人口構造 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                資料：平成 17年度 国勢調査 
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６．人口推計 

 

コーホート変化率法による人口推計を見ると、総人口は平成 22 年以降も年々減少する

傾向にあり、平成 22年から計画の最終年度である平成 26年までには 1,200 人近く減少す

ると考えられます。 

18 歳未満の児童人口も減少を続けており、平成 26 年までに 314 人減少すると見込んで

います。0～5 歳と 12～17 歳は平成 26 年まで 70 人前後の減少と考えられますが、6～11

歳では 166 人の減少を見込んでいます。 

 

※コーホート変化率法 各コーホート（同じ年又は同じ期間に生まれた人々の集団）について、過去における実績

人口の動勢から「変化率」を求め、それに基づき将来人口を推計する方法のこと。比較的近い将来の人口推計で

あり、変化率の算出基礎となる近い過去に特殊な人口変動がなく、また推計対象となる近い将来にも特殊な人口

変動が予想されない場合は、比較的簡便なこの方法を用いることができる。 

 

◆ 人口推計 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年 4月 1日現在） 

 

◆ 18 歳未満の人口推計 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年 4月 1日現在） 
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第２節 川俣町の子育ての基本的課題 

本町においては、他の市町村における傾向と同様に少子・高齢化が進展している一方で、

核家族化や共働き世帯の増加等により、子育て世帯の行政に対するニーズは多様化してい

ます。また、景気回復の兆しが見えない中で、子育て世帯の置かれている状況は、ますま

す厳しくなっています。本町では、このことを踏まえ、以下のとおり基本的課題を掲げて、

次代を担う子どもや若者の健全な育成に取り組みます。 

１．次代を担う親の育成 

本町では、子育て支援を充実させるとともに、次代を担う親となる若者の育成を積極的

に行います。将来、子どもを生み育てることとなる若者が、子どもを生み育てることの意

義を学び、実感する場を設けるとともに男女が協力して家庭を築くことの重要性を学ぶ機

会を設けることにより、次代を担う子どもが健やかに生まれかつ育成される環境を整備し、

ひいては少子化対策につなげます。 

 

２．子育ての支援 

（１）子育ての不安や悩みについて 

子育て生活が楽しい時の方が多いと感じている人は就学前児童のいる家庭が 67％、小学

生児童のいる家庭が 63％ですが、「楽しい」と「楽しくない」が半々ぐらいとの回答も 3

割前後です。前回のアンケートに比べると、楽しいと感じている人がやや増えています。 

また、就学前児童のいる家庭ではゆったりとした気分で子どもと過ごす時間や自分の時

間がもてる人は小学生児童のいる家庭より少なく、子育てに自信がないなどの悩みも抱え

ています。さらに、就学前児童のいる家庭は食事や栄養に関することや子どものしかり方

などの悩みがあり、小学生児童のいる家庭はしつけや教育に関することなどの悩みを抱え

ています。しかし、悩みを相談する相手は、家族や友人などの気心の知れた身近な人が中

心となっており、専門の知識を持つものへ相談する人は多くはありません。 

子育て家庭の不安や負担を軽減するためには、専門の知識を持つカウンセラーや相談機

関等へ相談しやすい体制づくりと子育てに関する情報提供が必要です。また、悩みを相談

できず孤立した子育て環境を防ぐため、子育て家庭同士の交流や子育てを終えた家庭の手

助けなどの体制づくりが重要です。今後は、本町が委嘱している相談員や、民間団体等と

の連携を強化し、さらに充実した体制づくりを行います。 

◆ 子育ての楽しさ 就学前児童 ◆       ◆ 子育ての楽しさ 小学生児童 ◆ 
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（２）保育サービスについて 

本町には町立保育園が 1 ヶ所（すみよし保育園）あり、幼稚園は 5 ヶ所（川俣幼稚園、

川俣南幼稚園、富田幼稚園、福田幼稚園、山木屋幼稚園）あります。 

アンケートの結果では、現在保育サービスを利用している人はそのほとんどが就労のた

めに利用していると回答しています。今後の利用希望については、認可保育所、一時預か

り、幼稚園の預かり保育などの希望があがっています。 

充実してほしい子育て支援は、保育園を増やしてほしい、幼稚園の預かり保育時間の延

長、低年齢児保育の充実、病後児保育の実施などがあげられています。 

子どもの病気やケガなどの時や親の急用やリフレッシュなどの時にも対応できる多様

なサービスの充実が必要です。 

本町では、保育園における延長保育（無料）や南幼稚園における預かり保育、また、一

体的な幼児保育環境の検討など、保育サービスの充実を図っておりますが、前期計画で挙

げている一時預かり事業については、現在も未実施となっており、要望も多いため、早期

の事業実施について検討していく必要があります。 

 

◆ 保育園・幼稚園の状況 ◆ 

 平成 17年 平成 18年 平成 19年 平成 20年 

保育園数 1 1 1 1 
保育園 

児童数 148 146 139 130 

幼稚園数 5 5 5 5 
幼稚園 

児童数 235 220 192 189 

                         資料：学校基本調査 各年 5月 1日現在 

 

◆ 子育て支援サービスの利用意向 就学前児童 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ヶ所・人） 

件数=41 2

　　　　　　　　　　

認可保育所　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
家庭的な保育　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
事業所内保育施設　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

幼　稚　園　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
幼稚園の預かり保育　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
ベビーシッター　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
その他の保育施設　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

一時預かり　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
病児・病後児保育　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
特にない　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
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2 3.5

1.9

9.2

1 4.3
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0.5
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（％） 
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（３）放課後児童保育について 

本町には放課後児童保育施設が 1ヶ所（わいわいクラブ）あります。 

現在の利用者は約 1割（556 人中 52 人）ですが、今後の利用したい人は 20 人でその半

数以上が就労を理由としています。さらに、就学前児童のいる家庭に小学校入学後の放課

後児童保育利用意向を尋ねたところ、27％（412 人中 110 人）が利用を希望しています。 

現在、町内には放課後児童保育施設が１ヶ所しかなく、放課後子ども教室（たのしい教

室）は最長午後 6 時までであるため、午後 5 時 30 分以降の預かりを希望する保護者に十

分対応できていない面があります。今後は放課後児童保育施設の新設や放課後子ども教室

の開設時間の延長等を検討する必要があります。 

また、放課後の過ごし方については、たのしい教室やクラブ活動などの習い事のほかに、

子ども同士で自主活動できる場や遊びやしつけを教えてくれる場、土曜・日曜日に活動で

きる場などを求めています。 

子どもたちの放課後の生活を安全で安心なものにするため、放課後児童保育やたのしい

教室の充実はもとより、地域で子育てを行っていくという考え方や環境づくりが必要です。 

 

◆ 放課後児童保育を利用したい理由 小学生児童 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 小学校入学後の放課後児童保育の利用意向 就学前児童 ◆ 
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（４）保健・医療サービスについて 

本町では、医療費助成の対象を平成 19 年 10 月から小学生、平成 21 年 4 月から中学生

まで拡大し充実を図ってきたことにより、5 年前から比較すると子どもの医療費助成が良

くなったと感じている人が就学前児童のいる家庭では 7割以上です。今後も医療費の助成

を継続して行っていくことが必要です。 

しかし、前回のアンケートから引き続き、今回も安心できる医療体制の整備を求める声

が高く、それに加えて、本町への意見でも夜間救急の対応の充実を求める声や多種の診療

科の充実を求める声があげられています。 

中学生・高校生のアンケート結果では、過半数が自分の気持ちをコントロールできない

ことがあると回答しています。さらに、悩みを友だちに話さない人は 1割半ば、相談する

大人がいない人は約 4割と、ひとりで悩みを抱え込んでいる子どもへの対応が求められま

す。悩みを相談できる場所を知らない子どもが多いことから、安心して相談できる窓口の

周知を行っていくことが必要です。 

 

◆ 期待する子育て支援施策の充実 就学前児童 ◆ ◆ 期待する子育て支援施策の充実 小学生児童 ◆ 
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住宅面の配慮がほしい

　　　　　　　　　　
企業に職場環境の改善
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子育てについて学べる
機会をつくってほしい

　　　　　　　　　　
休日保育の実施　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
幼稚園の預かり保育　
　　　　　時間の延長

　　　　　　　　　　
病後児保育の実施　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
低年齢児保育の充実　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　
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学校などの教育施設の

　　　　　　整備状況

　　　　　　　　　　
わいわいクラブの活動
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

たのしい教室の活動　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
子育てサークル活動　
　　　　などへの支援

　　　　　　　　　　

子ども会などの地域　
　　　　　　　　活動

　　　　　　　　　　
遊び場の整備・保守　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
地域の人達の子育て　
　　　　　　支援活動

　　　　　　　　　　
子ども医療費助成　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
妊婦検診費用の助成　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
子どもとみんなの広場
　　　　　　　の活動

　　　　　　　　　　
幼児教室・育児教室　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
ファミリーサポート　

　　　　センター事業

　　　　　　　　　　
川俣南幼稚園での　　
　　預かり保育の延長

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　
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1.8

2 3.2

（％） 
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（５）遊び場について 

子どもの遊び場については、歩いていける程度の近所にあることと安全な環境であるこ

とがあげられています。そのほかに子どもと同じ年頃の遊び仲間がいることなどの回答も

多く、過疎化や少子化がうかがえます。 

今後、期待する子育て支援については、身近に子連れが楽しめる場を増やしてほしい、

親子が安心して集まれる身近な場を増やしてほしいなどの回答があり、親子がともに集え

る場所を求めています。 

また、中学生・高校生アンケート結果においても、近くに遊ぶ場所や施設がないことや

公園が少ないことなどの不満をあげています。 

 

◆ 希望する子どもの遊び場の条件 就学前児童 ◆ ◆ 希望する子どもの遊び場の条件 小学生児童 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数=556

　　　　　　　　　　

歩いていける程度の　

　　　近所にあること

　　　　　　　　　　

雨の日にも遊べること

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

思い切り遊べるだけの

十分な広さがあること

　　　　　　　　　　

遊具などの種類や整備

が充実していること　

　　　　　　　　　　

多くの人が遊びにくる
　　遊び場であること

　　　　　　　　　　

子どもと同じ年頃の　

　遊び仲間がいること

　　　　　　　　　　
緑や水辺など自然的な

　　　要素が多いこと

　　　　　　　　　　

安全環境が整っている

　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

望むことは特にない　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

7 0.1

4 0.6

2 7.7

1 4.2

2 5.5

3 6.5

1 3.8

6 3.5

0.9

0.5

0.7

（％） 
件数=412

　　　　　　　　　　

歩いていける程度の　

　　　近所にあること

　　　　　　　　　　

雨の日にも遊べること

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

思い切り遊べるだけの

十分な広さがあること

　　　　　　　　　　

遊具などの種類や整備

が充実していること　

　　　　　　　　　　

多くの人が遊びにくる
　　遊び場であること

　　　　　　　　　　

子どもと同じ年頃の　

　遊び仲間がいること

　　　　　　　　　　
緑や水辺など自然的な

　　　要素が多いこと

　　　　　　　　　　

安全環境が整っている

　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

望むことは特にない　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

5 7.5

4 5.6

4 0.5

3 6.9

1 9.7

3 8.8

2 6.5

4 9.3

1.2

0.5

（％） 
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（６）経済的支援について 

子育て家庭の悩みや負担の上位にあげられるものの 1つとして経済的負担があります。 

アンケート結果においても、子育てに関して悩んでいること・気になることについては、

約 3割が子育ての出費がかさむことをあげています。子育てなどに関する経済的支援とし

て望んでいることは、就学前児童のいる家庭は 7 割半ばが児童手当の充実を望んでおり、

小学生児童のいる家庭は約 5割が学校にかかる費用の軽減を望んでいます。 

今後も引き続き、奨学資金や医療費助成の充実、保育料の軽減等に加え、各種手当の充

実等を働きかけていく必要があります。 

 

◆ 子育て等に望む経済的支援 就学前児童 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 子育て等に望む経済的支援 小学生児童 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）情報提供・相談について 

子育てを行っている家庭にとって子育てに関する情報や相談先は重要です。 

子どもの育て方に関することや発達に関すること、様々な悩みや負担を抱えている家庭

も少なくありません。 

子育て家庭が知りたいと思う情報が得られるよう、今後も「広報かわまた」や本町のホ

ームページ、「川俣町子育て支援パンフレット」を中心に、子育て支援等に関する情報の

提供を充実していく必要があります。 

また、現在町内にはありませんが、子育て家庭同士の交流や育児相談、情報発信を担う

場所として子育て支援センターの利用を希望する声もあることから、実施を検討する必要

があります。 

件数=4 12

　　　　　　　　　　

児童手当の充実　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

出産祝い金など出産　

　　　　　奨励の実施

　　　　　　　　　　

保育所等にかかる費用

　　　　　　　の軽減

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 80 1 00

7 6.5

3 4.5

5 8.7

1.7

2.4

（％） 

件数=5 56

　　　　　　　　　　

奨学金制度の充実など

　　　　教育費の支援

　　　　　　　　　　

学校にかかる費用の　

　　　　　　　　軽減

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 80 1 00

3 6.7

5 0.4

3.6

3 5.3

（％） 
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３．子育てのための環境づくり 

 

（１）仕事と家庭の調和した環境づくり 

女性の社会参加が進む中、結婚しても仕事を続けることを希望する女性が増加している

ものの子育て期における女性の労働力率は低くなる傾向にあります。また、女性に対する

固定的な役割分担意識は依然として根強く残っており、特に子育て世代の共働き世帯にお

いて女性にかかる家事や育児の負担は、あまり改善されておりません。 

一方で、子育て期における男性の長時間労働は改善されず、育児休暇取得率も依然とし

て低いままとなっており、子育て世帯にかかる負担は大きくなっています。 

こうした状況を改善するため、町内外に関わらず企業の理解を得ながら、女性が働きな

がら子育てをすることができる環境づくりを進めるとともに、男性も含めた働き方の見直

しを行い、男女がともに仕事と育児を両立しながら子育てを行うことができる環境を整備

することにより、仕事と家庭のバランスが調和した社会を目指します。 

 

◆ 性別・年齢別人口における就業者数及び就業率 ◆ 

（人・％） 

性 別 15歳～ 20歳～ 25歳～ 30歳～ 35歳～ 40歳～ 45歳～ 50歳～ 55歳～ 60～64歳 

就業者数 91 306 405 388 352 408 505 651 684 348 

就業率 17.4 72.0 81.3 82.2 84.0 87.7 86.9 88.1 88.4 63.3 

男 

人口 522 425 498 472 419 465 581 739 774 550 

就業者数 79 261 294 320 298 352 433 494 406 186 

就業率 16.6 64.8 77.0 77.1 81.2 83.0 80.6 74.5 63.6 35.4 

女 

人口 475 403 382 415 367 424 537 663 638 526 

 

◆育児休業制度の利用状況 就学前児童 ◆ 
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無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

28.9 6 7 .0 3 4 1 2

 

（％） 
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（２）子どもの権利擁護について 

1 割未満の人が子どもを虐待していると思うことがあり、感情的な言葉を言ったり、た

たくなどしてしまうなどと回答しています。子育ての不安や悩みを解消するために、相談

体制の整備を図るとともに、もし虐待が発生した場合でも早期発見・早期解決につながる

ような体制づくりが必要です。 

社会問題でもある児童虐待の防止対策をはじめ、ひとり親家庭などへの支援や障がい児

施策など、様々な支援が必要な家庭を支えていくために、現在、本町が設置している「川

俣町子ども家庭支援ネットワーク」を中心に、各関係機関と連携した取り組みを推進して

いきます。 

 

◆ 子育ての気持ち 就学前児童 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 子育ての気持ち 小学生児童 ◆ 
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問25－１　②ゆっくりとした気分
で子どもと過ごせる時間がある　
　　　　　　　　　　　　　　　
問25－１　③自分の時間がある　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問25－１　④子育てに自信が持て
ないことがある　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問25－１　⑤子どもを虐待してい
ると思うことがある　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

件数

59.7 9 .0 2 9 .9 1  4 1 2

3 6 .7 2 6 .2 3 5 .4 2  4 1 2

3 6 .7 2 3 .1 3 8 .3 2  4 1 2

7 .0 6 8 .4 2 2 .6 2  4 1 2

（％） 
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問18－１　②ゆっくりとした気分
で子どもと過ごせる時間がある　
　　　　　　　　　　　　　　　
問18－１　③自分の時間がある　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問18－１　④子育てに自信が持て
ないことがある　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問18－１　⑤子どもを虐待してい
ると思うことがある　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

件数

54.3 1 0 .8 3 3 .6  5 5 6

4 9 .5 1 6 .7 3 2 .2 2  5 5 6

3 4 .2 2 8 .2 3 6 .3  5 5 6

7 .0 7 3 .7 1 7 .8 1  5 5 6

（％） 
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第３節 前期計画の進捗状況 

１．概要 

 

前期計画に掲載した具体的事業について、各事業担当課において達成度の自己評価を行

いました。94事業中、39事業（41.5％）がＡランク（高い）となっています。 
 

◆ 前期計画の体系別達成度一覧 ◆ 

達成度別事業数 

基本方針 Ｓランク 

(大変高い) 

Ａランク 

(高い) 

Ｂランク 

（普通） 

Ｃランク 

（低い） 

事業数 

合計 

基本方針Ⅰ 

子育てをお互いに助け合う社会づくり 

0 

（0.0％） 

2 

（14.3％） 

8 

（57.1％） 

4 

（28.6％） 

14 

（100.0％） 

基本方針Ⅱ 

安心して子どもを生み育てることがで

きる環境づくり 

0 

（0.0％） 

8 

（38.1％） 

8 

（38.1％） 

5 

（23.8％） 

21 

（100.0％） 

基本方針Ⅲ 

母性並び乳児及び幼児等の 

健康の確保及び保持増進 

2 

（11.1％） 

11 

（61.1％） 

2 

（11.1％） 

3 

（16.7％） 

18 

（100.0％） 

基本方針Ⅳ 

子どもが健やかな成長を図る 

環境の整備 

2 

（7.1％） 

13 

（46.4％） 

9 

（32.1％） 

4 

（14.3％） 

28 

（100.0％） 

基本方針Ⅴ 

子どもの権利擁護への取り組みの推進 

0 

（0.0％） 

5 

（38.5％） 

1 

（7.7％） 

7 

（53.8％） 

13 

（100.0％） 

総  計 
4 

（4.3％） 

39 

（41.5％） 

28 

（29.8％） 

23 

（24.5％） 

94 

（100.0％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事業達成度の評価方法＞ 

前期計画に掲載している「平成 21年度目標」の水準または具体的数値目標に対する実施状況に

ついて、担当課で下記ランクを基準に評価を実施しました。 
 

Ｓランク：大変高い（121％以上） 

Ａランク：高  い（81～120％） 

Ｂランク：普  通（51～80％） 

Ｃランク：低  い（0～50％） 
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２．各方針別進捗状況報告 

 

（１）基本方針Ⅰ 子育てをお互いに助け合う社会づくり 

基本方針Ⅰ 子育てをお互いに助け合う社会づくりは、14事業のうち 81％以上の達成と

なった事業は「母子保健情報の確保・提供」と「妊娠・出産・育児情報の提供」の 2事業

です。 

◆ 基本方針Ⅰ 子育てをお互いに助け合う社会づくりの達成度 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本方針Ⅱ 安心して子どもを生み育てることができる環境づくり 

基本方針Ⅱ 安心して子どもを生み育てることができる環境づくりは、21 事業のうち

81％以上の達成となった事業は「延長保育の推進」、「放課後児童対策の充実」、「子どもの

居場所づくり事業の充実」、「乳幼児医療費の充実」、「出産祝金給付金」、「保育奨励金」、「保

育料の軽減」、「学校給食の実施」の 8事業です。 

 

◆ 基本方針Ⅱ 安心して子どもを生み育てることができる環境づくりの達成度 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａランク 

2事業 14.3％ 

Ｂランク 

8事業 57.1％ 

Ｃランク 

4事業 28.6％ 

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａランク 

8事業 38.1％ 

Ｂランク 

8事業 38.1％ 

Ｃランク 

5事業 23.8％ 
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（３）基本方針Ⅲ 母性並び乳児及び幼児等の健康の確保及び保持増進 

基本方針Ⅲ 母性並び乳児及び幼児等の健康の確保及び保持増進は、18事業のうち 121％

以上の達成となった事業は「妊婦一般健康診査」と「虫歯予防事業の充実」の 2事業です。 

81％以上の達成となった事業は「親と子の料理教室」、「乳幼児虐待予防事業」、「育児支

援家庭訪問事業」、「乳幼児健康診査」、「妊産婦健康相談」、「妊産婦訪問指導」、「乳幼児健

康相談」、「乳幼児訪問指導」、「予防接種の充実」、「母子健康手帳の交付」、「マタニティ－

教室」の 11事業です。 

 

◆ 基本方針Ⅲ 母性並び乳児及び幼児等の健康の確保及び保持増進の達成度 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）基本方針Ⅳ 子どもが健やかな成長を図る環境の整備 

基本方針Ⅳ 子どもが健やかな成長を図る環境の整備は、28 事業のうち 121％以上の達

成となった事業は「総合的な学習の時間の充実」と「特色ある教育と地域に開かれた学校

の推進」の 2事業です。 

81％以上の達成となった事業は「健康教育の充実」、「特別支援教育の充実」、「安全教育

の推進」、「奨学資金貸与制度の充実」、「ボランティア活動への参加の促進」、「自然体験学

習事業の充実」、「各種社会教育事業の充実」、「図書事業の充実」、「スポーツ・レクリエー

ションを介しての親子のふれあい」、「地域子ども会活動への支援」、「ＰＴＡ活動への支援」、

「子育てに適した道路交通環境の整備」、「チャイルドシート着用の啓発」の 13事業です。 

 

◆ 基本方針Ⅳ 子どもが健やかな成長を図る環境の整備の達成度 ◆ 

 

 

 

 

 

 

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｓランク 

2事業 11.1％ 

Ａランク 

11 事業 61.1％ 

Ｂランク 

2事業 11.1％ 

Ｃランク 

3事業 16.7％ 

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｓランク 

2事業 7.1％ 

Ａランク 

13 事業 46.4％ 

Ｂランク 

9事業 32.1％ 

Ｃランク 

4事業 14.3％ 
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（５）基本方針Ⅴ 子どもの権利擁護への取り組みの推進 

基本方針Ⅳ 子どもの権利擁護への取り組みの推進は、13事業のうち 81％以上の達成と

なった事業は「各種助成・手当等」、「各種貸付事業の推進」、「相談支援体制の充実」、「身

体障がい児補装具給付事業」、「重度心身障がい児ホームヘルプサービス事業」の 5事業で

す。 

◆ 基本方針Ⅴ 子どもの権利擁護への取り組みの推進の達成度 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａランク 

5事業 38.5％ 

Ｂランク 

1事業 7.7％ 

Ｃランク 

7事業 53.8％ 
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第３章 理念と基本方針 

第１節 計画の理念・基本方針 

１．基本理念 

 

本町では、平成 19年に 65歳以上の高齢者人口の比率が 30％を超える一方で、年間の出

生数が 100 人を割り込むなど、少子高齢化が急速に進行しています。 

また、近年の子育て世帯が抱えるニーズは地域により多種多様であり、医療体制の整備

や経済的負担への支援など、町単独では解決できない課題もありますが、市町村のみなら

ず国や県においても子育て支援に関する様々なサービスを提供し、子育て世帯、特に母親

に係る負担軽減はゆっくりと、しかし着実に進んでいます。 

これらのことから、次世代の育成支援においては、子育て世帯が、いかに暮らしやすく、

育てやすい環境にあるか、また、子どものいない若い世代が、いかにここで子どもを生み、

育てたいと思うことができるかという環境づくりが必要となっています。 

特に、少子化の大きな要因といわれている仕事と子育ての調和を図ることが難しい社会

構造を見直すためには、町はもとより、家庭、地域、学校、企業及びボランティアを含め

た地域全体の協力と連携が必要です。 

“親だけにがんばらせることのない”住民の意識改革を促し、民間企業の積極的な関与

など、社会全体で子育てを支える意識構築が必要であり、地域の住民が温かい気持ちで、

子どもと子育てを見守り助力する包括的な体制づくりが求められています。 

「川俣町次世代育成支援地域行動計画（後期計画）」では、前期計画に引き続き、子ど

もが健やかに成長できる環境づくりに努めるとともに、子どもを育てる保護者や、将来、

子どもを生み育てることになる次代を担う若者が、子育てに伴う喜びを実感し、安心して

子育てができる社会の形成と、さらなる支援の充実を目指します。 

これらを踏まえ、前期計画の基本理念を改定し、以下のように掲げます。 

 

【基本理念】 

 

 

 

 

 

 

 

楽しく子育てみんなで支援 

～ かかわり、支えあうまち・かわまた ～ 
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２．基本方針 

 

本計画の基本理念を実現していくため、以下の 5つの柱を基本方針として、具体的な施

策の展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１ 次代を担う若者の育成・支援 

子どもたちの健やかな成長や次代を担う若者を育成するため、心の豊かさや精神的な

たくましさと教養・知識を身に付けるための各種講座の開催や地域活動の場の提供を図

るほか、地域の高齢者などの人的資源を活かした多様な体験機会の確保に努めます。 
さらに、次代を担うこととなる若者に、子どもを生み育てることの意義や家庭の大切

さを教える機会の充実に努めます。 
また、若者が住み慣れた地域の中で将来の生活設計を立てられるよう、企業や国、県

と連携し、安定した雇用促進に向けての取り組みを推進します。 

基本方針２ 安心して子どもを生み育てることができる環境づくり 

基本方針３ 母性及び乳幼児等の健康の確保と保持増進 

すべての子どもの健やかな成長の実現に向けて、安全な妊娠・出産の確保と育児不安

の軽減、子どもの疾病予防や食育などを目的とした健康相談や家庭訪問の充実を図り、

妊娠期から継続した育児支援を推進します。 

共働き家庭の増加に伴い、仕事と子育ての両立のためや子どもを預けて働きたいな

ど、保育サービスのニーズは高まってきています。今後は共働き家庭のみでなく、すべ

ての子育て家庭にとって、安心して子どもを生み育てることができるよう、一時預かり

や病後児保育など多様な保育サービスの充実や相談、情報提供、放課後児童対策などを

充実し、子どもの成長と子育てを助けます。 
また、引き続き社会における女性に対する固定的な性別役割分担意識の是正を図ると

ともに、事業者へ働きながらの子育てに対する理解や協力を働きかけることにより、男

女ともに子育てと仕事のバランスが調和した社会の実現を目指します。 
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基本方針４ 子どもの健やかな成長を図る環境の整備 

子ども一人ひとりが自ら持つ個性や可能性を教育・遊び・暮らしの中で成長させるこ

とができるよう、学校教育の充実及び家庭や地域の教育力の向上に努めます。さらに、

現在の子どもたちに不足がちな自然体験や社会体験、生活体験など、地域の社会資源を

活用しながら、子どもたちが自らの意思で考え・挑戦する機会づくりを提供していきま

す。 
また、すべての子どもと子育て家庭が安全・安心で快適に生活できるよう、地域で協

力しながら防犯体制の強化を図るとともに、道路交通環境や子どもの遊び場などの環境

整備を推進します。 

基本方針５ 子どもの権利擁護への取り組みの推進 

核家族化の進行や地域社会の希薄化など地域社会の変化により、子育て世帯が孤立化

し、保護者の子育てに対する不安感などから児童虐待に繋がるケースが増えています。 
地域の関係機関との連携を図り、児童虐待の発生予防や早期発見、その後の保護・支

援対策等の充実に努めます。 
このほか、ひとり親家庭が安心して子育てし、子どもが健やかに成長することができ

る環境を整えるため、各種手当や相談体制の充実などの自立支援を推進します。 
さらに、障がいのある子どもとその家庭が、住み慣れた地域において、ともに学び・

育ち、地域の一員として自立した生活ができるよう、一人ひとりの障がいの程度にあっ

たきめ細かなサービスや療育環境の整備等に取り組み、様々な状況にある支援が必要な

家庭が安心して生活できる環境づくりに努めます。 
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第２節 計画の体系 

 

【基本理念】 

 

 

 

 

 

 

基本方針 施 策 具体的事業 頁 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しく子育てみんなで支援 
～かかわり、支えあうまち・かわまた～ 

 

１
．
次
代
を
担
う
若
者
の
育
成
・支
援 

赤ちゃんふれあい体験 29

新規学卒者のための支援 30
再就職のための支援 30

若者が交流する場の設置 31
男性も含めた子育て学習機会の充実 31

思春期保健の
充実

若者の就業に対
する支援の充実

男女が協力して
家庭を築くこと
の重要性を学ぶ
機会の設置

思春期保健の充実

次代を担う若者の
就業支援

次代を担う若者を育成
するための環境整備
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基本方針 施 策 具体的事業 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
．
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り 

通常保育事業の充実 33

低年齢児保育の推進 33
延長保育の推進 33
障がい児保育の充実 33
一時預かりの推進 34
保育園施設の充実 34

一体的な幼児保育環境の整備の推進 34

育児休業制度の普及・啓発 35
事業所内保育の推進 35

放課後児童対策の充実 35
放課後児童保育施設の充実 35
子どもの居場所づくり事業の充実 36

ファミリーサポートセンター事業 36

各種手当制度の充実 37
子ども医療費の無料化 37
出産祝金給付金 37
保育奨励金 38
保育料の軽減 38

学校給食の充実 39

子育て仲間づくりの推進（育児サーク
ル等）

40

つどいの広場事業の実施 40

男女共同参画の意識啓発の推進 41
男性も含めた子育て学習機会の充実 41

男女雇用機会均等法の遵守 42

児童委員による地域相談体制の整備促
進

43

児童相談所との連携強化 43
地域子育て支援の核的施設 44
母子保健情報の確保・提供 44
妊娠・出産・育児情報の提供 44

子育て総合案内窓口の設置 44
子育て支援の情報提供の充実 44

男女共同参画に
よる子育ての

推進仕事と生活の調和した
環境づくり

子育て情報提供
体制の充実

仕事と子育ての
両立の推進

子育て相談
サービスの充実

地域における子育て
支援サービスの充実

学校給食による支援 学校給食の充実

子育て支援のネット
ワークづくり

放課後子ども
プランの推進

子どもに関わる
地域体制の整備

多様な保育サービスの
充実

子育てに係る経済的
支援の充実

通常保育事業の
充実（保育園）

特別保育事業の
充実（保育園）

一体的な幼児の
保育環境の整備

事業所への協力

住民参加型子育
て相互援助活動
支援事業の実施

養育に係る
負担軽減
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基本方針 施 策 具体的事業 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
．
母
性
及
び
乳
幼
児
等
の
健
康
の
確
保
と
保
持
増
進 

離乳食教室 45
幼稚園等における食教育の充実 45
親と子の料理教室 46

地元食材デーの実施 46

乳幼児虐待予防事業 48
育児支援家庭訪問事業 48

離乳食教室 48
幼稚園等における食教育の充実 48
親と子の料理教室 48

妊婦一般健康診査 50
乳幼児健康診査 50

妊産婦健康相談 50
妊産婦訪問指導 50
乳幼児健康相談 50
乳幼児訪問指導 50
予防接種の充実 51
母子健康手帳の交付 51
虫歯予防事業の充実 51
マタニティ教室 51

子ども医療費の無料化 51
子どもの疾病等
の早期発見・
早期治療

子どもや母親の
健康の確保

育児不安の軽減

育児不安の軽減

食育の推進

健康診査の充実

健康相談・健康
教室・予防接種

の充実

食育の推進

給食の充実

育児教室の充実
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基本方針 施 策 具体的事業 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４
．
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
環
境
の
整
備 

かわまた教育推進プランの充実 53
総合的な学習の時間の充実 53
道徳教育の充実 53
健康教育の充実 53
特別支援教育の充実 53
安全教育の推進 53

特色ある教育と地域に開かれた学校づ
くりの推進

54

地域と連携した相談・指導体制の充実 54

教育相談の充実 54

奨学資金貸与制度の充実 54

社会参加の促進 56
ボランティア活動への参加の促進 56

自然体験学習事業の充実 56
地域の社会的環境の整備 56
各種社会教育事業の充実 56
図書事業の充実 56

スポーツ少年団活動への支援 57
各種スポーツ教室の充実 57

スポーツ・レクリエーションを介して
の親子のふれあい

57

地域子ども会活動への支援 57
ＰＴＡ活動への支援 57

在宅の乳幼児とその保護者のための教
育・学習機会の充実

57

幼稚園・保育園における教育内容の充
実

57

子育てに適した道路交通環境の整備 58
チャイルドシート着用の啓発 58

地域による防犯体制の整備 59

遊び場・交流空間の整備 59

就学前教育の
推進

子どもの健全育
成に向けた学校
の教育環境の整

備

子どもの心身の
健やかな成長に資する
教育環境の整備

社会参加の促進

相談・指導体制
の充実

子育てに配慮した
環境の整備

就学支援制度の
充実

家庭や地域の
教育力の向上

自然・文化活動
の推進

家庭教育の推進

遊び場の整備

子どもの安全・
安心を確保する
ための活動
の推進

安全・安心まち
づくりの推進

スポーツ活動の
推進
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基本方針 施 策 具体的事業 頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５
．
子
ど
も
の
権
利
擁
護
へ
の
取
り
組
み
の
推
進 

「児童の権利に関する条約」の啓発 60

子どもの声を生かした子育て環境づく
りの推進

60

子どもの人権に関する問題への対応
（川俣町要保護児童対策協議会の充実）

60

各種助成・手当等 61
各種貸付事業の推進 61
相談支援体制の充実 61

福島県養護教育センター県北地域相談
室での相談業務

62

障がい児地域療育等支援事業の推進 62

身体障がい児補装具給付事業 63

障がい福祉サービス事業
（在宅障がい児）

63

身体障がい児日常生活用具給付事業 63

障がい児をもつ親の会等への活動支援 63

子どもの権利が
尊重される
社会づくり

障がい児施策の充実

子どもの権利が尊重
される社会づくり

障がい児と家族
の社会参加促進

ひとり親家庭等
に対する経済的
支援、緊急時の
保育支援、相談
支援等の充実

ひとり親家庭の
自立支援の推進

機能訓練・療育
相談の充実
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第１章 次代を担う若者の育成・支援 

第１節 思春期保健の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１．思春期保健の充実 

（１）赤ちゃんふれあい体験（継続） 

保健師、保育士や保護者等の協力を得ながら、小学生、中学生及び高校生を対象とした

「赤ちゃんとの出会い・ふれあい・交流事業」を開催し、直接乳幼児とふれあいながら乳

幼児の安全な抱き方や乳幼児との遊び方等を体験することにより、生命や性について学ぶ

機会を提供します。 
 

 

 

少子化や近所づきあいの希薄化により、子どもたちの乳幼児やその保護者とのふれ

あいの機会が少なくなっています。 

アンケート調査によると、中学・高校生のうち約 3 割の人が赤ちゃんを抱いたこと

がないと回答しています。 

結婚や子どもを持つことのイメージについては、結婚については子どもを持てるが、

子どもを持つことについては子どもを持って育てたい、子育てを通して人間として成

長できるなどの良いイメージが多く目立ちます。 

子どもたちが自分の人生において将来、子どもを生み育てる喜びを感じ、親となっ

た時に命の大切さを理解することができるよう、思春期から体験学習などを通じて啓

発に努めます。 

赤ちゃんふれあい体験
思春期保健の

充実
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第２節 次代を担う若者の就業支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
１．若者の就業に対する支援の充実 

（１）新規学卒者のための支援（新規） 

若者の失業率が悪化している中で、新規学卒者に対する支援を行い、就労を促進するこ

とにより、若者が自立して安定した生活基盤を確立することを目指します。 
 
 
（２）再就職のための支援（継続） 

職業情報、資料等を収集・提供し、職業能力開発機会を拡充することで、若者の再就職

のための普及･啓発を図ります。 

 
 
 

厳しい雇用情勢が続く中で、次代を担う若者が生まれ育った本町に住み続け、結婚

や子育てをしたいと思える本町にするためには、若者の安定した就業が重要です。 

アンケート調査においても、将来の仕事に対しやりがいや高収入を求める反面、失

業の不安のない仕事につきたいという回答も半数近くを占めています。 

若者が自分にあった職業を選択し、社会人として自立していくことができるよう、

産業振興による雇用機会の創出を目指すとともに、関連機関・団体等との連携を強化

し、きめ細やかな就業相談や情報提供などによる若者の就業支援に取り組みます。 

新規学卒者のための支援

再就職のための支援

若者の就業に対
する支援の充実
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第３節 次代を担う若者を育成するための環境整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．男女が協力して家庭を築くことの重要性を学ぶ機会の設置 

（１）若者が交流する場の設置（新規） 

依然として残る女性に対する固定的性別役割分担意識を変えるとともに、男女が協力して家

庭を築くことの重要性を学ぶ場として、若者が交流する場を提供します。 
 
 
（２）男性も含めた子育て学習機会の充実（継続） 

マタニティ体操教室は夫婦ともに参加しやすいよう日曜日に開催するなどの工夫をし

て実施してきました。今後も出産･育児に関する各種教室への夫婦での参加を促進し、協

力意識を高め、男性の子育てに対する理解を高めます。 
 

女性の家事・育児と仕事の両立に対する負担感が大きい背景には、男は仕事、女は

家事という固定的性別役割分担意識が依然根強く残っているためと思われます。 

本町では固定的な性別役割分担意識を見直すために、家庭、地域及び職場での意識

啓発を推進しているほか、父親の参加を目的としたマタニティ体操教室への参加を促

進しています。 

アンケート調査によると、8割弱の父親が子育てに参加しているものの、約 2割の父

親は子育てに参加していないと回答しており、今後も、男女がともに家庭における役

割を担うことへの意識の啓発が必要です。 

若者が交流する場の設置

男性も含めた子育て学習機会の充実

男女が協力して
家庭を築くこと
の重要性を学ぶ
機会の設置
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第２章 安心して子どもを生み育てることができる環境づくり 

第１節 多様な保育サービスの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共働き家庭の増加とともに、就業構造の変化、就労形態の多様化により保育サービ

スへのニーズも多様化しています。 
アンケート調査によると、就労している、または就労を希望する母親は多く、今後、

利用したいと思う保育サービスは、認可保育所、一時預かり、幼稚園の預かり保育な

どへの希望が高まっています。加えて、保育園の増設や利用時間の延長、病後児保育

の実施など、様々な保育形態が求められています。 
保育を希望する保護者に応えられるだけの定員の維持・確保を図るとともに、子育

ての負担軽減はもとより、多様な就労形態等による緊急時の保育など、多様化する保

育ニーズに対応した弾力的できめ細かな保育サービスの提供を行っていく必要があり

ます。 
子どもが健やかにのびのびと育つためには、遊びも重要です。働く親にとっても、

子どもの放課後が安心できる環境であることが重要なことから、放課後児童保育施設

や様々な年代の子どもたちが集まり、交流できる居場所づくりを充実していきます。 

通常保育事業の充実 33

低年齢児保育の推進 33
延長保育の推進 33
障がい児保育の充実 33
一時預かりの推進 34
保育園施設の充実 34

一体的な幼児保育環境の整備の推進 34

育児休業制度の普及・啓発 35
事業所内保育の推進 35

放課後児童対策の充実 35
放課後児童保育施設の充実 35
子どもの居場所づくり事業の充実 36

ファミリーサポートセンター事業 36

通常保育事業の
充実（保育園）

特別保育事業の
充実（保育園）

一体的な幼児の
保育環境の整備

事業所への協力

住民参加型子育
て相互援助活動
支援事業の実施

放課後子ども
プランの推進
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１.通常保育事業の充実（保育園） 

（１）通常保育事業の充実（継続） 

引き続き保育環境、保育内容等、充実した保育を目指します。 

アンケートによる入所希望は 150 人と定員を超える結果となっており、これまでの経過

から出生数は減少しても、核家族化や共働き世帯の増加等により保育所入所希望者数は増

加する傾向があるため、平成 26 年度においては以下のとおり目標値を設定し、さらなる

保育の充実を目指します。 

 

 

事業名 
平成 21年度 

現状値 

アンケートの 

ニーズ量 

平成 26年度 

目標値 

通常保育事業の充実（保育園） 135 人 
3 歳児未満 92人 

3 歳児以上 58人 

3 歳児未満 92人 

3 歳児以上 70人 

 
 
２.特別保育事業の充実（保育園） 

（１）低年齢児保育の推進（継続） 

現在、産後 2 ヶ月以降の児童の受け入れを実施していますが、今後も 0～2 歳の低年齢

児の保育園での受け入れを行います。 

 
 

（２）延長保育の推進（継続） 

現在、認可保育所で延長保育（7：00～19：00）を実施していますが、就労状況の変化

により、年々労働時間が長くなっている保護者が増加していることから、今後も延長保育

の充実を図ります。 

アンケートによる 18 時から 20 時の間に延長保育を希望するニーズ量は 95 人と多くな

っていますが、これまでの実績から、19時を超えて延長保育を行うことはほとんどないた

め、これまでどおりの時間で行うこととし、以下の目標値を設定しています。 
 
 

事業名 
平成 21年度 

現状値 

アンケートの 

ニーズ量 

平成 26年度 

目標値 

延長保育の推進 

（18時～20時） 
35 人 95 人 35 人 

 

 
（３）障がい児保育の充実（継続） 

集団保育が必要な障がい児のために、受け入れ体制を整えます。また、保育士の研修会

等を開催・参加し、専門性を高めます。 
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（４）一時預かりの推進（継続） 

保護者の疾病や不定期な仕事に対応するため、また、子育てによる保護者の心理的・肉

体的負担を軽減するため、平成 26年度までに一時預かりサービスの実施を目指します。 

アンケートによる一時預かりニーズ量は年間 290日となっていますが、現在、本町にあ

る保育園（公立 1 ヶ所）では事業を実施していないため、平成 26 年度までに事業実施を

目指します。 
 
 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

アンケートの 

ニーズ量 

平成 26年度 

目標値 

一時預かりの推進 未実施 290 日 1 ヶ所 

 

 
（５）保育園施設の充実（継続） 

一体的な幼児保育環境の整備の推進を踏まえながら、良質な保育環境を目的とした施設

整備の充実を図るため、今後幼児保育検討委員会で検討していきます。 
 
 

３.一体的な幼児の保育環境の整備 

（１）一体的な幼児保育環境の整備の推進（継続） 

現在、1 幼稚園（南幼稚園）で保育園と同じ時間の延長預かり保育を実施しています。

今後も、幼稚園、保育園の垣根を無くし、一体的な幼児保育環境の整備を推進するととも

に、保育時間も含め保護者の保育ニーズに合わせた保育サービスの提供を進めます。 
 
 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

平成 26年度 

目標値 

一体的な幼児保育環境の整備の推進 
1 ヶ所（南幼稚園）

で実施 

1ヶ所（南幼稚園）

で実施 
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４.事業所への協力 

（１）育児休業制度の普及・啓発（継続） 

企業に対し、パンフレット配布や次世代育成支援法に基づいた子育て支援についての説

明会等を実施する事により、企業における育児休業制度への理解、協力を促していきます。 
 
 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

平成 26年度 

目標値 

育児休業制度の普及・啓発 未実施 

育児休業制度 

取得率の上昇 

55％ 

 

（２）事業所内保育の推進（継続） 

従業員のための事業所内保育を推進し、選択の幅のある多様な保育サービスの提供に努

めるため、事業所への協力を要請します。 
 

 

５.放課後子どもプランの推進 

（１）放課後児童対策の充実（継続） 

現在、放課後児童保育事業として「わいわいクラブ」を実施していますが、今後も利用

者のニーズを把握しながら、働く保護者を支援するとともに、放課後における子どもの居

場所の充実を図ります。また、指導員の研修等により、専門性を高め資質の向上に努める

ことにより、より良いサービスの提供を目指します。 

アンケートによるニーズ量は 166 人と多くなっていますが、現在は全小学校区において

放課後子ども教室を開始していることを踏まえながら、過去の実績等を参考とし以下のと

おり目標値を設定しています。 
 
 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

アンケートの 

ニーズ量 

平成 26年度 

目標値 

放課後児童対策の充実 43 人 166 人 65 人 

 

 
（２）放課後児童保育施設の充実（継続） 

放課後児童保育施設の整備に努めるとともに、施設の有効活用について検討します。 
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（３）子どもの居場所づくり事業の充実（継続） 

子どもたちの安全で安心な活動場所として、地区公民館や各小学校などを活用して、子

どもたちが集まり、スポーツや文化活動等を通じて、地域住民との交流を図ることにより、

子どもたちの豊かな心を育みます。 

 

 
６.住民参加型子育て相互援助活動支援事業の実施 

（１）ファミリーサポートセンター事業（継続） 

ファミリーサポートセンターでは、保護者の緊急の用件・残業、保護者の病気等の緊急

時、リフレッシュしたい時の子どもの保育や学校・塾等の送り迎え時などにおいて、登録

制の有償ボランティア活動による子育て相互援助活動を行っています。 

今後も運営補助を行うとともに子育て家庭への普及・啓発などを行っていきます。 

 

 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

アンケートの 

ニーズ量 

平成 26年度 

目標値 

ファミリーサポートセンター事業 1ヶ所 36 人 会員 100 人以上 
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第２節 子育てに係る経済的支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．養育に係る負担軽減 

（１）各種手当制度の充実（継続） 

子育て家庭の経済的支援として、児童手当等の各種手当制度の充実を国へ働きかけると

ともに、制度の周知を行います。 
 
 

（２）子ども医療費の無料化（継続） 

子どもの疾病等の早期発見・早期治療とともに子育て世帯の経済的負担の軽減を図るた

め、中学生までの子どもの医療費無料化を実施しています。今後も、医療を必要とする乳

幼児から中学生に対し医療費を助成することにより、安心して子どもを生み育てることが

できる環境の充実を図ります。 
 
 

（３）出産祝金給付金（継続） 

定住化の促進を目的として、第 3子以降出生時に祝金として 1万円を支給し出産を祝い

ます。 
 
 

子育て家庭の子育てに係る費用は家計の大きな負担となっていると思われます。 
アンケート調査においても、児童手当の充実や保育所等にかかる費用の軽減などの

経済的支援を求める意見が多くあげられています。 
現在、本町では国制度に基づく各種手当制度の実施や定住化の促進を目的とした中

学生までの医療費無料化や出産祝金給付金制度、保育奨励金制度を実施していますが、

今後も、子育て家庭の負担軽減のため、様々な支援を行います。 

各種手当制度の充実

子ども医療費の無料化

出産祝金給付金

保育奨励金

保育料の軽減

養育に係る
負担軽減
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（４）保育奨励金（継続） 

定住化の促進を目的として、保育園入園児と幼稚園入園児に保育奨励金を支給します。

入園児 2 人目に対して、3,000 円×入所月数、3 人目以上に対しては保育料月額分×入所

月数を支給します。 
 
 

（５）保育料の軽減（継続） 

本町では平成 12 年度より、国で示している保育料徴収基準額よりも低い金額で、町独

自に保育料の軽減を行っています。今後も一体的な幼児保育環境の整備や社会情勢等を踏

まえながら、保育料の軽減を行い、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ります。 
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第３節 学校給食による支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．学校給食の充実 

（１）学校給食の充実（継続） 

日常生活の食事について、正しい理解と望ましい習慣を養い、合わせて子どもたちの社

交性を養うために、食育を重視した学校給食を充実します。また、保護者に対し、適切な

食環境の意識高揚を図ります。 
 

 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

平成 26年度 

目標値 

学校給食の充実 実施 実施 

 

 

バランスのとれた食生活や望ましい食習慣の定着、さらには食事のマナーや行儀な

どを学ぶためには、学校給食の実施は重要です。 

学校での学校給食を通した食への大切さ・感謝の気持ちなどを育み、次代を担う子

どもたちの健やかな成長を促します。 

学校給食の充実学校給食の充実



第Ⅱ部 基本計画 

 40 

第４節 子育て支援のネットワークづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．子どもに関わる地域体制の整備 

（１）子育て仲間づくりの推進（育児サークル等）（継続） 

育児サークルを中心とした、保護者同士･子ども同士の交流、情報交換、学習の場をつ

くることにより、育児仲間づくりを推進します。 

 
 

（２）つどいの広場事業の実施（継続） 

主に乳幼児（0～3歳児）を持つ子育て中の保護者とその子どもが気軽に集い、うち解け

た雰囲気の中で語り合い交流を図ることや、ボランティアを活用した育児相談等を行える

場を充実します。 

また、両親が安心して子育てができ、子どもたちが健やかに育つため、子育て及び子育

て支援に関する講習会の実施や、子育て支援関連団体との連携を図り、地域子育てニーズ

を把握しての地域ぐるみでの事業、子育てサークルの育成、そして地域での育児支援を推

進します。 
 

現在、町内には親子のふれあいや子育て家庭の交流・情報交換などの場として活動

している自主サークルがあります。 
アンケート調査によると、子育てサークルに参加している人は１割弱と少ない一方

で、機会があれば参加したいと考えている人も 3 割弱います。また、子育てサークル

の存在を知らない、活動内容がわからないなどの意見もあげられています。 
地域ぐるみの子育て支援活動を活発化し、地域の子育て機能の強化を図るため、自

主的な子育てサークルによる活動の周知を図るとともに、関係機関や団体との情報の

共有化や活動の連携の促進など子育て支援ネットワークの充実を推進します。 

子育て仲間づくりの推進（育児サーク
ル等）

つどいの広場事業の実施

子どもに関わる
地域体制の整備
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第５節 仕事と生活の調和した環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．男女共同参画による子育ての推進 

（１）男女共同参画の意識啓発の推進（継続） 

子育てについて男女共同参画意識の啓発を促すため、各地区での男女共同参画推進のた

めの学習機会を提供していますが、今後も、町民や事業所に対してワーク・ライフ・バラ

ンスの啓発を図るとともに、幅広い年代に対する学習機会の提供や広報を充実します。 
 
 
（２）男性も含めた子育て学習機会の充実（継続）（再掲） 

マタニティ体操教室は両親ともに参加しやすいよう日曜日に開催するなどの工夫をし

て実施してきました。今後も出産･育児に関する各種教室への夫婦での参加を促進し、協

力意識を高め、男性の子育てに対する理解を高めます。 

近年、「男女共同参画」の考え方が浸透してきているといっても、女性の家事・育児

と仕事の両立に対する負担はまだまだ大きく、アンケート調査においても、積極的に

育児に参加している父親は、就学前児童のいる家庭で 3 割程度、小学生児童のいる家

庭では 2割半ばとなっています。 

一方、就労の場では、男女ともに子育てと仕事を両立しながら継続して就労できる

職場環境や雰囲気づくりなど、事業主の理解促進が求められています。しかし、現実

には育児休業制度などの取得者は少なく、制度があっても十分活用されない、利用し

にくいといった状況があり、制度を有効に活用してもらうための普及・啓発とともに、

活用できる職場の雰囲気づくりを図るための支援が必要です。 

男女ともに充実した生活を送るために、個人の置かれた状況に応じて仕事と生活の

調和（ワーク・ライフ・バランス）が取れる多様な働き方を選択できるようにすると

ともに、労働時間の短縮など「働き方の見直し」を推進していきます。また、このた

め、関係団体との連携強化により、相互の情報交換、啓発の推進に努めます。 

男女共同参画の意識啓発の推進

男性も含めた子育て学習機会の充実

男女雇用機会均等法の遵守

男女共同参画に
よる子育ての

推進

仕事と子育ての
両立の推進
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２．仕事と子育ての両立の推進 

（１）男女雇用機会均等法の遵守（継続） 

男女雇用機会均等法等の普及・啓発し、事業所へ男女雇用機会均等法の遵守に努めると

ともに男女雇用機会均等法等の制度の理解の促進を図ります。また、労働団体等との意見

交換なども検討します。 
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第６節 地域における子育て支援サービスの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１．子育て相談サービスの充実 

（１）児童委員による地域相談体制の整備促進（継続） 

児童委員との連携を図り、地域における相談体制の整備・促進を図ります。 

 

 

（２）児童相談所との連携強化（継続） 

児童相談所との連携を強化し、児童の健全育成のための相談指導体制を充実します。 

 

家庭と地域のつながりの希薄化や核家族化の進行、離婚件数の増加などにより、家

庭における子育ての孤立化や育児ストレスなどが高まっています。 
アンケート調査によると、子育てで出費がかさむこと、しつけや子育て方法がわか

らない、子どもを叱りすぎているような気がするなどといった悩みを抱えている家庭

が増えています。 
子どもを安心して育てる環境を整備していく上で、地域における子育てを支援する

仕組みづくりは重要なことから、今後も相談体制の強化や情報提供などの子育て支援

サービスの充実を図っていきます。 

児童委員による地域相談体制の整備促
進

児童相談所との連携強化

地域子育て支援の核的施設

母子保健情報の確保・提供

妊娠・出産・育児情報の提供

子育て総合案内窓口の設置

子育て支援の情報提供の充実

子育て情報提供
体制の充実

子育て相談
サービスの充実
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（３）地域子育て支援の核的施設（継続） 

既存の施設を有効活用した、子育てに関する相談や育児サークル支援、保護者同士の交

流等、地域子育て支援の核となる子育て支援センターの設置を目指します。 

 

 

事業名 
平成 21年度 

現状値 

アンケートの 

ニーズ量 

平成 26年度 

目標値 

地域子育て支援の核的施設 

1ヶ所 

参加延べ人数

2,725 人 

241 人日 
子育て支援センター

設置 

 

 

（４）母子保健情報の確保・提供（継続） 

健康管理データバンクシステムにおいて、乳幼児健診の結果、データ、予防接種状況の

情報を管理し、情報が十分活用できる体制を強化します。 

 

 

（５）妊娠・出産・育児情報の提供（継続） 

育児不安や悩みを抱えた妊婦、母親及び父親、子どもの養育者を対象に、妊娠・出産・

育児に関する情報提供の場と相談などの問題解決できる支援体制づくりを充実します。 

 

 

２．子育て情報提供体制の充実 

（１）子育て総合案内窓口の設置（継続） 

子育てに関することなどについて気軽に相談できる、対面・電話での対応を充実し、子

育て支援センターにおける総合相談体制の整備を目指します。 

 

 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

平成 26年度 

目標値 

子育て総合案内窓口の設置 実施 
子育て支援センター

にて統合実施 

 

 

（２）子育て支援の情報提供の充実（継続） 

子育てに関する各種イベント情報や地域活動など広報紙に随時掲載を行います。 

また、本町のホームページ上で子育て支援に関する制度、情報を掲載し、さらに、子育

て支援パンフレットを配布することにより、制度内容について住民に分かりやすく周知し

ていきます。 
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第３章 母性及び乳幼児等の健康の確保と保持増進 

第１節 食育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．食育の推進 

（１）離乳食教室（継続） 

栄養士を中心として、母親（保護者）に離乳食の目的、方法、すすめ方の指導を行うと

ともに、母親同士の交流や情報交換の場として充実し、今後も離乳食からの食育を推進し

ます。 

 

 

（２）幼稚園等における食教育の充実（継続） 

現在、5 幼稚園で食育講習会を実施していますが、今後も食育の重要性を意識した食生

活習慣を形成するため、講習会等を実施し、食教育の充実を図ります。 

食習慣の乱れは、子どもの心身の健康問題に大きく関係することから、子どもの頃

からの正しい食事のとり方や望ましい食習慣の定着、食を通じた豊かな人間形成や家

族関係づくりによる心身の健全な育成を図ることが求められています。 

アンケート調査によると、中学・高校生の 2 割未満の人は時間がないことや食べた

くないなどを理由に朝食を抜くことがあると回答しています。また、食事の時間を楽

しいと感じていないとの意見もあります。 

料理教室や地元食材デーを実施し、食に関する学習機会や情報の提供や、子どもの

食育を推進するとともに、親への食育の推進を図っていきます。 

離乳食教室

幼稚園等における食教育の充実

親と子の料理教室

地元食材デーの実施

食育の推進

給食の充実
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（３）親と子の料理教室（継続） 

家庭での食についての話題を増やすきっかけとして、小学生の親子を対象に料理教室を

開催し、食育の推進を図ります。 

 

 

２．給食の充実 

（１）地元食材デーの実施（新規） 

地元食材デーを開催し、地元の食材を使った給食の提供などを実施して、食への関心や

知識を高めていきます。 
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第２節 育児不安の軽減 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

児童虐待は、子どもの心身の発達及び人格形成に重大な影響を与えるため、児童虐

待の対策においては、虐待の発生予防から早期発見・早期対応が重要で、さらには虐

待を受けた子どもの保護・自立支援に至るまでの総合的な支援が必要です。 
虐待の大きな要因として、親の育児不安・負担があげられます。 
アンケート調査においても、しつけや子育ての方法がわからないことや子どもへの

しかり方や接し方への不安があげられています。 
そのため、健康診査実施時の育児相談や家庭訪問などの様々な育児相談の機会を設

け、親の子育てに対する不安軽減を図ります。 
さらに、各種教室を開催し、親子のふれあいや子育て家庭同士の交流を通して、不

安軽減や情報交換の場を提供します。 

乳幼児虐待予防事業

育児支援家庭訪問事業

離乳食教室

幼稚園等における食教育の充実

親と子の料理教室

育児不安の軽減

育児教室の充実
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１．育児不安の軽減 

（１）乳幼児虐待予防事業（継続） 

育児不安が虐待につながるケースがあることから、3～4ヶ月児健診でアンケートを実施

し、虐待ハイリスクのケースの把握に努めています。今後もリスクを抱えたケースの把握

を行い、指導や子育てお話会への参加を勧奨し、虐待予防に努めます。 

さらに、各種健診、すくすく育児相談、遊びの教室での保健指導を通じて、育児不安の

軽減に努めます。 

 

 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

平成 26年度 

目標値 

乳幼児虐待予防事業 
ハイリスクを把握

し、指導を実施 

育児不安による 

虐待件数 0件 

 

 

（２）育児支援家庭訪問事業（継続） 

出生児を対象に保健師が家庭訪問を行い、子育てに関する相談や指導を行うとともに、

育児などの専門的な援助をしていきます。 

 

 
２．育児教室の充実 

（１）離乳食教室（継続）（再掲） 

栄養士を中心として、母親（保護者）に離乳食の目的、方法、すすめ方の指導を行うと

ともに、母親同士の交流や情報交換の場として充実し、今後も離乳食からの食育を推進し

ます。 

 

 

（２）幼稚園等における食教育の充実（継続）（再掲） 

現在、5 幼稚園で食育講習会を実施していますが、今後も食育の重要性を意識した食生

活習慣を形成するため、講習会等を実施し、食教育の充実を図ります。 

 

 

（３）親と子の料理教室（継続）（再掲） 

家庭での食についての話題を増やすきっかけとして、小学生の親子を対象に料理教室を

開催し、食育の推進を図ります。 
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第３節 子どもや母親の健康の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが健やかに生まれ、成長していくためには子どもだけでなく、その親が心身

ともに健康であることが重要です。 

妊娠・出産・乳幼児期を通して、健康診査や家庭訪問、予防接種等を実施し、病気

の予防や障がいの早期発見に努めるとともに、関係機関との連携により継続的な支援

体制を確立していきます。 

また、子どもが安心して適切な医療サービスが受けられるよう、医療費の助成を継

続して行います。 

妊婦一般健康診査

乳幼児健康診査

妊産婦健康相談

妊産婦訪問指導

乳幼児健康相談

乳幼児訪問指導

予防接種の充実

母子健康手帳の交付

虫歯予防事業の充実

マタニティ教室

子ども医療費の無料化
子どもの疾病等
の早期発見・
早期治療

健康診査の充実

健康相談・健康
教室・予防接種

の充実
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１．健康診査の充実 

（１）妊婦一般健康診査（継続） 

平成 19年度より、妊婦一般健康診査に係る費用の助成を 15回まで拡充しています。 

    引き続き、全妊婦を対象として、15回までの妊婦一般健康診査にかかる費用の助成を行い、

異常の早期発見や安全で安心な出産の支援を行います。 

 

（２）乳幼児健康診査（継続） 

乳幼児の健全な発達を支援するとともに、健康的な生活習慣づくりの支援を行い、小児

科医師、歯科医師、栄養士、保健師などによる健康診査相談指導を充実します。 

また、受診しやすいよう健診の内容などを検討するとともに、未受診者への受診を勧奨

します。 

 

 

２．健康相談・健康教室・予防接種の充実 

（１）妊産婦健康相談（継続） 

現在、妊産婦に対して母子健康手帳配付時や家庭訪問、健診時の相談を行っています。 

今後も、相談体制の充実を図るとともに、気軽に相談できるよう、公共施設の無料電話

相談の周知を行います。 

 

 

（２）妊産婦訪問指導（継続） 

妊産婦とその家族を対象に個別相談と電話相談で悩みに対応し、適切な保健指導を行い

ます。また、本町の保健センター内にある電話相談窓口や福島県のこども救急電話相談の

周知を行います。 

 

 

（３）乳幼児健康相談（継続） 

現在、育児相談を月 2回に増やして実施しています。月齢に応じた日常生活指導を行う

とともに、必要時に利用できる個別相談、電話相談で乳幼児期の発育・発達に関する相談

への対応を行います。 

 

 

（４）乳幼児訪問指導（継続） 

家庭訪問による日常生活指導を行い、疾病の早期発見、治療を促します。また、適切な

保健指導を行い育児不安の解消を図ります。 
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（５）予防接種の充実（継続） 

予防接種についての教育、啓発活動を強化し、子どもの健康管理上重要な伝染病予防の

ために接種率の向上を目指し、かかりつけ医でも接種できるよう、広域的な予防接種体制

に努めます。 

 

 

（６）母子健康手帳の交付（継続） 

母子の経過・発達状況を確認するため、母子健康手帳の交付を行います。 

 

 

（７）虫歯予防事業の充実（継続） 

歯と口腔の健康を保つことを目的とし、9～10 ヶ月健診で歯科保健指導を行い、1 歳 6

ヶ月、2歳児の歯科健診やフッ素塗布の実施、3歳児、4歳児の歯科健診の実施、及び受診

を勧奨します。 

 

 

（８）マタニティ教室（継続） 

妊婦を対象としたマタニティ体操教室を年 2 回実施します。また、妊婦、夫を対象に、

親になるための意識の高揚を図り、妊婦のための栄養指導も行います。 

 

 

３．子どもの疾病等の早期発見・早期治療 

（１）子ども医療費の無料化（継続）（再掲） 

医療費助成対象を平成 19 年 10 月から小学生まで、平成 21 年 4 月からは中学生までに

拡充し、現在は「子ども医療費助成事業」を実施しています。医療費助成事業については、

今後も引き続き実施し、子育て家庭の負担軽減を目指すとともに子どもの疾病等を早期発

見・早期治療を促進し、子どもの健全な育成を目指します。 
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第４章 子どもの健やかな成長を図る環境の整備 

第１節 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育は人間形成の過程で必要な資質を養うとともに、豊かな個性や社会性を培

うための学力と健やかな体、広い心を育てるという重要な役割を担っています。 
特色ある学校づくりを推進するとともに、就学前教育から小学校教育への連続性を

重視した教育内容を工夫し、子どもの個性を重視し子どもが主体的・自律的に行動で

きる力を養えるよう創意工夫のある教育の充実を図ります。 

かわまた教育推進プランの充実

総合的な学習の時間の充実

道徳教育の充実

健康教育の充実

特別支援教育の充実

安全教育の推進

特色ある教育と地域に開かれた学校づ
くりの推進

地域と連携した相談・指導体制の充実

教育相談の充実

奨学資金貸与制度の充実

子どもの健全育
成に向けた学校
の教育環境の整

備

相談・指導体制
の充実

就学支援制度の
充実
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１．子どもの健全育成に向けた学校の教育環境の整備 

（１）かわまた教育推進プランの充実（新規） 

児童生徒の基礎学力の向上や豊かな心を育むために、「読み聞かせ学習プラン」、「土曜・

長期休学学習プラン」、「集団体験学習プラン」の 3つの学習プランの充実を図ります。 

 

 

（２）総合的な学習の時間の充実（継続） 

学校や地域の特色を生かした総合的な学習時間の計画の作成及びそれに基づく実践と、

児童、生徒に主体的、創造的な態度を育成するための体験的な学習や問題解決的な学習の

展開を図ります。 

 

 

（３）道徳教育の充実（継続） 

道徳的価値を明確にした指導を学校全体の教育活動を通して推進します。また、内面に

根ざした道徳性の育成を行います。さらに、インターネットや携帯電話におけるモラルや

情報リテラシーの向上に向けて教育や指導のあり方を検討します。 

 

 

（４）健康教育の充実（継続） 

健康、安全、食に関する指導の充実と適切に健康を管理、改善する実践力の育成を行い

ます。また、基礎体力の向上を図る指導を充実します。 

 

 

（５）特別支援教育の充実（継続） 

障がいに応じた適正な教育環境を整備するため、小・中学校に子どもの障がいに応じた

学級の配置及び施設の充実を図ります。また、学校・家庭・関係機関等との連携を一層強

化するとともに、教師の指導技術の向上を図ります。 

 

 

（６）安全教育の推進（継続） 

川俣町教育委員会情報発信ネットワークを活用し、交通ルール、マナーを指導する交通

安全教室や不審者、声かけ等の対策として防犯教室を開催することにより、子どもたちの

安全教育を推進します。 
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（７）特色ある教育と地域に開かれた学校づくりの推進（継続） 

開かれた学校教育を推進し、コンピュータ教育、国際理解教育、ケーナ教室の開催等、

地域文化や資源を活かした、本町の特色を生かした教育活動の展開を図ってきました。今

後も、読書活動を日常化することをはじめとした、様々な教育を推進します。 

また、子どもたちが情報の成否を判断する能力(メディアリテラシー)の促進に努めます。 

 

 

２．相談・指導体制の充実 

（１）地域と連携した相談・指導体制の充実（継続） 

児童委員、ＰＴＡ、児童相談所等の関係機関・関係団体と連携し、支援を要する児童の

早期発見、相談、改善、解決のためのネットワークを強化します。また、「学校へ行こう

週間」の周知を行い、地域住民の学校への理解を深めます。 

 

 

（２）教育相談の充実（継続） 

教職員研修を充実させるとともに、スクールカウンセラーの配置を推進し、児童委員、

ＰＴＡ、児童相談所等の関係機関・関係団体と連携し、教育相談の充実を図ります。 

 

 

３．就学支援制度の充実 

（１）奨学資金貸与制度の充実（継続） 

能力があるにも関わらず、経済的な理由により修学が困難な生徒に対し、奨学金を貸与

することにより修学を支援するとともに、制度の周知徹底を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第Ⅱ部 基本計画 

 55 

第２節 家庭や地域の教育力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

核家族や近所づきあいの希薄化により、家庭における教育力は低下の傾向にあると

思われます。 

子どもの健全な育成は、社会全体の責務であり、家庭・学校・地域・関係団体が情

報を共有しながら一体となって教育力を高め、子育ち・親育ちを取り組んでいくこと

が必要です。 

アンケート調査によると、中学・高校生の約 5 割がボランティア活動への参加を希

望し、公園などの清掃活動やスポーツ・文化活動、赤ちゃんや子どもの世話など、様々

な活動に興味を持っています。 

豊かな自然の中での活動を通して、人間関係や社会のルールなどを学び、社会性や

自主性を育んでいけるよう、様々な体験活動やスポーツ活動、交流機会の充実を図り

ます。 

社会参加の促進

ボランティア活動への参加の促進

自然体験学習事業の充実

地域の社会的環境の整備

各種社会教育事業の充実

図書事業の充実

スポーツ少年団活動への支援

各種スポーツ教室の充実

スポーツ・レクリエーションを介して
の親子のふれあい

地域子ども会活動への支援

ＰＴＡ活動への支援

在宅の乳幼児とその保護者のための教
育・学習機会の充実

幼稚園・保育園における教育内容の充
実

就学前教育の
推進

社会参加の促進

自然・文化活動
の推進

家庭教育の推進

スポーツ活動の
推進
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１．社会参加の促進 

（１）社会参加の促進（継続） 

小学生から中学生、高校生においても、ボランティア活動やキャリア教育体験活動など、

気軽に社会参加できる環境を整備します。 

 

 

（２）ボランティア活動への参加の促進（継続） 

子どもたちが人の役に立つことの喜びを知る場として、各種ボランティア活動情報の提

供や活動できる環境整備を行います。 

 

 

２．自然・文化活動の推進 

（１）自然体験学習事業の充実（継続） 

本町の豊かな自然を体験し、理解を深めるため、こども科学館事業をはじめ、廃校と  

なった校舎等を活用することなどにより、自然体験事業の充実を図ります。 

 

 

（２）地域の社会的環境の整備（継続） 

地域の環境美化や自然保護、文化活動などへ参加する機会を設けることにより、地域参

画ができるよう、地域の社会的環境の整備を促進します。 

 

 

（３）各種社会教育事業の充実（継続） 

現在行っている文化体験教室やファミリー劇場、芸術鑑賞教室などの各種社会教育事業

の充実を図り、町内外の多彩な学術・文化・芸術体験を通じて、子どもの感性・探究心を

育てる環境づくりを推進します。 

 

 

（４）図書事業の充実（継続） 

子どもの読書習慣の形成を促進するため、おはなしのへやの実施や読書感想文コンクー

ルの開催などを含めた図書事業を充実します。 

また、幼児を持つ親子を対象とした読みきかせのボランティア団体等の協力により、読

書の啓発や児童の情操教育の促進を図ります。 

 

 



第Ⅱ部 基本計画 

 57 

 

３．スポーツ活動の推進 

（１）スポーツ少年団活動への支援（継続） 

現在、本町には 15 団体のスポーツ少年団があります。今後もスポーツ少年団への育成

補助を行うとともに、スポーツ少年団の団員確保と受け入れ方法について検討します。 

 

 

（２）各種スポーツ教室の充実（継続） 

現在、水泳教室や町民登山、トレーニング教室等のスポーツ教室を行っています。今後

も各施設の取り組み状況を把握し、町民のニーズに応えるよう、各種教室を充実させ、ス

ポーツ活動への参加機会の拡充を図ります。 

 

 

（３）スポーツ・レクリエーションを介しての親子のふれあい（継続） 

スポーツやレクリエーションなどで親子がふれあう機会や、町民運動会等での異世代交

流の推進を図ります。 

 

 

４．家庭教育の推進 

（１）地域子ども会活動への支援（継続） 

地域美化運動、キャンプ等の活動を通じて、子どもたちの親睦を促進し、その活動支援

を行います。 

 

 

（２）ＰＴＡ活動への支援（継続） 

子どもや家庭と連携を図るため、地域住民との交流、ボランティア活動、学習活動等、

様々な活動を支援します。 

 

 

５．就学前教育の推進 

（１）在宅の乳幼児とその保護者のための教育・学習機会の充実（継続） 

在宅の乳幼児と保護者が集い、遊びや学習を介して交流できる場の機会の充実を図りま

す。 

 

 

（２）幼稚園・保育園における教育内容の充実（継続） 

教育内容の充実に努めるとともに、ニーズの多様化に伴い、子どもの健やかな成長にと

って望ましい園のあり方を検討します。 
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第３節 子育てに配慮した環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．子どもの安全・安心を確保するための活動の推進 

（１）子育てに適した道路交通環境の整備（継続） 

交通事故多発地点やガードレールの未設置場所等、交通危険箇所について検討し、子ど

もの目線に立った道路交通環境の整備を図ります。 

 

 

（２）チャイルドシート着用の啓発（継続） 

4 歳未満児の乳幼児の保護者に対して、チャイルドシートを貸し出す事業の充実、また、

着用の啓発を図ります。 

 

アンケート調査によると、見通しが悪く子どもが被害に遭わないか心配という意見

や買物途中に子どもを遊ばせる場所がないなどの意見が多くあげられています。 

近年、子どもが巻き込まれる犯罪や事件が多発していることから、地域ぐるみで子

どもを犯罪や事故から守る取り組みを推進するとともに、子どもや保護者に対する事

故・犯罪に関する情報提供や意識啓発を強化する必要があります。 

また、子育て家庭をはじめ、すべての人が安心して外出できるよう、道路交通環境

の整備に努めます。 

子どもの遊び場の条件としては、歩いていける程度の近所にあること、安全環境が

整っていること、雨の日でも遊べること、子どもと同年代の遊び仲間がいることなど

があげられていることから、子どもたちが安全にのびのびと遊ぶことができるよう、

遊び場の環境整備を目指します。 

子育てに適した道路交通環境の整備

チャイルドシート着用の啓発

地域による防犯体制の整備

遊び場・交流空間の整備遊び場の整備

子どもの安全・
安心を確保する
ための活動
の推進

安全・安心まち
づくりの推進
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２．安全・安心まちづくりの推進 

（１）地域による防犯体制の整備（継続） 

地域住民と警察等が連携・情報提供し、防犯パトロールを実施するなど、地域ぐるみ（町

内会、商工会、ＰＴＡ、シルバー人材センター等）の防犯体制の強化を図ります。 

 

 

３．遊び場の整備 

（１）遊び場・交流空間の整備（継続） 

保護者や子どもたちにとって魅力的な遊び場の整備を目指します。その際、保護者や児

童の意向等に十分配慮し、利用度・満足度の高い公園等の設置に努めます。また、子ども

たちが安全に遊べるよう、遊具の点検・修繕等を積極的に行います。 
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第５章 子どもの権利擁護への取り組みの推進 

第１節 子どもの権利が尊重される社会づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．子どもの権利が尊重される社会づくり 

（１）「児童の権利に関する条約」の啓発（継続） 

子どもの権利に関する条約の趣旨についての広報・啓発に努めます。 

 

（２）子どもの声を生かした子育て環境づくりの推進（継続） 

施策の検討段階で子どもが参画し、（子ども議会の開催、その他、子どもの意見を聴く

機会を設ける等）、施策に反映させることにより、子どもの声を生かした子育て環境づく

りを推進します。 

 

（３）子どもの人権に関する問題への対応（川俣町要保護児童対策協議会の充実）（継続） 

いじめ、児童虐待などに対応するため、児童相談所、警察、教育機関などの各種機関、

児童委員、家庭との連携の強化し、虐待防止のためのネットワークづくりを推進します。 

 

 

事業名 
平成 20年度 

現状値 

平成 26年度 

目標値 

子どもの人権に関する問題への対 

応（虐待防止ネットワークの構築） 

委員会を 

年 2回開催 

代表者会議を 

年 1回開催、ケー

ス会議を随時開催 

 

子どもは社会の中でも次代を担う大切な存在です。すべての子どもの権利が擁護さ

れ、健やかに育つことができるよう、児童の権利に関する条約の啓発活動や子ども自

身の幸せを主体とした事業の推進に努めます。 

また、子どもたち自身が積極的にまちづくりに参画できるような取り組みを検討し

ていきます。 

「児童の権利に関する条約」の啓発

子どもの声を生かした子育て環境づく
りの推進

子どもの人権に関する問題への対応
(川俣町要保護児童対策協議会の充実)

子どもの権利が
尊重される
社会づくり
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第２節 ひとり親家庭の自立支援の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ひとり親家庭等に対する経済的支援、緊急時の保育支援、相談支援等の充実 

（１）各種助成・手当等（継続） 

ひとり親家庭医療費助成制度や児童扶養手当制度により、ひとり親家庭への福祉の増進

を図ります。 

 

 

（２）各種貸付事業の推進（継続） 

母子・寡婦福祉資金貸付事業の利用が円滑に行えるように努めます。 

 

 

（３）相談支援体制の充実（継続） 

福島県母子家庭等就業・自立支援センター内で行っている就業相談や、母子家庭自立支

援給付金の周知を行うとともに、本町の担当窓口での相談体制の充実はもちろんのこと、

福島県相談窓口としての県北保健福祉事務所（母子自立支援員）、福島県女性のための相

談支援センター、福島県男女共生センター等の情報の提供を図ります。 

 

 

ひとり親家庭は、子育てを行う上で経済的・社会的に不安定な状態にあると思われ、

家庭生活においても多くの問題を抱えていると考えられます。医療費助成制度などの

経済的支援を図るとともに、相談体制の充実や社会的自立に必要な情報提供を行いま

す。 

各種助成・手当等

各種貸付事業の推進

相談支援体制の充実

ひとり親家庭等
に対する経済的
支援、緊急時の
保育支援、相談
支援等の充実
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第３節 障がい児施策の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．機能訓練・療育相談の充実 

（１）福島県養護教育センター県北地域相談室での相談業務（継続） 

心身障がい児、また、障がいがあると思われる児童と保護者を対象に、障がいのある状

態に合わせた適正な就学や早期教育、家庭や学校での指導、進路に関する相談の円滑化を

図ります。 

 

 

（２）障がい児地域療育等支援事業の推進（継続） 

発達の遅れが目立つ児童または障がい児及び保護者に対して、各種相談･指導を実施し

ます。また、通園施設及び保育園･幼稚園などの職員に対して、療育に関しての助言･技術

指導を行い、障がい児とその家族の福祉向上を図ります。 

障がいや発達について不安を抱えた子どもたちが、その持てる能力や可能性を最大

限に伸ばして、身近な地域で安心して生活できるよう、一人ひとりの障がいの状況に

応じたきめ細かなサポートが必要です。 

保健・医療・福祉・教育等の関係機関との円滑な連携のもと、相談・支援体制の整

備、障がいの状況に応じた療育の確保、障がい福祉サービスの充実等の一貫した総合

的な取り組みを推進します。 

福島県養護教育センター県北地域相談
室での相談業務

障がい児地域療育等支援事業の推進

身体障がい児補装具給付事業

障がい福祉サービス事業
（在宅障がい児）

身体障がい児日常生活用具給付事業

障がい児をもつ親の会等への活動支援

障がい児と家族
の社会参加促進

機能訓練・療育
相談の充実
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２．障がい児と家族の社会参加促進 

（１）身体障がい児補装具給付事業（継続） 

身体機能の障がいを補い、日常生活を容易にできるよう、関係機関と連携して利用ニー

ズを把握し、成長に合わせた必要な補装具の給付を行うとともに、制度の周知を図ります。 

 

 

（２）障がい福祉サービス事業（在宅障がい児）（継続） 

重度の心身障がい児のいる家庭に対し、障がい福祉サービスの提供を行います。サービ

スの提供にあたっては、介助者への負担軽減と適切な介助指導を行うとともに、制度の周

知を図ります。 

 

 

（３）身体障がい児日常生活用具給付事業（継続） 

日常生活に必要な生活用具や住宅改修費等を給付（貸与）することにより、在宅の障が

い児が活動できる範囲を広げ、あるいは生活の質の向上をさせ、障がい児の日常生活の便

宜を図るとともに、制度の周知を図ります。 

 

 

（４）障がい児をもつ親の会等への活動支援（継続） 

ノーマライゼーションの理念に基づき、各種活動を行っている障がい児をもつ親の会等

に対して、地域全体で受け入れ、支援できることを目的とした親睦や、交流の場について、

有効策を検討します。 
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第６章 子育て支援サービスにかかわる定量的目標事業量 

事業名 
平成 21年度 

見込み値 

平成 26年度 

目標値 

通常保育事業の充実 130 人 
3 歳児未満 92人 

3 歳児以上 70人 

延長保育の推進 

3歳児未満 51人 

3 歳児以上 56人 

計 107 人 

35 人 

一時預かりの推進 未実施 1ヶ所 

放課後児童対策の充実 年度当初入所者 53人 65 人 

地域子育て支援の核的施設 
子どもとみんなの広場

1ヶ所 

子育て支援センター 

1ヶ所 

子育て総合案内窓口の設置 未設置 
子育て支援センター 

内へ設置 

ファミリーサポートセンター事業 会員 41人 会員 100 人以上に拡大 
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第７章 計画の推進体制 

１．地域における推進体制の充実 

 

子育ての基本的責任を有するのは家庭ですが、子どもを安心して生み育てることができ

る環境にするためには、子どもと家庭を取り巻く様々な主体が担うべき役割を果たし、支

えあって本計画を推進することが重要です。 

このような認識の下、次代を担う子どもたちから高齢者まで、幅広い住民の積極的な参

加意識の高揚を図り、家庭や地域、事業者、関係機関、社会福祉協議会、子育て支援活動

を行う団体、ボランティア、ＮＰＯなどが連携し、子育て支援の充実した環境づくりを推

進します。 

 

 

 

２．庁内における推進体制の充実 

 

次世代育成支援に関する施策は、多岐の分野にわたるため、計画策定担当課が中心とな

り、年度ごとの関係各課の施策や事業の実施状況を把握するとともに、関係各課が連携し

て施策に取り組める体制づくりを進め、本計画を着実に推進します。 

 

 

 

３．国・県との連携 

 

子育て支援策は、各種手当など国や県の制度に関わる分野も多いことから、社会・経済

情勢の変化等に的確かつ柔軟に対応しながら、国や県との連携を図っていきます。 

 

 

 

４．計画の点検・評価 

 

住民や関係団体等で構成される「次世代育成支援対策推進協議会」において、計画の進

捗状況に関する情報の共有化と施策・事業の評価、また円滑な実施に向けての提言をいた

だくとともに、地域における実践につなげるなど、住民・関係団体等との協働により計画

を推進していきます。 
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１．川俣町次世代育成支援対策推進協議会設置要綱 

  

(設置) 

第 1条 次世代育成支援対策推進法第 21条の規定に基づき、川俣町における次世代育成支援対策

の推進に関し必要となる具体的な方策について協議するため、川俣町次世代育成支援対策推進協

議会(以下「推進協議会」という)を設置する。 

(組織) 

第 2条 推進協議会は、委員 15名以内とし、学識経験のある者その他教育委員会が適当と認める

者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(任期) 

第 3条 委員の任期は 2年とする。ただし、再任を妨げない。 

2 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(会長及び副会長) 

第 4条 推進協議会に会長及び、副会長 1名を置き、委員の互選によりこれを定める。 

2 会長は、推進協議会を代表し、会務を総括する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理

する。 

(会議) 

第 5条 推進協議会の会議は、必要の都度会長が招集する。 

2 会長は、会議の議長とする。 

3 推進協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

(意見の聴取) 

第 6条 推進協議会は、必要に応じて学問的かつ専門的助言及び意見を得るため、関係者の出席を

求めることができる。 

(庶務) 

第 7条 推進協議会の庶務は、こども教育課において行う。 

(その他) 

第 8条 この要綱に定めるもののほか、推進協議会の運営に関し必要な事項は、推進協議会が定め

る。 

附 則 

この訓令は、平成 16年 7月 30 日から施行する。 

附 則(平成 21年訓令第 47号) 

この訓令は、平成 21年 4月 1日から施行する。 
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２．川俣町次世代育成支援対策推進協議会委員名簿 

 

番号 区 分 推薦団体 所 属 氏 名 

1 育児サークル 
育児サークル 

はらぺこクラブ 

育児サークル 

はらぺこクラブ 
渡邊  涼子 

2 
保護者代表 

（小学校・たのしい教室） 
川俣町 PTA 連絡協議会 飯坂小 PTA 佐藤  智恵 

3 保護者代表（中学校） 川俣町 PTA 連絡協議会 山木屋小中 PTA 会長 廣野  義孝 

4 保護者代表（幼稚園） 
川俣町幼稚園 PTA 

連絡協議会 
福田幼稚園 PTA 会長 齋藤  一也 

5 保護者代表（保育園） すみよし保育園保護者会 
すみよし保育園 

保護者会副会長 
高橋  博美 

6 保護者代表（学童クラブ） わいわいクラブ保護者会 
わいわいクラブ 

保護者会長 
菅野  尚美 

7 勤労者 
伊達地区連合川俣町 

連絡会 

川俣精機労働組合 

書記長 
高橋  誠一 

8 事業主 川俣町商工会 野地（株）常務取締役 野地  一吉 

9 保健医療関係 川俣町医師会 
むとうこども 

クリニック院長 
武藤  茂生 

10 地域福祉関係 
川俣町民生児童委員 

協議会 
主任児童委員 菅野  幸子 

11 地域福祉関係 たのしい教室スタッフ 
富田小たのしい教室 

スタッフ 
花沢 ヒサ子 

12 教育関係 川俣町小中学校長会 川俣小学校長 佐久間 裕晴 

13 教育関係 川俣町幼稚園・保育園長会 川俣幼稚園長 渡邊  啓子 

14 保育関係 川俣町幼稚園・保育園長会 すみよし保育園長 佐藤  賢助 
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３．川俣町次世代育成支援地域行動計画策定の経過 

 

開催日時 会議等 

平成 21年 2月 

川俣町次世代育成支援に関するアンケート調査実施 

対象：就学前児童、小学生児童、中学・高校生 

回収率 67.1％（1,464 票／2,182 票） 

平成 21年 7月 24 日（金）18：30～ 

第１回川俣町次世代育成支援対策推進協議会 

協議事項 

（１）前期行動計画策定の概要 

（２）前期行動計画の進捗状況 

（３）川俣町の現状 

（４）アンケート集計結果について 

（５）後期行動計画策定の概要 

（６）今後の審議スケジュールについて 

（７）その他 

平成 21年 10 月 27 日（火）18：30～ 

第２回川俣町次世代育成支援対策推進協議会 

協議事項 

（１）目標事業量について（報告） 

（２）後期行動計画について（骨子） 

・基本理念、重要課題、方向性の検討 

・計画評価方法（指標）の検討 

（３）その他 

平成 22年 2月 23 日（火）18：30～ 

第３回川俣町次世代育成支援対策推進協議会 

協議事項 

（１）骨子（案）に対する意見集約結果について 

（２）後期行動計画について（素案） 

（３）その他 
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４．次世代育成支援関連組織一覧 

 

設
置 

運
営 

名 称 所在地 連絡先 活動内容 

公 公 川俣町次世代育成支援 

対策推進協議会 

川俣町字五百田 30番地 

川俣町役場内 

教育委員会こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

次世代育成支援対策の

推進に関し必要となる

具体的な方策について

協議・検討。 

公 公 川俣町子ども家庭 

支援ネットワーク 

川俣町字五百田 30番地 

川俣町役場内 

教育委員会こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

要保護児童の早期発見

と保護、及び要保護児

童とその保護者への適

切な支援を行う。 

公 公 男女共同参画推進委員会 川俣町字五百田 30番地 

川俣町役場内 

企画財政課 

024-566-2111（内線7110） 

男女共同参画の推進の

ための、研修や各種啓

発事業の実施。 

公 公 保健センター 川俣町字樋ノ口 12番地 川俣町保健センター 

024-566-2111（内線7291） 

乳幼児の各種検診・予

防接種、各種育児教室

及び相談窓口等の実

施。 

公 公 すみよし保育園 川俣町字五百田 21番地 教育委員会こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

すみよし保育園 

024-565-3638 

就学前児童を対象とし

て、通常保育、延長保

育及び乳幼児保育等を

実施。 

公 公 幼稚園 ・川俣幼稚園 

 川俣町字中島5番地の1 

・川俣南幼稚園 

 川俣町字仲ノ内 2番地 

の 6 

・富田幼稚園 

 川俣町大字鶴沢字笛田 

25 番地の4 

・福田幼稚園 

 川俣町大字羽田字山ノ 

房 15番地 

・山木屋幼稚園 

 川俣町山木屋字小塚山 

9番地の 1 

・川俣幼稚園 

024-565-3653 

・川俣南幼稚園 

024-565-3214 

 

・富田幼稚園 

024-566-2024 

 

・福田幼稚園 

024-566-5166 

 

・山木屋幼稚園 

024-563-2710 

 

・教育委員会こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

就学前の 4・5 歳児（2

年保育）を対象として、

幼児教育及び預かり保

育を実施。 

公 民 わいわいクラブ 川俣町字後田 10番地の 1 教育委員会こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

（株）まちづくり川俣 

024-566-5027 

主に保護者が労働等に

より昼間家庭にいない

低学年児童を対象と

し，放課後の適切な遊

び及び生活の場を提

供。 
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設
置 

運
営 

名 称 所在地 連絡先 活動内容 

公 公 放課後子ども教室 各小学校または地区公民

館 

教育委員会こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

小学校の余裕教室等を

活用し、放課後に、子

どもたちが学習やスポ

ーツ・文化活動、地域

住民との交流活動等を

行う場を提供。 

公 公 子どもとみんなの広場 鶴沢公民館 

川俣町大字鶴沢字学校前 

3番地の 1 

教育委員会こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

子育て中の父母や祖父

母が子どもどうしを遊

ばせたり、育児につい

て情報交換する場の提

供。広場には子育てア

ドバイザーを配置し、

子育ての悩みや困りご

となどを相談すること

もできます。 

民 民 ファミリー・サポート・ 

センターかわまた 

 事務局 

090-7337-9524教育委員会

こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

保育園や学校の送迎や

一時的な預かりなど

「子育ての手助けをし

て欲しい人」と「子育

ての手助けをしたい

人」の橋渡しを行う有

償ボランティア。 

民 民 はらぺこクラブ  川俣町保健センター 

024-566-2111（内線7291） 

教育委員会こども教育課 

024-566-2111（内線7224） 

幼稚園入園前の乳幼児

を対象とし、親子で楽

しい時間を過ごした

り、交流を深める場を

提供。 

民 民 NPO 法人 

コミュニティちゃばたけ 

川俣町大字西福沢字茶畑

山７番地の 2 

事務所 

024-566-3984 

会員相互がともに支え

あう環境づくりに寄与

することを目的とし、

子育て中の親子・高齢

者・地域住民を対象と

して、子育て支援並び

に文化の振興に関する

事業を実施。 
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平成21年３月 

川  俣  町 
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〔１〕調査概要 

 

１. 調査目的 

川俣町では、平成 17 年３月に「川俣町次世代育成支援行動計画（前期計画）」を策定し、

子育て支援施策を推進してきました。 

この前期計画は、平成 21 年度に終了することから、平成 26 年度を目標年度とする後期計

画の策定に向けて、取り組むこととなりました。 

本調査は、「川俣町次世代育成支援行動計画（後期計画）」策定の基礎資料に資するものと

して実施しました。 

 

２. 調査方法 

保育園、幼稚園、小・中学校を通じた調査票の配布・回収のほか、郵送による配布・回収

により調査を実施しました。 

 

３. 調査期間 

平成 21 年３月 

 

４. 調査対象者と回収結果 

調査目的を踏まえ、調査票３種を用いて調査を実施しました。 

対 象 配布数 回収数 回収率 

就学前児童世帯 723 票 412 票 57.0％ 

小 学 生 世 帯 827 票 556 票 67.2％ 

中学・高校生本人 632 票 496 票 78.5％ 

全 体 2,182 票 1,464 票 67.1％ 

 

５. 報告書の読み方 

調査結果については、設問ごとの全体集計について記述しています。 

また、本調査結果は、集計処理上、無限小数によりグラフ等の合計が 100％にならない箇

所や選択肢を省略して表示している箇所があります。 

 

 

 

 

（注）本文中の、パーセント表記については、整数処理を行い、小数点以下を四捨五入して表記

しています。 
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問１　居住地区〔％〕
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問２　末子の年齢〔％〕
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問３　子どもの人数〔％〕
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問４　世帯状況〔％・複数回答〕

件数= 41 2
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問４－１　世帯人数〔％〕
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11 .9 4 0.5 40 .0 6.8 41 2

〔〔２２〕〕就就学学前前児児童童調調査査  

１. 回答者の属性 

① 居住地区 

お住まいの地区名をお答えください。（１

つに○） 

「川俣地区」が 34％と多く、次いで「鶴沢地区」

が 18％、「飯坂地区」が 12％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 末子の年齢 

お子さんの生年月をお伺いします。２人

以上いる場合は、一番下のお子さんの

生年月をご記入ください。 

「５歳」が 24％と多く、次いで「０歳」が 19％、

「４歳」が 15％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子どもの人数 

お子さんは何人いますか。小学生以上

のお子さんも含めてお答えください。 

「２人」が 44％と多く、次いで「１人」が 30％、

「３人」が 22％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 世帯状況 

お子さんとの同居・近居（概ね３０分以内

に行き来できる範囲）の状況についてお

伺いします。続柄はお子さんからみた関

係です。あてはまる答えの番号すべてに

○をつけてください。 

「父母同居」が 83％と多く、次いで「祖母同居」

が 46％、「祖父同居」が 39％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 世帯人数 

「４～５人」が 41％と多く、次いで「６人以上」が

40％、「３人」が 12％となっている。 
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問５　朝食の状況〔％〕
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問６　家族がそろった朝食・夕食の希望〔％〕
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96 .8 2 4 1 2

問７　子どもを預かってくれる人の状況〔％・複数回答〕

件数=41 2

　　　　　　　　　　
日常的に祖父母等親族
　に預かってもらえる

緊急時などは祖父母等

親族に預かってもらえ
る　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
日常的に預かってもら
える友人・知人がいる

緊急時などに　　　　
預かってもらえる友人
　　　　・知人がいる

　　　　　　　　　　
いずれもない　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

5 0.0

4 2.0

1.5

4.4

1 0.7

1.5

問７－１　祖父母の預かりについての考え〔％・複数回答〕

件数= 348

　　　　　　　　　　
祖父母が孫を預かる　
　のは特に問題はない

　　　　　　　　　　

祖父母の身体的負担が
　　　　　大きく心配

　　　　　　　　　　
祖父母の精神的負担等

　　　　が大きく心配

　　　　　　　　　　
親の立場として負担を
　かけるのは心苦しい

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 60 80 100

6 3.8

2 0.1

2 1.6

2 3.0

2.9

0.9

問７－２　友人等の預かりについての考え〔％・複数回答〕

件数=2 3

　　　　　　　　　　
友人等に預けるのは　
　　　特に問題はない

　　　　　　　　　　
友人等の身体的負担が

　　　　　大きく心配

　　　　　　　　　　
友人等の精神的負担等
　　　　が大きく心配

　　　　　　　　　　

親の立場として負担を
　かけるのは心苦しい

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 20 4 0 6 0 80 1 00

5 2.2

4.3

3 0.4

1 3.0

4.3

⑥ 朝食の状況 

ご家族一緒に朝食を食べていますか。

（１つに○） 

「母親又は父親どちらかが子どもと食べてい

る」が 41％と多く、次いで「ほぼ家族全員そろっ

て朝食を食べている」が 31％、「子どもだけで食

べている」が 14％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 家族がそろった朝食・夕食の希望 

朝食又は夕食を家族そろって食べたいと

思いますか。現在そろって食べている方

もご回答ください。（１つに○） 

「食べたいと思う」が 97％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 子どもを預かってくれる人の状況 

日頃、お子さんを預かってもらえる人は

いますか。あてはまる答えの番号すべて

に○をつけてください。 

「日常的に祖父母等親族に預かってもらえる」

が 50％と多く、次いで「緊急時などは祖父母等

親族に預かってもらえる」が 42％、「いずれもな

い」が 11％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 祖父母の預かりについての考え 

祖父母に預かってもらえる状況につい

て、お伺いします。あてはまる答えの番

号すべてに○をつけてください。 

「祖父母が孫を預かるのは特に問題はない」

が 64％と多く、次いで「親の立場として負担をか

けるのは心苦しい」が23％、「祖父母の精神的負

担等が大きく心配」が 22％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 友人等の預かりについての考え 

友人や知人に預かってもらえる状況につ

いて、お伺いします。あてはまる答えの

番号すべてに○をつけてください。 

「友人等に預けるのは特に問題はない」が

52％と多く、次いで「友人等の精神的負担等が

大きく心配」が 30％、「親の立場として負担をか

けるのは心苦しい」が 13％となっている。 
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問８　主に子どもの世話をしている方〔％〕
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2 7 8.6 1 0.2 9 .0 41 2

問９－１　父親の就労状況〔％〕
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問９－１－１　フルタイムへの転換希望〔％〕
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問９－２　母親の就労状況〔％〕
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問９－２－１　フルタイムへの転換希望〔％〕
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問10　就労希望〔％〕
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38 .6 5 0 .7 7 .9 3 1 4 0

⑪ 主に子どもの世話をしている方 

お子さんの身の回りの世話などを主にし

ている方として、あてはまる答えの番号

に１つだけ○をつけてください。続柄はお

子さんから見た関係です。 

「主に母親」が 79％と多く、次いで「主に祖父

母」が 10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 親の就労状況 

① 父親の就労状況 

現在の就労状況を（自営業、家族従事者

含む）お伺いします。あてはまる答えの

番号に１つだけ○をつけてください。 

「フルタイム就労」が 92％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 父親のフルタイムへの転換希望 

「希望がある」が 36％と多く、次いで「希望はあ

るが予定はない」が 27％、「希望はない」が９％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 母親の就労状況 

「フルタイム就労」が 36％と多く、次いで「以前

就労していたが、現在働いていない」が 31％、

「パートタイム・アルバイト等」が 21％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 母親のフルタイムへの転換希望 

「希望はあるが予定はない」が 30％と多く、次

いで「希望はない」が 29％、「希望がある」が

17％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 働いていない母親の就労希望 

母親の就労希望はありますか。あてはま

る答えの番号に１つだけ○をつけてくだ

さい。 

「１年以上先で子どもが大きくなったら就労希

望」が 51％と多く、次いで「すぐ又は１年以内に

就労希望」が 39％、「ない」が８％となっている。 
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問10－１　希望する就労形態〔％〕
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問10－１－１　希望就労日数〔％〕
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問10－２　就労していない理由〔％〕
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問11－１　離職に際しての考え〔％〕
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問12　保育サービスの利用状況〔％〕
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問11　出産前後の離職経験〔％〕
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⑥ 働いていない母親の希望する就労形態 

就労希望の形態はどのようなものです

か。あてはまる答えの番号に 1 つだけ○

をつけてください。（パート、アルバイトを

希望の方は一週当たり日数及び一日当

たり時間も記入してください。） 

「パートタイム・アルバイト等」が 67％、「フルタ

イム就労」が 29％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 働いていない母親の希望就労日数 

「週５日」が 48％と多く、次いで「週３～４日」が

31％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 働いていない母親の就労していない理

由 

就労希望がありながら、現在働いていな

い理由は何ですか。もっとも近い答えの

番号に１つだけ○をつけてください。 

「働きながら育児できる適当な仕事がない」が

39％と多く、次いで「その他」が 28％、「家族の理

解が得られない等就労環境が整っていない」が

17％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 出産前後の離職経験 

お子さんの出産前後（前後それぞれ１年

以内）に離職をしましたか。あてはまる答

えの番号に１つだけ○をつけてください。 

「離職した」が 47％と多く、次いで「継続的に

働いていた（転職も含む）」が 36％、「出産１年前

にすでに働いていなかった」が 16％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 離職に際しての考え 

「いずれにしてもやめた」が 26％と多く、次い

で「仕事と家庭の両立支援制度が整っていれば

就労した」が 21％、「保育サービスと両立支援環

境が整っていれば就労した」が 11％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

３. 保育サービスの利用状況 

① 保育サービスの利用状況 

お子さんの現在の保育サービスの利用

の有無についてお伺いします。日頃、定

期的にお子さんを預けるサービスを利用

していらっしゃいますか。 

「利用していない」が 60％、「利用している」が

39％となっている。 
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問12－１　子育て支援サービスの利用状況〔％・複数回答〕

件数=16 2

　　　　　　　　　　
認可保育所　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

家庭的な保育　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

事業所内保育施設　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
幼　稚　園　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

幼稚園の預かり保育　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

ベビーシッター　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

4 7.5

1.2

2.5

3 2.7

2 5.3

1.2

問12－２　利用日数〔％〕
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問12－３　利用している理由〔％〕
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問12－４　利用してない理由〔％〕

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

必
要

が
な

い
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

子
ど

も
の

祖
父

母
や

親
戚

　
　

　
　

　
が

み
て

い
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

近
所

の
人

や
友

人
・

知
人

　
　

　
　

　
が

み
て

い
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

預
け

た
い

が
、

経
済

的
に

　
　

　
　

利
用

で
き

な
い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

預
け

た
い

が
、

場
所

や
時

間
帯

の
条

件
が

整
わ

な
い

預
け

た
い

が
、

サ

ー
ビ
ス

の
質

な
ど

納
得

で
き

る
　

　
　

　
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

子
ど

も
が

ま
だ

小
さ

い
　

　
　

　
　

　
　

　
　

た
め

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

そ
　

の
　

他
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

無
　

回
　

答
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

件数
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② 子育て支援サービスの利用状況 

お子さんは、現在、どのような子育て支

援サービスを利用していますか。不定期

に利用されているものも含めてお答えく

ださい。次の中から、利用されているもの

すべてに○をつけてください。 

「認可保育所」が 48％と多く、次いで「幼稚園」

が 33％、「幼稚園の預かり保育」が 25％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用日数 

現在の保育サービスの利用状況につい

てお伺いします。一週当たり何日、１日

当たり何時間（何時から何時まで）保育

サービス（延長保育なども含めます）を利

用していらっしゃいますか。枠内に具体

的な数字でお答えください。時間は、必

ず９：００～１８：００（例）のように２４時間

制でご記入ください。 

「週５日」が 83％と多く、次いで「週６日」が

10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 利用している理由 

利用されている理由についてお伺いしま

す。主な理由の番号を１つだけ選んで○

をつけてください。 

「現在就労している」が 72％と多く、次いで「１

～５の事情はないが、教育のため」が 18％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 利用してない理由 

保育サービスを利用していない理由は何

ですか。主な理由の番号を１つだけ選ん

で○をつけてください。 

「子どもの祖父母や親戚がみている」が 38％と

多く、次いで「必要がない」が 36％、「子どもがま

だ小さいため」が９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 子育て支援サービスの利用意向 

 お子さんに関して、今は利用していない

が、できれば利用したい、あるいは、（利

用日数・回数や利用時間が）足りていな

いと思う保育サービスはどれですか。現

在就労していないが、今後就労希望のあ

る方は、就労した場合を想定してお答え

ください。次の中からあてはまる答えの

番号を選んで○をつけてください。 
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問13　子育て支援サービスの利用意向〔％・複数回答〕

件数=4 1 2

　　　　　　　　　　

認可保育所　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

家庭的な保育　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
事業所内保育施設　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

幼　稚　園　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

幼稚園の預かり保育　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
ベビーシッター　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

その他の保育施設　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

一時預かり　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

病児・病後児保育　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

2 3.5

1.9

9.2

1 4.3

2 0.9

0.5

1.0

2 2.6

1 2.6

2 2.1

4.1

問13－２　利用希望の理由〔％〕
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問14－１　保育サービスの利用希望（土曜日）〔％〕
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問14－２　保育サービスの利用希望（日祝日）〔％〕
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問15　病気などで保育サービスが利用できなかったこと〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

っ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

か

っ

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

2 8.9 2 7.7 43 .4 41 2

「認可保育園」が 24％と多く、次いで「一時預

かり」が 23％、「特にない」が 22％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 利用希望の理由 

サービスを利用したいと考えている理由

はどのようなことですか。次の中からもっ

ともあてはまるものを１つだけ選んで○を

つけてください。 

「現在就労している」が 33％と多く、次いで「そ

のうち就労したいと考えている」が 29％、「就労し

ていないが、子どもの教育などになるから」が８％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 保育サービスの利用希望（土曜日） 

お子さんについて、土曜日と日曜日・祝

日に、保育サービスなど（一時的な利用

は除きます）の利用希望がありますか。  

「利用希望はない」が 61％と多く、次いで「月

に１～２回は利用したい」が 25％、「ほぼ毎週利

用したい」が 10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 保育サービスの利用希望（日祝日） 

「利用希望はない」が 78％と多く、次いで「月

に１～２回は利用したい」が 15％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 病児・病後児保育 

① 病気などで保育サービスが利用できな

かったこと 

保育サービスを利用している保護者の方

にお伺いします。この１年間に、お子さん

が病気やケガで通常の保育サービスが

利用できなかったことはありますか。 

「あった」が 29％、「なかった」が 28％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   81 

問15－１　病気の場合の対処法〔％・複数回答〕

件数= 119

　　　　　　　　　　

父親が休んだ　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

母親が休んだ　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

親族・知人に預けた　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

就労していない保護者

　　　　　　　がみた

　　　　　　　　　　

ベビーシッターを　　

　　　　　　　頼んだ

　　　　　　　　　　

子どもだけで留守番を

　　　　　　　させた

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 40 60 8 0 100

2 1.0

6 9.7

3 9.5

1 6.0

0.8

0.8

1.7

1.7

問15－１－１　父親が休んだ日数〔％〕
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問15－１－２　母親が休んだ日数〔％〕
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問15－１－３　親族・知人に預けた日数〔％〕
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問15－１－４　就労していない保護者がみた日数〔％〕
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② 病気の場合の対処法 

この１年間の、お子さんが病気やケガで

通常の保育サービスができなかった場

合の対処方法と、仕事を休んだ日数はど

れくらいありましたか。父親、母親等それ

ぞれについてお答えください。あてはまる

答えの番号すべてに○をつけ、それぞれ

の日数を記入してください。（半日程度に

ついても１日としてカウントしてください） 

「母親が休んだ」が 70％と多く、次いで「親族・

知人に預けた」が 40％、「父親が休んだ」が 21％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 父親が休んだ日数 

「１～４日」が 68％と多く、次いで「５～９日」が

28％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 母親が休んだ日数 

「１～４日」が 31％と多く、次いで「10～14 日」

が 24％、「５～９日」が 21％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 親族・知人に預けた日数 

「１～４日」「10～14日」がともに32％と多く、「５

～９日」が 17％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 就労していない保護者がみた日数 

「10～14 日」が 32％と多く、次いで「１～４日」

が 21％、「15 日以上」が 16％となっている。 
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問15－１－５　ベビーシッターを頼んだ日数〔％〕
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問15－１－６　子どもだけで留守番をさせた日数〔％〕
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問15－１－７　その他の日数〔％〕
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問15－２　施設等に預けたかった日数〔％〕
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問16　子どもを一時的に預けたこと〔％〕
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⑦ ベビーシッターを頼んだ日数 

件数は少ないが、「15 日以上」という回答がみ

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 子どもだけで留守番をさせた日数 

件数は少ないが、「５～９日」という回答がみら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ その他の日数 

件数は少ないが、「５～９日」という回答がみら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 施設等に預けたかった日数 

できれば預かってもらえることが可能な

施設に預けたいと思われた日数はどれく

らいありますか。枠内に日数を記入してく

ださい。 

「１～４日」が 28％と多く、次いで「10～14 日」

が 16％、「５～９日」が 11％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 子どもの一時預かり 

① 子どもを一時的に預けたこと 

この１年間で、私用（買物、習い事、ス

ポーツ、会合、美容院など）やリフレッ

シュ目的、冠婚葬祭や子どもの親の病

気、あるいは就労のため、お子さんを家

族以外の誰かに一時的に預けたことは

ありましたか。（半日程度についても１日

としてカウントしてください） 

「ない」が 72％、「ある」が 25％となっている。 
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問16－１　年間合計日数〔％〕
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問16－２　私用、リフレッシュ目的の日数〔％〕
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問16－３　冠婚葬祭、親の病気の日数〔％〕
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問16－４　就労の日数〔％〕
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問18　１年間に泊まりで家族以外に預けたこと〔％〕
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問18－１　泊まりで預けた場合の対処方法〔％・複数回答〕

件数=3 2

　　　　　　　　　　
親族・知人に預けた　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
保育サービスを利用　

　　　　　　　　した
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　　　　　同行させた

　　　　　　　　　　

仕方なく子どもだけで

　　　　留守番させた

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
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② 年間合計日数 

「１～４日」が 37％と多く、次いで「15 日以上」

が 20％、「５～９日」が 14％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 私用、リフレッシュ目的の日数 

「１～４日」が 24％と多く、次いで「５～９日」が

６％、「10～14 日」が５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 冠婚葬祭、親の病気の日数 

「１～４日」が 34％と多く、次いで「５～９日」が

６％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 就労の日数 

「１～４日」が 18％と多く、次いで「15 日以上」

が 11％、「10～14 日」が５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. 宿泊を伴う一時預かり 

① １年間に泊まりで家族以外に預けたこ

と 

この１年間に、保護者の用事などによ

り、お子さんを泊まりがけで家族以外に

預けなければならないことはありました

か。 

「なかった」が 90％、「あった」が８％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

② 泊まりで預けた場合の対処方法 

この１年間の対処方法とそれぞれの泊

数は概ね何日ですか。あてはまる答えの

番号すべてに○をつけ、それぞれの日

数を記入してください。 

「親族・知人に預けた」が 81％と多く、次いで

「仕方なく子どもの同行させた」が 13％となって

いる。 
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問18－１－１　親族・知人に預けた泊数〔％〕
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問18－１－２　保育サービスを利用した泊数〔％〕
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問18－１－３　子どもも同行させた泊数〔％〕
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問18－１－４　子どもだけで留守番させた泊数〔％〕
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問18－１－５　その他の泊数〔％〕

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
〜

４
泊

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

５
〜

９
泊

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

10
〜

14
泊

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

15
泊

以
上

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

無
　

回
　

答
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

件数

10 0 .0 1

問18－２　預けた場合の困難度〔％〕
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常

に
困
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は
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無

　

回
　

答

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

件数

12 .5 3 1 .3 5 0 .0 6 .3 3 2

③ 親族・知人に預けた泊数 

「１～４泊」が 77％と多く、次いで「５～９泊」が

12％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 保育サービスを利用した泊数 

回答はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 子どもも同行させた泊数 

件数は少ないが、「１～４泊」という回答がみら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 子どもだけで留守番させた泊数 

件数は少ないが、「１～４泊」という回答がみら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ その他の泊数 

件数は少ないが、「１～４泊」という回答がみら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 預けた場合の困難度 

その場合の困難度はどの程度でしたか。

（あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。） 

「特に困難ではない」が50％と多く、次いで「ど

ちらかというと困難」が 31％、「非常に困難」が

13％となっている。 
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無

　

回

　
答

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　                              
                              
　　　　　　　　　　　　　　　

問19　①施設・環境〔％〕　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　②職員などの配置状況〔％
〕　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　③子どもへの接し方・日常
の遊び〔％〕　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　④行事〔％〕　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑤給食やおやつ〔％〕　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑥病気やけがの時の対応〔
％〕　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑦保護者への情報伝達〔％
〕　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑧悩みごとなどへの相談対
応〔％〕　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑨保護者の要望・意見への
対応〔％〕　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑩利用者間のネットワーク
づくり〔％〕　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑪安全面での対策〔％〕　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑫衛生面での対策〔％〕　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問19　⑬教育面での取り組み〔％
〕　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

件数

12 .6 3 8 .8 7 .3 3 3 8 .1  4 1 2

1 4 .6 3 2 .5 1 0 .2 4 38 .6  4 1 2

2 4.0 31 .6 4 .6 3 8 .1  4 1 2

2 0 .4 3 4 .2 5 .3 3 8 .8  4 1 2

1 9 .2 2 7 .7 7 .0 2 1 4 2 .2  4 1 2

1 7 .2 3 5 .0 6 .8 1 3 9 .3  4 1 2

1 3 .8 3 7 .4 8 .0 38 .6  4 1 2

1 4 .3 3 7.1 7 .3 2 3 9 .1  4 1 2

1 3 .8 3 5 .7 8 .0 3 3 9 .1  4 1 2

8 .7 3 7 .1 1 1 .9 4 0.3  4 1 2

1 3 .6 37 .4 9 .0 3 9 .3  4 1 2

1 5 .5 3 7 .1 5 .8 1 3 9 .6  4 1 2

1 7 .5 3 7 .6 4 3 9 .6  4 1 2

問20　放課後児童保育の利用意向〔％〕

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

利

用
し
た
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利

用
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無

　
回
　

答
　

　
　

　
　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

件数

26.7 17 .5 5 5 .8 41 2

問20－１　放課後児童保育の利用希望日数〔％〕
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答
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

件数

18 .2 2 4.5 5 0 .0 5 .5 2 1 1 0

問21　ファミリーサポートセンターの利用状況〔％〕
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答
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

件数

1 1 3 .1 8 2.0 3 4 1 2

問21－０－１　利用日数（月間）〔％〕

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

１

〜
４
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〜
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日

以
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回
　

答

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

件数

50 .0 1 6 .7 3 3 .3 6

７. 保育園・幼稚園等の満足度 

① 保育園・幼稚園等の満足度 

現在通っている保育園・幼稚園に対して

どのように感じていますか。それぞれ１

～４の中から１つずつ選んで○を付けて

ください。 

満足している項目（「大変満足」と「ほぼ満足」

の合計）は、「子どもへの接し方・日常の遊び」が

56％と多く、次いで「教育面での取り組み」「行

事」がともに 55％、「衛生面での取り組み」が

53％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８. 放課後児童保育 

① 放課後児童保育の利用意向 

お子さんについて、小学校入学以降の

放課後の過ごし方について、放課後児童

保育を利用したいと思いますか。 

「利用したい」が 27％、「利用予定はない」が

18％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 放課後児童保育の利用希望日数 

「週５日」が 50％と多く、次いで「週３～４日」が

25％、「週１～２日」が 18％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９. ファミリーサポートセンター 

① ファミリーサポートセンターの利用状

況 

町民が会員登録した地域住民による相

互保育サービスとして、「ファミリーサ

ポートセンター事業」があります。利用し

ていますか。（1 つに○） 

「利用予定はない」が 82％と多く、次いで「利

用したい」が 13％、「利用している」は２％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用日数（月間） 

件数は少ないが、「１～４日」や「15 日以上」と

いう回答がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   86 

問21－０－２　利用希望日数（月間）〔％〕
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回

　

答

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

件数

9.3 13 .0 77 .8 5 4

問21－１　利用目的〔％・複数回答〕

件数=5 4

　　　　　　　　　　
主たるサービスとして
　　　　　利用したい

保育施設等の不足時間

を補うために利用した
い　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子どもの病気等の緊急
　　　時に利用したい

祖父母や友人等に預か
ってもらえないときに

利用したい　　　　　

　　　　　　　　　　
冠婚葬祭等や買い物等

外出の際に利用したい

　　　　　　　　　　
保育施設等の送迎に　
　　　　　利用したい

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 80 100

1 4.8

2 9.6

2 9.6

6 1.1

2 0.4

2 0.4

5.6

3.7

問22　今後の利用意向〔％〕
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40.0 5 6.6 3 4 1 2

問22－１　利用希望回数〔％〕
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答

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

件数

84 .2 10 .3 2 3 1 6 5

問23－１　サービスの認知度〔％・複数回答〕

件数=412

　　　　　　　　　　
母親学級、両親学級、
　　　　　　育児学級

　　　　　　　　　　
保健センターの情報・
　　　　相談サービス

　　　　　　　　　　
家庭教育に関する学級

　　　　　　　・講座

　　　　　　　　　　
教育相談センター・　
　　　　　教育相談室

　　　　　　　　　　
幼稚園や保育所の園庭
　　　　　　等の開放

　　　　　　　　　　
子育て支援センター　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
子どもとみんなの広場
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
わいわいクラブ　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

たのしい教室　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
児　童　館　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
子育て支援専用窓口　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

5 7.8

6 9.9

1 7.2

2 8.2

5 1.0

5 4.4

5 4.1

7 7.9

5 9.2

2 5.2

3 6.2

3.6

③ 利用希望日数（月間） 

「15 日以上」が 13％と多く、次いで「10～14

日」が９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 利用目的 

どのような目的で利用したいと思います

か。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。 

「祖父母や友人等に預かってもらえないときに

利用したい」が 61％と多く、次いで「保育施設等

の不足時間を補うために利用したい」「子どもの

病気等の緊急時に利用したい」がともに 30％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 子育て支援サービス 

① 今後の利用意向 

親子が気軽に集まることのできる場で、

交流や育児相談等を行う保育サービスと

して「子育て支援センター」があります。

本町では現在実施していませんが、その

ようなものがあったら利用したいと思いま

すか。（1 つに○） 

「特にない」が 57％、「利用したい」が 40％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用希望回数 

「週１～２回」が 84％と多く、次いで「週３～４

回」が 10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 子育て支援サービスの認知度・利用
状況・利用意向 

① サービスの認知度 

以下の子育て支援サービスについて、

「知っている」「利用したことがある」「今後

利用したい」のそれぞれで「はい」「いい

え」のいずれかに○をつけてください。 

「わいわいクラブ」が 78％と多く、次いで「保健

センターの情報・相談サービス」が70％、「たのし

い教室」が 59％となっている。 
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問23－２　サービスの利用状況〔％・複数回答〕

件数=4 12

　　　　　　　　　　

母親学級、両親学級、
　　　　　　育児学級

　　　　　　　　　　
保健センターの情報・

　　　　相談サービス

　　　　　　　　　　

家庭教育に関する学級
　　　　　　　・講座

　　　　　　　　　　
教育相談センター・　

　　　　　教育相談室

　　　　　　　　　　

幼稚園や保育所の園庭
　　　　　　等の開放

　　　　　　　　　　
子育て支援センター　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子どもとみんなの広場
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
わいわいクラブ　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

たのしい教室　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
児　童　館　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子育て支援専用窓口　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 80 100

2 6.0

2 5.5

1.7

2.4

2 9.4

1 4.8

2 3.1

8.0

1 5.5

3.9

8.0

2 7.9

問23－３　サービスの今後の利用意向〔％・複数回答〕

件数=4 12

　　　　　　　　　　

母親学級、両親学級、
　　　　　　育児学級

　　　　　　　　　　
保健センターの情報・

　　　　相談サービス

　　　　　　　　　　

家庭教育に関する学級
　　　　　　　・講座

　　　　　　　　　　
教育相談センター・　

　　　　　教育相談室

　　　　　　　　　　

幼稚園や保育所の園庭
　　　　　　等の開放

　　　　　　　　　　
子育て支援センター　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子どもとみんなの広場
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
わいわいクラブ　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

たのしい教室　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
児　童　館　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子育て支援専用窓口　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 80 100

3 6.9

4 9.0

3 3.3

3 7.6

6 3.8

4 5.4

4 7.8

4 2.2

5 9.5

4 6.1

4 3.9

1 5.5

問24　育児休業制度の利用状況〔％〕
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件数

28 .9 67 .0 3 41 2

問25　子育ての楽しさ〔％〕
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無
　

回
　

答

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

件数

67.0 2 2 9 .1 2 4 1 2

② サービスの利用状況 

「幼稚園や保育所の園庭等の開放」が 29％と

多く、次いで「母親学級、両親学級、育児学級」

「保健センターの情報・相談サービス」が 26％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ サービスの今後の利用意向 

「幼稚園や保育所の園庭等の開放」が 64％と

多く、次いで「たのしい教室」が 60％、「保健セン

ターの情報・相談サービス」が 49％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 育児休業制度の利用 

① 育児休業制度の利用状況 

母親又は父親が育児休業制度を利用な

さいましたか。あてはまる答えの番号に

○をつけてください。 

「利用しなかった」が 67％と多く、次いで「母親

が利用した」が 29％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. 日頃の子育て 

① 子育ての楽しさ 

保護者の方の子育て生活における気持

ちについてお伺いします。下記の①～⑥

の項目について、一番近い番号にそれ

ぞれ１つだけ○をつけてください。 

「楽しいときの方が多い」が67％と多く、次いで

「半々くらい」が 29％となっている。 
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回
　

答

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　                              

                              
　　　　　　　　　　　　　　　

問25－１　②ゆっくりとした気分
で子どもと過ごせる時間がある　
　　　　　　　　　　　　　　　
問25－１　③自分の時間がある　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問25－１　④子育てに自信が持て
ないことがある　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問25－１　⑤子どもを虐待してい
ると思うことがある　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

件数

59.7 9 .0 2 9 .9 1  4 1 2

3 6 .7 2 6 .2 3 5 .4 2  4 1 2

3 6 .7 23 .1 3 8 .3 2  4 1 2

7 .0 6 8 .4 2 2 .6 2  4 1 2

問26　虐待していると思う場合〔％・複数回答〕

件数= 29

　　　　　　　　　　

たたくなど　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

食事を長時間与えない

　　などの制限や放置

　　　　　　　　　　

しつけのし過ぎ　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

感情的な言葉　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 6 0 80 100

5 1.7

2 4.1

7 9.3

3.4

問27　子どもの起床時間〔％〕
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件数

4 5 4.1 3 3 .7 5 .1 2 4 1 2

問28　子どもの就寝時間〔％〕
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件数

1 3 3 .0 5 2 .4 10 .4 2 4 1 2

② 子育ての気持ち 

「ゆっくりとした気分で子どもと過ごせる時間が

ある」という回答者は 59％と多く、次いで「自分の

時間がある」「子育てに自信が持てないことがあ

る」という回答者がともに 37％となっている。また、

「子どもを虐待していることがある」という回答者

は７％みられ、虐待していない（「いいえ」）という

回答者は 68％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 虐待していると思う場合 

虐待しているのではないかと思うときは

どのようなときですか。あてはまるものす

べてに○をつけてください。 

「感情的な言葉」が 79％と多く、次いで「たたく

など」が 52％、「しつけのし過ぎ」が 24％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 子どもの起床時間 

お子さんは、朝は何時ごろに起きていま

すか。（１つに○） 

「６時～７時」が 54％と多く、次いで「７時～８

時」が 34％、「８時～９時」が５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 子どもの就寝時間 

お子さんは、夜は何時ごろに寝ています

か。（１つに○） 

「21時～22時」が52％と多く、次いで「20時～

21 時」が 33％、「22 時～23 時」が 10％となって

いる。 
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問30　父親の育児参加〔％〕
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件数

32 .5 4 6.4 9 .7 7.8 4 4 1 2

問31　悩みや不安の相談相手〔％・複数回答〕

件数=4 12

　　　　　　　　　　

配　偶　者　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

親族（親・兄弟姉妹　

　　　　　　　など）

　　　　　　　　　　
近所の人　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
友　　　人　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

かかりつけの医師　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

町の行政の窓口　　　
　　　（保健師含む）

　　　　　　　　　　

保育士や幼稚園の先生

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

電話相談　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

インターネット　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
児童相談所　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
民生委員、児童委員、

　　　　主任児童委員

　　　　　　　　　　

福島県の電話相談窓口
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

相談できる人はいない

　　／自分で解決する

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 80 100

7 1.1

7 5.5

6.1

5 6.3

7.3

4.1

1 7.5

4.4

0.2

2.4

1.7

5.1

問29　悩み・気になること〔％・複数回答〕

件数= 412

　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 20 40 60 8 0 100

5.6

2.7

問29　悩み・気になること〔％・複数回答〕

件数=4 12

　　　　　　　　　　
病気や発育・発達に　

　　　　　関すること

　　　　　　　　　　
食事や栄養に関する　

　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　
しつけ、子育て方法が

　　　よくわからない

　　　　　　　　　　
子どもとの接し方に　

　自信がもてないこと

　　　　　　　　　　
子どもとの時間を十分

　　　　とれないこと

　　　　　　　　　　
話し相手や相談相手が

　　　　　いないこと

仕事や自分のやりたい
ことが十分できない　

　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　

子どもの教育に関する
　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　

友だちづきあいに　　
　　　　　関すること

　　　　　　　　　　

登園拒否の問題に　　
　　　　　　　ついて

　　　　　　　　　　

家族と子育てに関して
の意見が合わないこと

親族・近隣の人・　　

職場など周りの目が　
　　　　　　気になる

　　　　　　　　　　

家族以外に手伝って　
　　くれる人がいない

子どもをしかりすぎて

いるような気がするこ
と　　　　　　　　　

子育てのストレスで　

手をあげたり、世話　
　　　　　　をしない

　　　　　　　　　　

サービスの内容や利用
　方法等がわからない

　　　　　　　　　　

子育てで出費がかさむ
　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　

住宅が子育てに適して
　　　　　　　いない

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

0 20 40 60 80 100

2 8.4

4 0.8

3 2.3

1 2.1

2 5.2

6.1

2 5.5

2 4.5

1 5.8

1.9

1 1.7

7.0

8.3

3 5.0

7.0

1 2.4

3 1.8

1 7.0

2.7

⑥ 悩み・気になること 

子育てに関して、日常悩んでいること、又

は気になることはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○） 

「食事や栄養に関すること」が 41％と多く、次

いで「子どもをしかりすぎているような気がするこ

と」が 35％、「しつけ、子育て方法がよくわからな

い」「子育てで出費がかさむこと」がともに 32％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 父親の育児参加 

お子さんの父親は、子育てにどのくらい

参加していますか。（１つに○） 

「まあまあ参加している」が 46％と多く、次いで

「積極的に参加している」が33％、「ほとんど参加

していない」が 10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 悩みや不安の相談相手 

子育てに関する悩みや不安をどなたに

相談していますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

「親族（親・兄弟姉妹など）」が 76％と多く、次

いで「配偶者」が71％、「友人」が56％となってい

る。 
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問32　子育てサークル等への参加状況〔％〕
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件数

9.5 2 7 .2 4 2.0 18 .9 2 4 1 2

問32－１　行政に期待する支援〔％・複数回答〕

件数= 151

　　　　　　　　　　

活動場所の提供　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

情報発信やＰＲなどに

　　　　　関する支援

　　　　　　　　　　

活動時間中の　　　　

　　　　保育サービス

　　　　　　　　　　
活動資金助成　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
活動内容についての　

　　　　　　　　助言

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 40 60 8 0 100

5 7.0

3 5.8

3 0.5

3 5.1

1 3.9

1.3

5.3

問33　子育て情報の入手先〔％・複数回答〕

件数= 412

　　　　　　　　　　
親族（親、兄弟姉妹　

　　　　　　　など）

　　　　　　　　　　
隣近所の人、知人、　

　　　　　　　　友人

　　　　　　　　　　
子育てサークルの仲間

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
幼稚園、保育園　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
町の児童福祉担当課　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
町の広報や　　　　　

　　　　パンフレット

　　　　　　　　　　
テレビ、ラジオ、新聞

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
インターネット　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
子育て雑誌、育児書　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
その他の雑誌　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
保健センター　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
教育委員会　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
情報の入手先がない　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
情報の入手手段が　　

　　　　　わからない

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 8 0 100

7 3.3

6 0.2

5.6

4 9.8

1.2

3 0.8

2 8.2

1 3.3

3 2.8

4.4

1 2.4

0.2

0.7

1.9

1.7

1.5

⑨ 子育てサークル等への参加状況 

お子さんの保護者の方は子育てに関す

るサークルなど自主的な活動に参加して

いますか。１つだけ○をつけてください。 

「参加しておらず、今後も参加する気はない」

が 42％と多く、次いで「参加していないが、機会

があれば参加したい」が 27％、「子育てサークル

の存在がわからない」が 19％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 行政に期待する支援 

自主活動をしていくにあたって行政に

行ってほしい支援はどのようなものです

か。あてはまるものすべてに○をつけて

ください。 

「活動場所の提供」が 57％と多く、次いで「情

報発信やＰＲなどに関する支援」が 36％、「活動

資金助成」が 35％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 子育て情報の入手先 

お子さんの保護者の方は子育ての情報

や知識をどこから得ていますか。（あては

まるものすべてに○） 

「親族（親・兄弟姉妹など）」が 73％と多く、次

いで「隣近所の人、知人、友人」が 60％、「幼稚

園、保育園」が 50％となっている。 
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問34　希望する子どもの遊び場の条件〔％・複数回答〕

件数= 41 2

　　　　　　　　　　

歩いていける程度の　
　　　近所にあること

　　　　　　　　　　

雨の日にも遊べること

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

思い切り遊べるだけの

十分な広さがあること

　　　　　　　　　　

遊具などの種類や整備

が充実していること　

　　　　　　　　　　

多くの人が遊びにくる

　　遊び場であること

　　　　　　　　　　
子どもと同じ年頃の　

　遊び仲間がいること

　　　　　　　　　　

緑や水辺など自然的な

　　　要素が多いこと

　　　　　　　　　　

安全環境が整っている

　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

望むことは特にない　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 60 80 100

5 7.5

4 5.6

4 0.5

3 6.9

1 9.7

3 8.8

2 6.5

4 9.3

1.2

0.5

問35　子どもとの外出で困る（った）こと〔％・複数回答〕

件数= 412

　　　　　　　　　　

歩道、信号がない通り

が多く、安全性が心配

歩道の段差で　　　　

ベビーカーや自転車が

　　　　　通りにくい

交通や建物が　　　　

ベビーカーの移動に　

　　配慮されていない

オムツ交換等親子の　

利用に配慮された　　

　　　　トイレがない

　　　　　　　　　　

授乳場所や必要な設備

　　　　　　　がない

　　　　　　　　　　

乳幼児を連れて食事を

しやすい場所がない　

　　　　　　　　　　

買物途中などに子ども

を遊ばせる場所がない

　　　　　　　　　　

緑や広い歩道など、街

並みにうるおいがない

見通しが悪く、　　　

子どもが被害にあわ　

　　　　　ないか心配

　　　　　　　　　　

犬など子どもに危害を

　　　加えないか心配

　　　　　　　　　　

子ども連れだと周囲に
迷惑そうにみられる　

　　　　　　　　　　

外出先で手を貸して　
　　くれる人がいない

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

特に困ることはない　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 6 0 80 100

2 0.6

1 2.4

6.8

3 8.3

1 4.3

3 1.3

4 2.5

1 6.0

1 9.2

4.9

3.9

7.3

2.4

1.2

1 1.9

問36　仕事と子育ての両立で大変なこと〔％・複数回答〕

件数= 412

　　　　　　　　　　

急な残業が入って　　

　　　　　　　しまう

自分や子どもが　　　

病気などの時に面倒を

　　　みる人がいない

　　　　　　　　　　

家族の理解が　　　　

　　　　　得られない

　　　　　　　　　　

職場の理解が　　　　
　　　　　得られない

子どもの他に面倒を　

みなければならない人
　　　　　　　がいる

子どもの面倒を　　　
みてくれる施設などが

　　　　みつからない

　　　　　　　　　　

子どもと接する時間が

　　　　　　　少ない

　　　　　　　　　　

肉体的・精神的疲労が

　　　　　　　大きい

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 40 60 8 0 100

2 3.5

1 8.0

1.9

6.3

1.9

3.2

3 2.8

3 0.8

3.2

3 7.9

問37　仕事と子育ての両立に向けた支援策〔％・複数回答〕

件数= 412

　　　　　　　　　　
妊娠中や育児期間中の

　　　　　　勤務軽減

育児休業制度等の　　
普及促進と利用できる

　　　　　環境づくり

　　　　　　　　　　

子どもの病気等の場合

　　休暇がとれる制度

　　　　　　　　　　

勤務先に保育施設を　

　　　　　　設置する

　　　　　　　　　　

子育てに男性も参加　
　　できる環境づくり

子育てと仕事の両立に

向け、職場の理解を深
める　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
女性の就労継続に対す

る企業の理解や支援　

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 60 80 100

2 4.3

2 0.1

5 4.4

2 3.3

1 3.6

2 4.8

2 5.5

1.2

5.3

⑫ 希望する子どもの遊び場の条件 

お子さんの保護者の方が求める子ども

の遊び場の条件は何ですか。最も望むも

のから３つまでに○をつけてください 

「歩いていける程度の近所にあること」が 58％

と多く、次いで「安全環境が整っている」が 49％、

「雨の日にも遊べること」が 46％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ 子どもとの外出で困る（った）こと 

子どもと外出の際、困ること・困ったこと

は何ですか。（最も感じたものから３つま

でに○） 

「買物途中などに子どもを遊ばせる場所がな

い」が 43％と多く、次いで「オムツ交換等親子の

利用に配慮されたトイレがない」が 38％、「乳幼

児を連れて食事をしやすい場所がない」が 31％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 仕事と子育ての両立で大変なこと 

就労（アルバイト・パートを含む）している

方にお伺いします。仕事と子育てを両立

する上で大変だと感じることはなんです

か。（あてはまるもの３つまでに○） 

「子どもと接する時間が少ない」が 33％と多く、

次いで「肉体的・精神的疲労が大きい」が 31％、

「急な残業が入ってしまう」が 24％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮ 仕事と子育ての両立に向けた支援策 

すべての方にお伺いします。仕事と子育

ての両立支援を図るための制度や支援

策がありますが、どのような制度や支援

策を企業などに取り組んでほしいと思い

ますか。（あてはまるもの２つまでに○） 

「子どもの病気等の場合休暇がとれる制度」が

54％と多く、次いで「女性の就労継続に対する

企業の理解や支援」が 26％、「子育てと仕事の

両立に向け、職場の理解を深める」が 25％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   92 

問38　５年位前と比較した子育て支援の状況〔％〕
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件数

34 .0 2 62 .1 2 4 1 2

問38－１　５年前から変化した内容〔％・複数回答〕

件数=1 48

　　　　　　　　　　
子育て情報の提供　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
子育てに対する相談　

　　　　　などの体制

　　　　　　　　　　
保育園の活動　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
幼稚園の活動　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
学校などの教育施設の

　　　　　　整備状況

　　　　　　　　　　

わいわいクラブの活動
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

たのしい教室の活動　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子育てサークル活動　
　　　　などへの支援

　　　　　　　　　　

子ども会などの地域　
　　　　　　　　活動

　　　　　　　　　　

遊び場の整備・保守　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

地域の人達の子育て　
　　　　　　支援活動

　　　　　　　　　　

子ども医療費助成　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

妊婦検診費用の助成　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子どもとみんなの広場
　　　　　　　の活動

　　　　　　　　　　

幼児教室・育児教室　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

ファミリーサポート　
　　　　センター事業

　　　　　　　　　　

川俣南幼稚園での　　
　　預かり保育の延長

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 80 100

1 5.5

8.8

7.4

2 0.9

3.4

2 7.0

4 2.6

7.4

2.7

1.4

1 2.8

7 7.0

3 9.9

9.5

0.7

1 6.2

4 9.3

1.4

0.7

問39　子育て等の行政窓口等に対する不満〔％〕
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件数

24.3 5 1 .5 2 2 .3 2 4 1 2

問39－１　不満を感じた理由〔％・複数回答〕

件数=1 00

　　　　　　　　　　

対応が不親切　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
手続きが煩雑で時間が

　　　　　　　かかる

　　　　　　　　　　

窓口に保育スペースが

　　　　　　　　ない

子育てに関する　　　

必要な情報がすぐに　

　　　　　得られない

　　　　　　　　　　

専門的な職員がいない

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

出産・子育てに関する
窓口がわかりづらい　

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 80 100

6 6.0

3 9.0

2 4.0

1 6.0

1 6.0

2 3.0

7.0

1.0

⑯ ５年前と比較した子育て支援の状況 

以前（５年前位）に比べて、（特に川俣町

の）子育て支援サービスは良くなったと

思いますか（１つに○） 

「わからない」が 62％と多く、次いで「どちらか

というと良くなったと思う」が 34％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑰ ５年前から変化した内容 

そのように思うのは、どのようなことから

ですか。（主なもの５つ以内に○） 

「子ども医療費助成」が 77％と多く、次いで

「川俣南幼稚園での預かり保育の延長」が 49％、

「たのしい教室の活動」が 43％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 行政サービスへの要望 

① 子育て等の行政窓口等に対する不満 

保護者の方の子育て生活における気持

ちについてお伺いします。下記の①～⑥

の項目について、一番近い番号にそれ

ぞれ１つだけ○をつけてください。 

「ない」が 52％と多く、次いで「ある」が 24％、

「行政窓口等に関わったことがない」が 22％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 不満を感じた理由 

保護者の方の子育て生活における気持

ちについてお伺いします。下記の①～⑥

の項目について、一番近い番号にそれ

ぞれ１つだけ○をつけてください。 

「対応が不親切」が 66％と多く、次いで「手続

きが煩雑で時間がかかる」が39％、「窓口に保育

スペースがない」が 24％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   93 

問40　子育て等に望む経済的支援〔％・複数回答〕

件数= 412

　　　　　　　　　　

児童手当の充実　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

出産祝い金など出産　

　　　　　奨励の実施

　　　　　　　　　　

保育所等にかかる費用

　　　　　　　の軽減

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 8 0 100

7 6.5

3 4.5

5 8.7

1.7

2.4

問41　行政に希望する子育て支援の関わり〔％〕

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

全

面
的

に

子
育

て
支

援

を

　

　
　

　

　
進

め
る

べ

き

保

護
者

・

行
政

の
役

割

を

考

え
、

適

切
な

支
援

を

行

え

ば
よ

い

　
　

　
　

　

　

子

育
て

等

は
個

人
の

問

題

で

あ
り

、

行
政

の
介

入

は

よ

く
な

い

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

わ

か
ら

な

い
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

そ

　
の

　

他
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

無

　
回

　

答
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

件数

53.9 3 1.1 1 1.7 2 4 1 2

問42　子育て支援施策の充実〔％・複数回答〕

件数= 41 2

親子が安心して集まれ

る身近な場をふやして

ほしい　　　　　　　

　　　　　　　　　　

親子で楽しめるイベン
トを開催してほしい　

　　　　　　　　　　
身近に子連れが楽しめ

る場を増やしてほしい

子育ての相談や　　　

情報が得られる場所を

　　　つくってほしい

　　　　　　　　　　

保育所を増やして　　
　　　　　　　ほしい

　　　　　　　　　　
幼稚園を増やして　　

　　　　　　　ほしい

　　　　　　　　　　

放課後児童クラブを　

　　　増やしてほしい

気軽に利用できる　　

非営利団体等の保育　
　　サービスがほしい

　　　　　　　　　　

安心できる医療体制を
　　　整備してほしい

　　　　　　　　　　
多子世帯優先入居など

住宅面の配慮がほしい

　　　　　　　　　　

企業に職場環境の改善

　を働きかけてほしい

　　　　　　　　　　

子育てについて学べる
機会をつくってほしい

　　　　　　　　　　
休日保育の実施　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

幼稚園の預かり保育　

　　　　　時間の延長

　　　　　　　　　　

病後児保育の実施　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
低年齢児保育の充実　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 60 80 100

3 4.5

2 6.7

5 9.5

1 5.5

2 8.4

4.6

1 3.8

1 4.6

3 2.0

1 8.0

1 8.2

9.5

1 6.3

1 9.4

1 6.5

1 8.4

4.6

2.9

問43　町への意見や要望〔％〕
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件数

25.0 7 5.0 41 2

③ 子育て等に望む経済的支援 

出産や子育てにかかる経済的支援とし

て、最も望まれるものから２つまでに○を

つけてください。 

「児童手当の充実」が 77％と多く、次いで「保

育所等にかかる費用の軽減」が 59％、「出産祝

い金など出産奨励の実施」が 35％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 行政に希望する子育て支援の関わり 

行政に対してどのような子育て支援の関

わり方を望まれますか。１つだけ○をつ

けてください。 

「全面的に子育て支援を進めるべき」が54％と

多く、次いで「保護者・行政の役割を考え、適切

な支援を行えばよい」が 31％、「わからない」が

12％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 子育て支援施策の充実 

その他町に対して、どのような子育て支

援の充実を図ってほしいと期待していま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

「身近に子連れが楽しめる場を増やしてほし

い」が 60％と多く、次いで「親子が安心して集ま

れる身近な場をふやしてほしい」が 35％、「安心

できる医療体制を整備してほしい」が 32％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 町への意見や要望 

町の施策に対するご意見やご要望があ

りましたら、自由にご記入ください。 

「記述あり」が 25％となっている。 
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問１　居住地区〔％〕
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件数

33 .8 15 .1 4 5.6 2 5 .6 4 4.5 9 .7 3 4 8 .5 5 56

問２　小学生の子どもの年齢〔％〕
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件数

20.1 2 2.5 18 .2 1 3.7 11 .2 12 .4 2 5 5 6

問３　子どもの人数〔％〕
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件数

13 .1 45 .9 3 1.1 9.2 5 5 6

問４　世帯状況〔％・複数回答〕

件数= 556

　　　　　　　　　　
父母同居　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

父同居　　　　　　　

　　（ひとり親家庭）

　　　　　　　　　　

母同居　　　　　　　
　　（ひとり親家庭）

　　　　　　　　　　

祖父同居　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

祖母同居　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
祖父近居　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

祖母近居　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 8 0 100

7 7.9

3.4

1 0.1

3 9.4

4 5.1

1 9.6

2 2.5

1 1.9

1.6

問４－１　世帯人数〔％〕

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

２
　

　
人

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

３
　

　
人

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

４
〜

５
人

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

６
人

以
上

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

無
　

回
　

答

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

件数

2 4 .5 43 .0 4 2.1 8.8 55 6

〔〔３３〕〕小小学学生生調調査査  

１. 回答者の属性 

① 居住地区 

お住まいの地区名をお答えください。（１

つに○） 

「川俣地区」が 34％と多く、次いで「鶴沢地区」

が 15％、「飯坂地区」が 10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 小学生の子どもの年齢 

小学生のお子さんの生年月をお伺いしま

す。２人以上いる場合は、低学年のお子

さんの生年月をご記入ください。 

「７歳」が 23％と多く、次いで「６歳」が 20％、

「８歳」が１8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子どもの人数 

お子さんは何人いますか。就学前や小

学生以上のお子さんも含めてお答えくだ

さい。 

「２人」が 46％と多く、次いで「３人」が 31％、

「１人」が 13％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 世帯状況 

お子さんとの同居・近居（概ね３０分以内

で行き来できる範囲）の状況についてお

伺いします。続柄はお子さんからみた関

係です。（あてはまるものすべてに○） 

「父母同居」が 78％と多く、次いで「祖母同居」

が 45％、「祖父同居」が 39％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 世帯人数 

「４～５人」が 43％と多く、次いで「６人以上」が

42％となっている。 
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問５　朝食の状況〔％〕
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32 .9 34 .4 6 .8 2 2.1 3 55 6

問６　家族がそろった朝食・夕食の希望〔％〕
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96 .0 2 5 5 6

問７　子どもを預かってくれる人の状況〔％・複数回答〕

件数= 556

　　　　　　　　　　

日常的に祖父母等親族

　に預かってもらえる

緊急時などは祖父母等

親族に預かってもらえ

る　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

日常的に預かってもら
える友人・知人がいる

緊急時などに　　　　

預かってもらえる友人

　　　　・知人がいる

　　　　　　　　　　

いずれもない　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 6 0 80 100

6 4.0

3 0.0

2.5

4.1

8.8

2.0

問７－１　祖父母の預かりについての考え〔％・複数回答〕

件数=4 84

　　　　　　　　　　

祖父母が孫を預かる　

　のは特に問題はない

　　　　　　　　　　

祖父母の身体的負担が

　　　　　大きく心配

　　　　　　　　　　

祖父母の精神的負担等

　　　　が大きく心配

　　　　　　　　　　

親の立場として負担を

　かけるのは心苦しい

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 00

7 9.1

1 1.8

1 2.4

1 6.9

2.7

0.6

問７－２　友人等の預かりについての考え〔％・複数回答〕

件数=2 9

　　　　　　　　　　

友人等に預けるのは　

　　　特に問題はない

　　　　　　　　　　

友人等の身体的負担が

　　　　　大きく心配

　　　　　　　　　　

友人等の精神的負担等

　　　　が大きく心配

　　　　　　　　　　

親の立場として負担を

　かけるのは心苦しい

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 00

6 2.1

1 0.3

2 4.1

3 1.0

⑥ 朝食の状況 

ご家族一緒に朝食を食べていますか。

（１つに○） 

「母親又は父親どちらかが子どもと食べてい

る」が 34％と多く、次いで「ほぼ家族全員そろっ

て朝食を食べている」が 33％、「子どもだけで食

べている」が 22％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 家族がそろった朝食・夕食の希望 

朝食又は夕食を家族そろって食べたいと

思いますか。現在そろって食べている方

もご回答ください。（１つに○） 

「食べたいと思う」が 96％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 子どもを預かってくれる人の状況 

日頃、お子さんを預かってもらえる人は

いますか。（あてはまるものすべてに○） 

「日常的に祖父母等親族に預かってもらえる」

が 64％と多く、次いで「緊急時などは祖父母等

親族に預かってもらえる」が 30％、「いずれもな

い」が９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 祖父母の預かりについての考え 

祖父母に預かってもらえる状況につい

て、お伺いします。あてはまるものすべて

に○をつけてください。 

「祖父母が孫を預かるのは特に問題はない」

が 79％と多く、次いで「親の立場として負担をか

けるのは心苦しい」が17％、「祖父母の精神的負

担等が大きく心配」「祖父母の身体的負担が大

きく心配」がともに 12％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 友人等の預かりについての考え 

友人や知人に預かってもらえる状況につ

いて、お伺いします。あてはまるものすべ

てに○をつけてください。 

「友人等に預けるのは特に問題はない」が

62％と多く、次いで「親の立場として負担をかけ

るのは心苦しい」が 31％、「友人等の精神的負

担等が大きく心配」が 24％となっている。 
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問８　主に子どもの世話をしている方〔％〕
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3 7 6.3 10 .6 9.0 55 6

問９－１　父親の就労状況〔％〕
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88.4 3 2 5 .4 5 0 0

問９－１－１　フルタイムへの転換希望〔％〕
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28.6 14 .3 1 4.3 42 .9 1 4

問９－２　母親の就労状況〔％〕
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問９－２－１　フルタイムへの転換希望〔％〕
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問10　就労希望〔％〕
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⑪ 主に子どもの世話をしている方 

お子さんの身の回りの世話などを主にし

ている方として、あてはまる答えの番号

に１つだけ○をつけてください。 

「主に母親」が 76％と多く、次いで「主に祖父

母」が 11％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 親の就労状況 

① 父親の就労状況 

現在の就労状況を（自営業、家族従事者

含む）お伺いします。あてはまる答えの

番号に１つだけ○をつけてください。 

「フルタイム就労」が 88％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 父親のフルタイムへの転換希望 

「希望がある」が 29％と多く、次いで「希望はあ

るが予定はない」「希望はない」がともに 14％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 母親の就労状況 

「フルタイム就労」が 47％と多く、次いで「パー

トタイム・アルバイト等」が 25％、「以前就労して

いたが、現在働いていない」が 17％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 母親のフルタイムへの転換希望 

「希望はあるが予定はない」が 30％と多く、次

いで「希望はない」が 22％、「希望がある」が

20％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 働いていない母親の就労希望 

母親の就労希望はありますか。あてはま

る答えの番号に１つだけ○をつけてくだ

さい。 

「すぐ又は１年以内に就労希望」が 44％と多く、

次いで「１年以上先で子どもが大きくなったら就

労希望」が 37％、「ない」が 11％となっている。 
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問10－１　希望する就労形態〔％〕
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問10－１－１　希望就労日数〔％〕
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問10－２　就労していない理由〔％〕
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問11　わいわいクラブの利用状況〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

利

用

し

て

い

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

利

用

し

て

い

な

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

9.4 8 8 .3 2 5 5 6

問11－１　利用日数〔％〕

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
１

〜
２

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
３

〜
４

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
　

５

　

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
　

６

　

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
　

７

　

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

無
　

回

　

答

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

7.7 7 .7 5 5 .8 5 .8 2 3 .1 5 2

問11－１－１　土曜日の利用〔％〕
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⑥ 働いていない母親の希望する就労形態 

就労希望の形態はどのようなものです

か。あてはまる答えの番号に 1 つだけ○

をつけてください。 

「パートタイム・アルバイト等」が 63％、「フルタ

イム就労」が 35％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 働いていない母親の希望就労日数 

「週５日」が 45％と多く、次いで「週３～４日」が

31％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 働いていない母親の就労していない理

由 

就労希望がありながら、現在働いていな

い理由は何ですか。もっとも近い答えの

番号に１つだけ○をつけてください。 

「働きながら育児できる適当な仕事がない」が

41％と多く、次いで「その他」が 32％、「家族の理

解が得られない等就労環境が整っていない」が

12％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. わいわいクラブの利用状況 

① わいわいクラブの利用状況 

現在、わいわいクラブを利用しています

か。あてはまる答えの番号に○をつけて

ください。 

「利用していない」が 88％、「利用している」が

９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用日数 

わいわいクラブの利用日数はどれくらい

ですか。また、利用していらっしゃる理由

について、あてはまる答えの番号に１つ

だけ○をつけてください。 

「週５日」が 56％と多く、次いで「週１～２日」

「週３～４日」がともに８％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 土曜日の利用 

「ない」が 54％、「ある」が 35％となっている。 
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問11－１－２　利用している理由〔％〕
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問11－２　利用していない理由〔％〕
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問11－３　今後の利用意向〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

利

用

し

た

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

夏

休

み

等

学

校

が

休

み

の

日

に

利

用

し

た

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

今

後

も

利

用

し

な

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

4 5 .3 59 .5 3 1 .2 4 91

問11－３－１　希望日数〔％〕
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問11－３－２　土曜日の利用希望〔％〕

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

あ

　
　

　

る
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

な

　
　

　

い
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

無

　
回

　

答
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

件数

50.0 3 5 .0 1 5 .0 2 0

問11－４　利用希望の理由〔％〕
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④ 利用している理由 

「現在就労している」が 64％と多く、次いで「そ

の他」が８％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 利用していない理由 

利用していない理由について、もっともあ

てはまる答えの番号に１つだけ○をつけ

てください。 

「その他」が 33％と多く、次いで「就労していな

いから」が 32％、「就労中だが、短時間なら子ど

もだけで大丈夫だから」が９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 今後の利用意向 

今後、わいわいクラブを利用したいとお

考えですか。あてはまる答えの番号に○

をつけてください。 

「今後も利用しない」が 60％と多く、次いで「夏

休み等学校が休みの日に利用したい」が５％、

「利用したい」は４％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 希望日数 

「週５日」が 40％と多く、次いで「週３～４日」が

20％、「週１～２日」「週７日」が 15％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 土曜日の利用希望 

「ある」が 50％、「ない」が 35％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 利用希望の理由 

今後わいわいクラブを利用したい理由に

ついて、もっともあてはまる答えの番号

に１つだけ○をつけてください。 

「現在就労している」が 48％と多く、次いで「そ

のうち就労したいと考えている」が 20％、「就労し

ていないが、子どもの教育などになるから」が

15％となっている。 
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問11－５　たのしい教室の利用意向〔％〕
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問11－５－１　利用日数〔％〕

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
１

〜
２

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
３

〜
４

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
　

５

　

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
　

６

　

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

週
　

７

　

日

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

無
　

回

　

答

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

36.0 2 2.4 3 5 .4 6 .2 1 61

問12　４年生以降の放課後の希望〔％・複数回答〕
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問13　病気などで学校を休んだこと〔％〕
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問13－１　病気の場合の対処法〔％・複数回答〕
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⑩ たのしい教室の利用意向・利用日数 

『たのしい教室』の利用意向はあります

か。あてはまる答えの番号に○をつけて

ください。 

「利用する予定はない」が 40％と多く、次いで

「利用している」が 29％、「取組みが始まったら、

利用したい」が 24％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 利用日数 

「週１～２日」が 36％と多く、次いで「週５日」が

35％、「週３～４日」が 22％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ ４年生以降の放課後の希望 

小学４年生以降の放課後の過ごし方に

ついて、どのようなことを望みますか。あ

てはまる答えの番号に○をつけてくださ

い。 

「たのしい教室を利用したい」が 36％と多く、

次いで「クラブ活動など習い事をさせたい」が

34％、「特にない」が 27％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 病児・病後児保育 

① 病気などで学校を休んだこと 

この１年間に、お子さんが病気やケガで

学校を休まなければならなかったことは

ありますか。 

「あった」が 59％、「なかった」が 40％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 病気の場合の対処法 

「母親が休んだ」が 46％と多く、次いで「親族・

知人に預けた」が 35％、「就労していない保護者

がみた」が 23％となっている。 
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問13－１－１　父親が休んだ日数〔％〕
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問13－１－２　母親が休んだ日数〔％〕
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問13－１－３　親族・知人に預けた日数〔％〕
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問13－１－４　就労していない保護者がみた日数〔％〕
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問13－１－５　ベビーシッターを頼んだ日数〔％〕
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問13－１－６　子どもだけで留守番をさせた日数〔％〕
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③ 父親が休んだ日数 

「１～４日」が 84％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 母親が休んだ日数 

「１～４日」が 68％と多く、次いで「５～９日」が

18％、「10～14 日」が 10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 親族・知人に預けた日数 

「１～４日」が 53％と多く、次いで「５～９日」が

23％、「10～14 日」が 10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 就労していない保護者がみた日数 

「１～４日」が 39％と多く、次いで「５～９日」が

24％、「10～14 日」が 10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ベビーシッターを頼んだ日数 

件数は少ないが、「５～９日」「10～14 日」とい

う回答がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 子どもだけで留守番をさせた日数 

「１～４日」が 82％と多く、次いで「５～９日」が

12％となっている。 
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問13－１－７　その他の日数〔％〕
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問13－２　施設等に預けたかった日数〔％〕
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問14　１年間に泊まりで家族以外に預けたこと〔％〕
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問14－１　泊まりで預けた場合の対処方法〔％・複数回答〕

件数=46

　　　　　　　　　　

親族・知人に預けた　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

保育サービスを利用　

　　　　　　　　した

　　　　　　　　　　

仕方なく子どもも　　

　　　　　同行させた

　　　　　　　　　　

仕方なく子どもだけで

　　　　留守番させた

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

9 7.8

2.2

2.2

4.3

2.2

問14－１－１　親族・知人に預けた泊数〔％〕
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問14－１－３　子どもも同行させた泊数〔％〕
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⑨ その他の日数 

「１～４日」が 19％と多く、次いで「５～９日」が

14％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 施設等に預けたかった日数 

その際、できれば施設に預けたいと思わ

れた日数はどれくらいありますか。枠内

に日数を記入してください。 

「１～４日」が 11％、「５～９日」が７％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 宿泊を伴う一時預かり 

① １年間に泊まりで家族以外に預けたこ

と 

この１年間に、保護者の用事などによ

り、お子さんを泊まりがけで家族以外に

預けなければならないことはありました

か。 

「なかった」が 90％、「あった」が８％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 泊まりで預けた場合の対処方法 

この１年間の対処方法とそれぞれの泊

数は概ね何日ですか。あてはまる答えの

番号すべてに○をつけ、それぞれの日

数を記入してください。 

「親族・知人に預けた」が 98％と多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 親族・知人に預けた泊数 

「１～４泊」が 76％と多く、次いで「５～９泊」「15

泊以上」がともに７％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 子どもも同行させた泊数 

件数は少ないが、「１～４泊」という回答がみら

れる。 
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問14－１－４　子どもだけで留守番させた泊数〔％〕
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問14－１－５　その他の泊数〔％〕
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問14－２　困難度〔％〕
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問15　ファミリーサポートセンターの利用状況〔％〕
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問15－０－１　利用日数（月間）〔％〕
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問15－０－２　希望日数（月間）〔％〕
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⑤ 子どもだけで留守番させた泊数 

件数は少ないが、「１～４泊」という回答がみら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ その他の泊数 

件数は少ないが、「１～４泊」「10～14 泊」とい

う回答がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 困難度 

その場合の困難度はどの程度でしたか。

（あてはまる答えの番号に○をつけてく

ださい。） 

「特に困難ではない」が52％と多く、次いで「ど

ちらかというと困難」が 33％、「非常に困難」が

11％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. ファミリーサポートセンター 

① ファミリーサポートセンターの利用状

況 

町民が会員登録した地域住民による相

互保育サービスとして、「ファミリーサ

ポートセンター事業」があります。利用し

ていますか。（1 つに○） 

「利用予定はない」が 92％と多く、次いで「利

用したい」が４％、「利用している」が１％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 利用日数（月間） 

件数は少ないが、「１～４日」「15 日以上」とい

う回答がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 希望日数（月間） 

「１～４日」が 54％と多く、次いで「５～９日」「10

～14 日」がともに８％となっている。 
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問15－１　利用目的〔％・複数回答〕

件数=2 4

わいわいクラブ等の　
不足時間を補うために

　　　　　利用したい

　　　　　　　　　　

子どもの病気等の緊急

時に利用したい　　　

　　　　　　　　　　

冠婚葬祭等や買い物等

外出の際に利用したい

　　　　　　　　　　

学校の送迎に利用　　
　　　　　　　したい

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 60 80 100

2 0.8

5 0.0

3 7.5

8.3

8.3

4.2

問16　希望する子どもの交流の場〔％・複数回答〕

件数=5 56

　　　　　　　　　　

子どもに遊びを教え、

　　しつけてくれる場

放課後、　　　　　　

子ども同士で自主活動
　　　などができる場

　　　　　　　　　　

子どもが土日に活動　

　　　　でき遊べる場

　　　　　　　　　　
子どもが悩みを相談　

　　　　　　できる場

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 80 100

4 7.3

6 2.6

4 1.0

2 6.1

2.0

3.4

問17　希望する子どもの遊び場の条件〔％・複数回答〕

件数= 55 6

　　　　　　　　　　

歩いていける程度の　

　　　近所にあること

　　　　　　　　　　

雨の日にも遊べること

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

思い切り遊べるだけの

十分な広さがあること

　　　　　　　　　　

遊具などの種類や整備

が充実していること　

　　　　　　　　　　

多くの人が遊びにくる

　　遊び場であること

　　　　　　　　　　

子どもと同じ年頃の　

　遊び仲間がいること

　　　　　　　　　　

緑や水辺など自然的な

　　　要素が多いこと

　　　　　　　　　　

安全環境が整っている

　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

望むことは特にない　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 6 0 8 0 1 00

7 0.1

4 0.6

2 7.7

1 4.2

2 5.5

3 6.5

1 3.8

6 3.5

0.9

0.5

0.7

問18　子育ての楽しさ〔％〕
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件数

62 .6 3 3 2 .4 2 5 5 6

④ 利用目的 

どのような目的で利用したいと思います

か。あてはまる番号すべてに○をおつけ

ください。 

「子どもの病気等の緊急時に利用したい」が

50％と多く、次いで「冠婚葬祭等や買い物等外

出の際に利用したい」が 38％、「わいわいクラブ

等の不足時間を補うために利用したい」が 21％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. 子どもの居場所・遊び場 

① 希望する子どもの交流の場 

子ども同士が交流などをする場をつくる

場合、どのようなものが望ましいとお考え

ですか。あてはまるものすべてに○をつ

けてください。 

「放課後、子ども同士で自主活動などができる

場」が 63％と多く、次いで「子どもに遊びを教え、

しつけてくれる場」が 47％、「子どもが土日に活

動でき遊べる場」が 41％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 希望する子どもの遊び場の条件 

お子さんの保護者の方が求める子ども

の遊び場の条件は何ですか。最も望むも

のから３つまでに○をつけてください。 

「歩いていける程度の近所にあること」が 70％

と多く、次いで「安全環境が整っていること」が

64％、「雨の日にも遊べること」が 41％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８. 日頃の子育て 

① 子育ての楽しさ 

保護者の方の子育て生活における気持

ちについてお伺いします。下記の①～⑥

の項目について、一番近い番号にそれ

ぞれ１つだけ○をつけてください。 

「楽しいときの方が多い」が63％と多く、次いで

「半々くらい」が 32％となっている。 
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問18－１　②ゆっくりとした気分
で子どもと過ごせる時間がある　
　　　　　　　　　　　　　　　
問18－１　③自分の時間がある　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問18－１　④子育てに自信が持て
ないことがある　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
問18－１　⑤子どもを虐待してい
ると思うことがある　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

件数

54 .3 1 0 .8 3 3 .6  5 5 6

4 9 .5 1 6 .7 32 .2 2  5 5 6

3 4.2 2 8.2 3 6.3  5 5 6

7 .0 7 3.7 1 7 .8 1  5 5 6

問19　子どもの起床時間〔％〕
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件数

7 .6 85 .4 6 .1 55 6

問20　子どもの就寝時間〔％〕
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件数

20 .7 6 1 .2 1 5.8 5 5 6

問21　悩み・気になること〔％・複数回答〕

件数= 556

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

特にない　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 60 80 100

2.7

9.4

1.1

問21　悩み・気になること〔％・複数回答〕

件数=5 56

　　　　　　　　　　

病気や発育・発達に　
　　　　　関すること

　　　　　　　　　　
食事や栄養に関する　

　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　
しつけ、子育て方法が
　　　よくわからない

　　　　　　　　　　

子どもとの接し方に　
　自信がもてないこと

　　　　　　　　　　
子どもとの時間を十分

　　　　とれないこと

　　　　　　　　　　
話し相手や相談相手が

　　　　　いないこと

仕事や自分のやりたい

ことが十分できない　
　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　

子どもの教育に関する
　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　
友だちづきあいに　　

　　　　　関すること

　　　　　　　　　　
不登校などの問題に　
　　　　　　　ついて

　　　　　　　　　　

家族と子育てに関して
の意見が合わないこと

親族・近隣の人・　　
職場など周りの目が　

　　　　　　気になる

　　　　　　　　　　
家族以外に手伝って　
　　くれる人がいない

子どもをしかりすぎて

いるような気がするこ
と　　　　　　　　　

子育てのストレスで　
手をあげたり、世話　

　　　　　　をしない

わいわいクラブの　　
内容や利用方法等が　
　　　　　わからない

　　　　　　　　　　

子育てで出費がかさむ
　　　　　　　　こと

　　　　　　　　　　
住宅が子育てに適して

　　　　　　　いない

　　　　　　　　　　
学校や地域・保護者　
同士との連携への不安

0 20 40 60 80 100

2 3.7

2 6.6

4 4.8

9.7

2 4.8

2.7

1 2.8

3 7.8

2 5.2

3.1

5.4

4.0

3.8

2 6.8

4.1

1.3

3 2.9

1 3.1

6.1

② 子育ての気持ち 

「ゆっくりとした気分で子どもと過ごせる時間が

ある」という回答者は 54％と多く、次いで「自分の

時間がある」という回答者は 49％、「子育てに自

信が持てないことがある」という回答者は 34％と

なっている。また、「子どもを虐待していることが

ある」という回答者は７％みられ、虐待していない

（「いいえ」）という回答者は 74％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子どもの起床時間 

お子さんは、朝は何時ごろに起きていま

すか。（１つに○） 

「６時～７時」が 85％と多く、次いで「５時～６

時」が８％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 子どもの就寝時間 

お子さんは、夜は何時ごろに寝ています

か。（１つに○） 

「21時～22時」が61％と多く、次いで「20時～

21 時」が 21％、「22 時～23 時」が 16％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 悩み・気になること 

子育てに関して、日常悩んでいること、又

は気になることはどのようなことですか。

（あてはまるものすべてに○） 

「しつけ、子育て方法がよくわからない」が

45％と多く、次いで「子どもの教育に関すること」

が 38％、「子育てで出費がかさむこと」が 33％と

なっている。 
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問22　父親の育児参加〔％〕
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件数

2 4.5 5 2.3 1 0.6 1 0.8 2 55 6

問23　悩みや不安の相談相手〔％・複数回答〕

件数=5 56

　　　　　　　　　　

配　偶　者　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

親族（親・兄弟姉妹　
　　　　　　　など）

　　　　　　　　　　

近所の人　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

友　　　人　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

かかりつけの医師　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

町の行政の窓口　　　

　　　（保健師含む）

　　　　　　　　　　

学校の先生　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

電話相談　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
インターネット　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

児童相談所　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

民生委員、児童委員、

　　　　主任児童委員

　　　　　　　　　　
福島県の電話相談窓口

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

相談できる人はいない

　　／自分で解決する

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 20 40 60 8 0 100

6 7.3

6 1.2

6.7

5 8.3
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0.4
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0.5

1.6

0.4
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問24　子育てサークル等への参加状況〔％〕
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件数

4.9 1 9 .2 5 6 .5 1 6 .5 3 5 5 6

問24－１　行政に期待する支援〔％・複数回答〕

件数=1 34

　　　　　　　　　　

活動場所の提供　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

情報発信やＰＲなどに
　　　　　関する支援

　　　　　　　　　　

活動時間中の　　　　
　　　　保育サービス

　　　　　　　　　　

活動資金助成　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

活動内容についての　

　　　　　　　　助言

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 4 0 6 0 80 1 00

5 3.0

3 4.3

2 8.4

3 9.6

1 1.9

1.5

6.0

⑥ 父親の育児参加 

お子さんの父親は、子育てにどのくらい

参加していますか。（１つに○） 

「まあまあ参加している」が 52％と多く、次いで

「積極的に参加している」が 25％、「子育て参加

は難しい」「ほとんど参加していない」がともに

11％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 悩みや不安の相談相手 

子育てに関する悩みや不安をどなたに

相談していますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

「配偶者」が 67％と多く、次いで「親族（親・兄

弟姉妹など）」が 61％、「友人」が 58％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 子育てサークル等への参加状況 

お子さんの保護者の方は子育てに関す

るサークルなど自主的な活動に参加して

いますか。１つだけ○をつけてください。 

「参加しておらず、今後も参加する気はない」

が 57％と多く、次いで「参加していないが、機会

があれば参加したい」が 19％、「子育てサークル

の存在がわからない」が 17％、「現在参加してい

る」が５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 行政に期待する支援 

自主活動をしていくにあたって行政に

行ってほしい支援はどのようなものです

か。あてはまるものすべてに○をつけて

ください。 

「活動場所の提供」が 53％と多く、次いで「活

動資金助成」が 40％、「情報発信やＰＲなどに関

する支援」が 34％となっている。 
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問25　子育て情報の入手先〔％・複数回答〕

件数=5 56

　　　　　　　　　　

親族（親、兄弟姉妹　

　　　　　　　など）

　　　　　　　　　　

隣近所の人、知人、　

　　　　　　　　友人

　　　　　　　　　　

子育てサークルの仲間

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

学　　　校　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

町の児童福祉担当課　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

町の広報や　　　　　

　　　　パンフレット

　　　　　　　　　　

テレビ、ラジオ、新聞

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

インターネット　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子育て雑誌、育児書　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

その他の雑誌　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

保健センター　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

教育委員会　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

情報の入手先がない　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

情報の入手手段が　　

　　　　　わからない

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 40 60 80 10 0

6 4.2

6 1.9

2.7

4 0.3

1.3

2 5.2

2 7.9

7.4

1 2.9

3.8

4.7

1.3

1.1

1.8

2.5

3.6

問26　子どもとの外出で困る（った）こと〔％・複数回答〕

件数= 55 6

　　　　　　　　　　

歩道、信号がない通り

が多く、安全性が心配

　　　　　　　　　　

歩道の段差で自転車が

　　　　　通りにくい

　　　　　　　　　　

乳幼児を連れて食事を

しやすい場所がない　

　　　　　　　　　　

買物途中などに子ども

を遊ばせる場所がない

　　　　　　　　　　

緑や広い歩道など、街

並みにうるおいがない

見通しが悪く、　　　

子どもが被害にあわ　

　　　　　ないか心配

　　　　　　　　　　

犬など子どもに危害を

　　　加えないか心配

　　　　　　　　　　

子ども連れだと周囲に

迷惑そうにみられる　

　　　　　　　　　　

外出先で手を貸して　

　　くれる人がいない

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

特に困ることはない　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 80 100

1 7.4

1 0.4

8.8

3 2.4

1 8.9

3 7.1

8.5

3.1

4.1

3.1

2 3.4

4.0

問27　５年位前と比較した子育て支援の状況〔％〕
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件数

49 .6 2 4 6 .6 2 5 5 6

⑩ 子育て情報の入手先 

子育ての情報や知識をどこから得ていま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

「親族（親、兄弟姉妹など）」が 64％と多く、次

いで「隣近所の人、知人、友人」が 62％、「学校」

が 40％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 子どもとの外出で困る（った）こと 

子どもと外出の際、困ること・困ったこと

は何ですか。（最も感じたものから３つま

でに○） 

「見通しが悪く、子どもが被害にあわないか心

配」が 37％と多く、次いで「買物途中などに子ど

もを遊ばせる場所がない」が 32％、「特に困るこ

とはない」が 23％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ ５年位前と比較した子育て支援の状況 

以前（５年前位）に比べて、（特に川俣町

の）子育て支援サービスは良くなったと

思いますか（１つに○） 

「どちらかというと良くなったと思う」が 50％と多

く、次いで「わからない」が 47％となっている。 
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問27－１　５年前から変化した内容〔％・複数回答〕

件数=285

　　　　　　　　　　

子育て情報の提供　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子育てに対する相談　

　　　　　などの体制

　　　　　　　　　　

保育園の活動　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
幼稚園の活動　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

学校などの教育施設の
　　　　　　整備状況

　　　　　　　　　　
わいわいクラブの活動

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

たのしい教室の活動　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
子育てサークル活動　

　　　　などへの支援

　　　　　　　　　　

子ども会などの地域　

　　　　　　　　活動

　　　　　　　　　　

遊び場の整備・保守　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
地域の人達の子育て　

　　　　　　支援活動

　　　　　　　　　　

子ども医療費助成　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
妊婦検診費用の助成　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子どもとみんなの広場

　　　　　　　の活動

　　　　　　　　　　
幼児教室・育児教室　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

ファミリーサポート　

　　　　センター事業

　　　　　　　　　　

川俣南幼稚園での　　
　　預かり保育の延長

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

8.8

4.2

4.2

7.4

6.3

2 3.2

4 7.0

3.9

2.5

0.4

1 5.8

6 1.1

1 7.5

3.2

1.8

1 2.3

1 7.2

1.8

2 3.2

問28　子育て等の行政窓口等に対する不満〔％〕
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政
窓

口

等
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わ
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こ

と

が
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い

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

無

　
回

　

答
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

件数

19 .6 4 5 .0 31 .1 4 .3 5 5 6

問28－１　不満を感じた理由〔％・複数回答〕

件数= 10 9

　　　　　　　　　　
対応が不親切　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

手続きが煩雑で時間が
　　　　　　　かかる

子育てに関する　　　

必要な情報がすぐに　
　　　　　得られない

　　　　　　　　　　
専門的な職員がいない

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子育てに関する窓口が
　　　　わかりづらい

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 80 100

5 2.3

3 3.9

2 1.1

1 8.3

1 2.8

6.4

1 1.9

問29　子育て等に望む経済的支援〔％・複数回答〕

件数=5 56

　　　　　　　　　　

奨学金制度の充実など
　　　　教育費の支援

　　　　　　　　　　
学校にかかる費用の　

　　　　　　　　軽減

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 40 60 8 0 1 00

3 6.7

5 0.4

3.6

3 5.3

⑬ ５年前から変化した内容 

そのように思うのは、どのようなことから

ですか。（主なもの５つ以内に○） 

「子ども医療費助成」が 61％と多く、次いで「た

のしい教室の活動」が 47％、「わいわいクラブの

活動」が 23％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９. 行政サービスへの要望 

① 子育て等の行政窓口等に対する不満 

子育てに関する行政窓口や公的施設の

窓口の対応について不満に思ったことは

ありますか。（１つに○） 

「ない」が 45％と多く、次いで「行政窓口に関

わったことがない」が 31％、「ある」が 20％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 不満を感じた理由 

不満に思ったことについてあてはまるも

のすべてに○をつけてください。 

「対応が不親切」が 52％と多く、次いで「手続

きが煩雑で時間がかかる」が 34％、「子育てに関

する必要な情報がすぐに得られない」が 21％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子育て等に望む経済的支援 

出産や子育てにかかる経済的支援とし

て、最も望まれるものから２つまでに○を

つけてください。 

「学校にかかる費用の軽減」が 50％と多く、次

いで「奨学金制度の充実など教育費の支援」が

37％となっている。 
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問30　行政に希望する子育て支援の関わり〔％〕
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件数

38.1 46 .6 9 .5 4 5 5 6

問31　子育て支援施策の充実〔％・複数回答〕

件数=5 56

親子が安心して集まれ

る身近な場を増やして

ほしい　　　　　　　

　　　　　　　　　　
親子で楽しめるイベン

トを開催してほしい　

　　　　　　　　　　

身近に子連れが楽しめ

る場を増やしてほしい

子育ての相談や　　　
情報が得られる場所を

　　　つくってほしい

　　　　　　　　　　

わいわいクラブを　　

　　　増やしてほしい

気軽に利用できる　　

非営利団体等の保育　
　　サービスがほしい

　　　　　　　　　　

安心できる医療体制を

　　　整備してほしい

　　　　　　　　　　

多子世帯優先入居など
住宅面の配慮がほしい

　　　　　　　　　　

企業に職場環境の改善

　を働きかけてほしい

　　　　　　　　　　

子育てについて学べる

機会をつくってほしい

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

2 8.8

2 5.2

4 1.9

1 4.0

5.6

1 5.6

4 3.2

1 5.6

1 7.4

1 0.3

2.7

8.1

問32　町への意見や要望〔％〕
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件数

16.9 83 .1 55 6

④ 行政に希望する子育て支援の関わり 

行政に対してどのような子育て支援の関

わり方を望まれますか。１つだけ○をつ

けてください。 

「保護者・行政の役割を考え、適切な支援を

行えばよい」が 47％と多く、次いで「全面的に子

育て支援を進めるべき」が38％、「わからない」が

10％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 子育て支援施策の充実 

その他町に対して、どのような子育て支

援の充実を図ってほしいと期待していま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

「安心できる医療体制を整備してほしい」が

43％と多く、次いで「身近に子連れが楽しめる場

を増やしてほしい」が 42％、「親子が安心して集

まれる身近な場を増やしてほしい」が 29％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 町への意見や要望 

町の施策に対するご意見やご要望があ

りましたら、自由にご記入ください。 

「記述あり」が 17％となっている。 
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問１－１　性別〔％〕
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件数

4 9.6 4 7.8 3 49 6

問１－２　年齢〔％〕
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14
　

　

　
歳
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件数

19 .2 13 .5 35 .9 1 4.7 12 .7 4 49 6

問１－４－１　同居家族〔％・複数回答〕

件数=4 96

　　　　　　　　　　

　　父　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　母　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
きょうだい　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

祖　父　母　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

おじ・おば　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 4 0 60 8 0 10 0

8 6.5

9 3.5

7 9.2

5 6.9

7.7

4.0

3.0

問１－４－２　自分を含めたきょうだいの人数〔％〕
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2 33 .9 29 .8 1 1 .7 2 20 .8 4 9 6

問１－５　世帯人数〔％〕
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5.8 3 8.5 4 1.7 12 .5 49 6

問２－１　朝の気分〔％〕
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1 7.1 4 2.7 2 4.4 1 3.9 2 49 6

 

〔〔４４〕〕中中学学・・高高校校生生調調査査  

１. 回答者の属性 

① 性別 

あなたご本人のことについておたずねし

ます。性別を教えてください。 

「男性」が 50％、「女性」が 48％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢 

年齢を教えてください。 

「14歳」が36％と多く、次いで「12歳」が19％、

「15 歳」が 15％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 同居家族 

同居している家族をお答えください。当て

はまる番号すべてに○をつけ、（  ）内

には数字や文字を記入してください。 

「母」が 94％と多く、次いで「父」が 87％、「きょ

うだい」が 79％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 自分を含めたきょうだいの人数 

「２人」が 34％と多く、次いで「３人」が 30％、

「４～５人」が 12％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 世帯人数 

「６人以上」が 42％と多く、次いで「４～５人」が

39％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 普段の体調や気持ち 

① 朝の気分 

普段の体調や気持ちについておたずね

します。朝の気分はどうですか。 

「時々すっきりしない日がある」が 43％と多く、

次いで「すっきりしない」が 24％、「いつもすっき

り」が 17％となっている。 
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問２－２　朝食の状況〔％〕
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83 .1 6.7 3 5.4 2 49 6

問２－３　朝食をあまり食べない理由〔％〕
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44.2 4 1.9 9 .3 4 .7 43

問２－４　朝食の感想〔％〕
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問２－５　野菜の摂取〔％〕
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60.1 32 .3 6.0 2 49 6

問２－６　家族がそろった食事〔％〕
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５

日

は

一

緒

に

　

　

　

　

　

　

　

食

べ

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

週

に

２

、

３

日

程

度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

週

に

１

日

程

度

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ

と

ん

ど

食

べ

な

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

76.2 1 1.9 5 .6 2 3 2 49 6

問２－７　食事時間が楽しい〔％〕

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

は

　
　

　
い

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

い

　
い

　
え

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

わ

か
ら

な
い

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

無

　
回

　
答

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

件数

54 .8 9.3 33.9 2 49 6

② 朝食の状況 

朝食を食べていますか。 

「毎日食べる」が 83％と多く、次いで「週に１、

２日ぬく」が７％、「ほとんど食べない」が５％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－１ 朝食をあまり食べない理由 

前問で３、４（「週３、４日ぬく」「ほとんど

食べない」）を選択した理由はなんです

か。 

「時間がない」が４４％と多く、次いで「食べたく

ない」が 42％、「その他」が９％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－２ 朝食の感想 

朝食がおいしいですか。 

「いつもおいしい」が 63％と多く、次いで「時々

おいしくない」が 27％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－３ 野菜の摂取 

野菜を毎食食べていますか。 

「ほぼ毎食食べる」が 60％と多く、次いで「食

べないことが時々ある」が32％、「ほとんど食べな

い」が６％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－４ 家族がそろった食事 

１日に１回は家族と一緒に食事をしてい

ますか。 

「ほぼ毎日」が 76％と多く、次いで「週に４、５

日は一緒に食べる」が 12％、「週に２、３日程度」

が６％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②－５ 食事時間が楽しい 

食事時間が楽しいですか。 

「はい」が 55％と多く、次いで「わからない」が

34％、「いいえ」が９％となっている。 
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問２－８　学内学外での活動の参加状況〔％・複数回答〕

件数=4 96

　　　　　　　　　　

学校のクラブ活動や　
部活動に参加している

　　　　　　　　　　

学校外の活動を　　　

　　　　　　している

　　　　　　　　　　

特に何も参加して　　

　　　　　　　いない

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 4 0 60 8 0 10 0

7 1.6

1 7.1

2 0.4

1.6

2.6

問２－９　ボランティア活動の参加希望〔％〕

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

あ
　

　
　
る

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

な
　

　
　
い

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

無
　

回
　
答

　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

件数

49.0 4 9.0 2 49 6

問２－10　参加したいボランティア活動〔％・複数回答〕

件数=2 43

　　　　　　　　　　
公園等の清掃活動　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
お年寄りの手助け　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
障害のある人の手助け

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
イベント（スポーツ・

　文化活動への参加）

　　　　　　　　　　
赤ちゃん・こどもの　

　　　　　　　　世話

　　　　　　　　　　

そ　の　他　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
　　　　　　　　　　

0 2 0 4 0 6 0 8 0 10 0

5 3.9

2 7.6

1 3.6

4 6.5

3 1.3

2.5

1.6

問２－11　学校が楽しい〔％〕

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

は

　

　
　

い

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

い

　

い
　

え

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

わ

か

ら
な

い

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

無

　

回
　

答

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

件数

64.5 12 .3 21 .2 2 49 6

問２－12　自分のことが好き〔％〕

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

は

　
　

　

い

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

い

　
い

　

え

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

わ

か
ら

な

い

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

無

　
回

　

答

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

件数

18.1 32 .7 4 7.4 2 4 9 6

問２－13　将来の目標がある〔％〕

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

あ
　
　
　

る
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

あ
る
が
、

漠
然
と
　
　

　

　
　
　
　

　
　
し
て
い

る

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

な
　
　
　

い
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

学
　
　
　

生
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

件数

47 .4 34.1 15 .7 3 49 6

③ 学内学外での活動の参加状況 

クラブ活動や部活動などの学内活動や

ボランティア活動などの学外活動に参加

していますか（複数回答可）。 

「学校のクラブ活動や部活動に参加している」

が 72％と多く、次いで「特に何も参加していな

い」が 20％、「学校外の活動をしている」が 17％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③－１ ボランティア活動の参加希望 

ボランティア活動に参加したいと思いま

すか。 

「ある」「ない」がともに 49％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

③－２ 参加したいボランティア活動 

前問で参加希望が「ある」とお答えした方

にお聞きします。どの様なボランティアに

参加したいですか（複数回答可）。 

「公園等の清掃活動」が 54％と多く、次いで

「イベント（スポーツ・文化活動への参加）」が

47％、「赤ちゃん・こどもの世話」が 31％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

③－３ 学校が楽しい 

学校が楽しいですか。 

「はい」が 65％と多く、次いで「わからない」が

21％、「いいえ」が 12％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 自分のことが好き 

自分のことが好きですか。 

「わからない」が 47％と多く、次いで「いいえ」

が 33％、「はい」が 18％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 将来の目標がある 

将来の目標がありますか。 

「ある」が 47％と多く、次いで「あるが、漠然とし

ている」が 34％、「ない」が 16％となっている。 
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問２－14　将来自分の子どもがほしい〔％〕

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

は

　

　
　

い

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

い

　

い
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わ

か

ら
な

い

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

無

　

回
　

答

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

件数

6 2.9 5 .8 29 .4 2 49 6

問２－15　赤ちゃんを抱いたことがある〔％〕

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

は
　

　
　

い
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

い
　

い
　

え
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

無
　

回
　

答
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

件数

68.5 29 .2 2 49 6

問２－16　親に愛されていると思う〔％〕

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

は
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無
　

回
　

答
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

件数

54 .8 5.0 3 8.1 2 49 6

問２－17　親は自分を理解していると思う〔％〕
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い
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わ
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ら
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無
　

回
　

答
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

件数

4 1.3 14 .3 4 1.9 2 49 6

問２－18　親との会話がある〔％〕

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

よ

く

話

す
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々

話
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ほ

と

ん

ど

話
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な
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無

　

回

　

答

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

件数

75 .4 2 1.0 2 2 4 9 6

問２－19　気持ちを自制できないことがある〔％〕

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

よ
く

あ
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

時
々

あ
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ほ
と

ん
ど

な
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無
　

回
　

答
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

件数

11 .1 41 .9 45 .2 2 49 6

⑤－１ 将来自分の子どもがほしい 

将来、自分の子どもが欲しいと思います

か。 

「はい」が 63％と多く、次いで「わからない」が

29％、「いいえ」が６％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 赤ちゃんを抱いたことがある 

赤ちゃんを抱いたことがありますか。 

「はい」が 69％、「いいえ」が 29％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 親に愛されていると思う 

親に愛されていると思いますか。 

「はい」が 55％と多く、次いで「わからない」が

38％、「いいえ」が５％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦－１ 親は自分を理解していると思う 

親は自分のことをわかってくれていると

思いますか。 

「わからない」が 42％と多く、次いで「はい」が

41％、「いいえ」が 14％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦－２ 親との会話がある 

親と話すことがありますか。 

「よく話す」が 75％と多く、次いで「時々話す」

が 21％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 気持ちを自制できないことがある 

自分の気持ちをコントロールできなくなる

ことがありますか。 

「ほとんどない」が 45％と多く、次いで「時々あ

る」が 42％、「よくある」が 11％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   113 

問２－20　悩みを話せる友達がいる〔％〕

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

よ

く
話

し

て

い

る
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話

さ
な
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無

　
回

　

答

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

件数

4 0.3 40 .5 1 6.7 2 49 6

問２－21　悩みを相談できる大人がいる〔％〕

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

い
　

　
　
る

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

い
　

な
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無
　

回
　
答

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

件数

58 .5 39.1 2 49 6

問２－22　悩みを相談できる場所を知っている〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

知

っ

て

い

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

知

ら

な
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無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

37.1 6 1.1 2 49 6

問２－23　いじめられた経験がある〔％〕

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

　

　

　

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

　

　

　

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

無

　

回

　

答

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

件数

32 .1 65 .5 2 49 6

問２－24　いじめた経験がある〔％〕

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

あ

　
　

　

る
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

な

　
　

　

い
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

無

　
回

　

答
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

件数

2 7.6 7 0.2 2 49 6

問２－25　早く大人になりたい〔％〕

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

は

　
　

　
い

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

い

　
い
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ど

ち
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と
も

い
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い

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

無

　
回

　
答

　
　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

件数

40 .3 1 5 .9 4 1.7 2 4 9 6

⑨ 悩みを話せる友達がいる 

悩んでいることを話せる友達はいます

か。 

「時々話す」が 41％と多く、次いで「よく話して

いる」が 40％、「話さない」が 17％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨－１ 悩みを相談できる大人がいる 

悩んでいることを相談できる大人がいま

すか。 

「いる」が 59％、「いない」が 39％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨－２ 悩みを相談できる場所を知ってい

る 

悩んでいることを相談できる場所（電話

相談を含む）を知っていますか。 

「知らない」が 61％、「知っている」が 37％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ いじめられた経験がある 

いじめられた経験がありますか。 

「ない」が 65％、「ある」が 32％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩－１ いじめた経験がある 

いじめた経験がありますか。 

「ない」が 70％、「ある」が 28％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 早く大人になりたい 

早く大人になりたいですか。 

「どちらともいえない」が 42％と多く、次いで

「はい」が 40％、「いいえ」が 16％となっている。 
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問２－26　今幸せか〔％〕

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

は
　
　
　

い
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

い
　
い
　

え
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問３　大人になりたくない理由〔％〕
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34.2 2 0.3 1 7.7 11 .4 5.1 4 6 .3 79

問４　仕事のイメージ〔％〕
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件数

29.2 23 .6 2 0.8 2 7.5 7 .7 2 2 3 4 9 6

問５　将来の仕事の希望〔％・複数回答〕

件数= 496

自分の能力を発揮でき

る、やりがいのある仕
事につきたい　　　　

　　　　　　　　　　
収入の高い仕事に　　

　　　　　　つきたい

　　　　　　　　　　

失業の不安のない仕事

　　　　　につきたい

　　　　　　　　　　

自分で会社をおこし　

　　　　　　　　たい

　　　　　　　　　　

親の仕事を継ぎたい　
　　　　　　　　　　

アルバイトやパート　
などで自由に仕事を　

　　　　　　　したい

一つのところで定年ま

で働かず、転職してい

くつかの仕事をしたい

　　　　　　　　　　

仕事はほどほどに　　

　　　　　　　したい

　　　　　　　　　　

できれば働きたくは　
　　　　　　　　ない

　　　　　　　　　　
わからない　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　

　　　　　　　　　　

0 20 40 6 0 80 100
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4 9.4

4 7.0
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問６　将来の勤務地の希望〔％〕
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5.1 9.2 33 .1 20.4 32 .2 31 4

⑩ 今幸せか 

あなたは、今幸せですか。 

「はい」が 78％、「いいえ」が 19％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 大人になりたくない理由 

問２の２５番で「いいえ」とお答えした方に

うかがいます。あなたのお考えにもっとも

近いものに○をつけてください。 

「こどもでいるほうが楽だから」が 34％と多く、

次いで「大人になるのが不安だから」が 20％、

「仕事や家のことをする自信がない」が 18％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 仕事 

① 仕事のイメージ 

仕事のイメージについてうかがいます。

あなたのお考えに最も近いものに１つ○

をつけてください。 

「お金をかせぐことができる」が 29％と多く、次

いで「人生のやりがいがみつかる、夢を実現でき

る」が 24％、「仕事を通して、いろいろな経験が

できる」が 21％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

② 将来の仕事の希望 

将来の仕事についての希望をおうかが

いします。あなたのお考えに近いものに

３つまで○をつけてください。 

「自分の能力を発揮できる、やりがいのある仕

事につきたい」が 75％と多く、次いで「収入の高

い仕事につきたい」が49％、「失業の不安のない

仕事につきたい」が 47％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 将来の勤務地の希望の理由 

将来の勤務地について希望をうかがい

ます。あなたのお考えに最も近いものに

１つ○をつけてください。 

「県内」が 33％と多く、次いで「その他」が 20％、

「県北」が９％となっている。 
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問６－１　将来の勤務地の希望の理由〔％〕
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件数

40 .8 18 .8 9 .4 2 4.4 6.6 21 3

問７　結婚のイメージ〔％・複数回答〕

件数=4 96

　　　　　　　　　　

好きな人とずっと一緒

　　　　　にいられる

　　　　　　　　　　
精神的、経済的に安定

　　　　　　　　する

　　　　　　　　　　

子どもが持てる　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

親から独立できる　　

　　　　　　　　　　

家事が楽になるなど、

生活していく上で便利

になる　　　　　　　

　　　　　　　　　　
親を喜ばすことが　　

　　　　　　　できる

　　　　　　　　　　

時間やお金を自由に　
　　　　使えなくなる

　　　　　　　　　　

家事をするのが大変　

　　　　　　　　そう

　　　　　　　　　　

子育てをするのが大変

　　　　　　　　そう

　　　　　　　　　　
他人と家庭を築くのは

　　　　　　面倒そう

　　　　　　　　　　

相手の家族・親族との
　付き合いが面倒そう

　　　　　　　　　　

わからない　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
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問８　将来希望する子どもの人数〔％〕
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4.8 40 .5 2 2.0 3 2 4 1 9.8 4 4 9 6

問９　子どもを持つイメージ〔％・複数回答〕

件数=4 96

　　　　　　　　　　

当然、子どもを持って
　　　育てたいと思う

　　　　　　　　　　

自分の子どもは　　　
　　　かわいいと思う

　　　　　　　　　　

老後が安心である　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

子育てを通して人間　
　　として成長できる

　　　　　　　　　　
親の期待にこたえられ

る　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
自由な時間がなくなる

　　　　　　　　　　

子育ては、　　　　　
お金や手間がかかり、

　　　　負担が大きい

　　　　　　　　　　
子どもはわずらわしい

　　　　　　　　　　

社会環境が悪化してい

るので、子どもの将来
が心配である　　　　

　　　　　　　　　　

わからない　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

無　回　答　　　　　
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④ 将来の勤務地の希望の理由 

そのように思うのは、どのようなことから

ですか。あなたのお考えに最も近いもの

に１つ○をつけてください。 

「家から通勤できるから」が 41％と多く、次いで

「その他」が 24％、「親元を離れたいから」が

19％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４. 結婚や子どもをもつこと 

① 結婚のイメージ 

結婚のイメージをうかがいます。あなた

のお考えに近いものに３つまで○をつけ

てください。 

「好きな人とずっと一緒にいられる」が 61％と

多く、次いで「子どもが持てる」が 38％、「精神的、

経済的に安定する」が 29％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 将来希望する子どもの人数 

将来、子どもは何人欲しいですか。あな

たのお考えに最も近いものに１つ○をつ

けてください。 

「２人」が 41％と多く、次いで「３人」が 22％、

「わからない」が 20％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 子どもを持つイメージ 

子どもを持つことのイメージについてうか

がいます。あなたのお考えに近いものに

３つまで○をつけてください。 

「当然、子どもを持って育てたいと思う」が53％

と多く、次いで「自分の子どもはかわいいと思う」

が 48％、「子育てを通して人間として成長でき

る」が 38％となっている。 
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問10　進路選択の際、困ったこと〔％〕
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9 .9 25 .5 8 .9 1 9.1 36 .6 31 4

問11　自由意見〔％〕
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18 .3 81.7 49 6

５. 進路など 

① 進路選択の際、困ったこと 

進路選択の際、困ったことは何ですか。

あなたのお考えに最も近いものに１つ○

をつけてください。 

「自信がないので希望する高校に行けない」

が 26％と多く、次いで「その他」が 19％、「経済

的理由で希望する高校に行けない」が 10％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自由意見 

親、学校、子育て、遊び場、結婚、教育

などについてご意見等を自由にご記入く

ださい。 

「記述あり」が 18％となっている。 
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〔〔５５〕〕自自由由意意見見ののととりりままととめめ  

１．就学前児童調査  

 

主に世話を

している方 
自 由 意 見 

主に母親 ３歳児からの幼稚園があったらいい。耳鼻咽喉科があったらいい。 

主に母親 ３年保育を。 

主に母親 ３年保育を実施してほしい。 

主に母親 
３年保育を実施してほしい。いろいろな情報をわかりやすくして。児童手当の増額を。

保育園が増えれば働ける。 

主に母親 遊びの教室の回数を増やしてほしい。 

主に母親 安心して遊べる公園をつくって。歩道を安全にしてほしい。 

主に母親 家の近くに公園がない。通学路が整備されてない。 

主に母親 今まで以上に出産、子育て支援に力を入れて。 

主に母親 医療が発達していない町にはいたくない。 

主に母親 大きい公園があるといい。 

主に母親 大きな公園をつくって。 

主に母親 屋内での活動の充実。公園の遊具が古い。一時保育の実施。幼稚園の３年保育。 

主に母親 お話しの会を冬にもやってほしい。 

主に母親 親子で楽しめる施設があるといい。 

主に母親 救急医療先を充実させて。 

主に母親 給食費の軽減。幼稚園に給食を。 

主に母親 給食費の減額を。 

主に母親 行政サービスが増えて、子育てしやすくなった。 

主に母親 きれいで安心して遊べる公園を。 

主に母親 公園を増やして。議員が多すぎる。役場の土日勤務を考えて。事務的な対応はやめて。 

主に母親 広報誌を大型スーパーにおいてほしい。 

主に母親 子育て支援の充実を。公園を町の中心につくって。 

主に母親 子どもが自由に遊べる公園をつくってほしい。 

主に母親 子ども達が遊べる場所が少ない。 

主に母親 子どもを遊ばせる公園をつくってほしい。 

主に母親 子どもを安心して遊ばせる公園があったらいい。 

主に母親 これからも安心して子育てできる環境づくりを。 

主に母親 最近中央公園は怖くて行けない。 

主に母親 様々な年代の方が交流できるイベントがあると活性化する。 

主に母親 資格がなくても働ける場所を。 

主に母親 
就労先が決まっても預け先が決まらないと働けない。もう少し若い先生に。公園の整

備を。 

主に母親 障害児に対応した施設を。 

主に母親 小学校は楽しい教室を１８：００まで利用しているためパートへ変えました。 

主に母親 所得制限で児童手当をもらえない。所得内容の確認を。 

主に母親 すくすく遊び教室の回数を増やしてほしい。 

主に母親 外で遊べる場が充実していない。狭い道路が多く危険だ。親子に優しいイベントの開
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主に世話を

している方 
自 由 意 見 

催を。 

主に母親 
たのしい教室がやっていないとき、わいわいクラブを利用したくても空きがなかった

り、手続きが大変だったりする。 

主に母親 小さな子どもが遊べる場がない。 

主に母親 近くに公園がない。 

主に母親 チャイルドシートの貸与状況を開示して。職員の対応も悪い。 

主に母親 中央公園には小さな子どもが遊べるものがない。 

主に母親 中央公園のイメージがよくない。 

主に母親 中央公民館等の施設利用料の無料化を。公園の充実を。 

主に母親 町営住宅が少ないのと老朽化している。 

主に母親 町営住宅を広く。 

主に母親 町内にある住宅物件の情報がほしい。 

主に母親 低年齢児を預かってくれる環境を整えてほしい。 

主に母親 冬期に使える施設があるといい。４歳以上の児童に昼寝は必要ない。 

主に母親 図書館の充実を。安心して遊べる公園を。 

主に母親 夏休みになったらどこに預けたらいいの。 

主に母親 入園説明会と町の教室が重なってしまい参加するのに困った。もっと考えてほしい。 

主に母親 のびのびと遊べる公園を。 

主に母親 母親も仕事がしやすい体制を整えて。 

主に母親 広い公園をつくってほしい。 

主に母親 平地な場所に公園を。 

主に母親 保育園が１箇所しかない。適切な子育て支援の充実を。 

主に母親 保育園が１箇所しかないのはありえない。遊ぶところもない。 

主に母親 保育園が充実すればフルタイムの仕事ができる。 

主に母親 保育園が一つしかない。公園が少ない。 

主に母親 保育園になかなか入れず、入ったとしても職員の対応が悪く心配。 

主に母親 保育園をもう一つつくってほしい。 

主に母親 保育所の一時預かりがない。 

主に母親 保育所を増やしてほしい。 

主に母親 保育料が高すぎる。改善策を。 

主に母親 保育料が高すぎる。仕事をしていないと預けられないのは困る。 

主に母親 歩道を新しくしてほしい。 

主に母親 名所になるような公園を。幼児以下の預かりや一日単位の預かりを。 

主に母親 もっと環境整備を。公園等遊具を増やして。保育園の料金の改善を。 

主に母親 もっと公園を増やして。もう少し遊具を充実させて。 

主に母親 遊具が充実した遊び場を。 

主に母親 遊具の充実した公園を。公園をもっと増やして。幼稚園を３年保育に。 

主に母親 遊具を新しく。 

主に母親 有料でいいので、時間が長い学童クラブを増やして。 

主に母親 幼稚園児のスクールバスがあればいい。 

主に母親 幼稚園の預かり時間を１７：００までに。 
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主に世話を

している方 
自 由 意 見 

主に母親 幼稚園の送迎をスクールバスでお願いしたい。 

主に母親 幼稚園の迎えの時間を１４時にしてほしい。 

主に母親 幼稚園も給食を取り入れてほしい。 

主に母親 幼稚園を３年保育に。 

主に母親 
幼稚園を３年保育に。平日の夜間の医療のことがわからない。育児サークルに参加し

づらい。 

主に母親 若い人がいたくなるような町づくりを。 

主に祖父母 
遊びの教室に病気の子どもを連れてきた親がいてびっくりした。親の教育が必要で

は。 

主に祖父母 一戸建ての町営住宅があってもいい。 

主に祖父母 医療費の無料はありがたい。 

主に祖父母 児童手当等、大変助かります。これからも発展を願うとともに感謝します。 

主に祖父母 スクールバスの充実を。 

主に祖父母 住みやすく美しい町を。 

主に祖父母 必要なものと無駄なものを選択し町の向上を。 

主に祖父母 保育所、わいわいクラブは受け入れ可能な人数を教えてほしい。 

主に祖父母 有意義に税金を使って。 

主に祖父母 より充実したいという町の姿勢がみえます。いつもありがとうございます。 

その他 勤めて１０年になるが健康診断を受けたことがない。 

無回答 安心して遊ばせられる公園が身近にない。 

無回答 近所に小児科があればいい。 

無回答 仕事と家庭を両立していくことは大変。 

無回答 ひとり親手当てをもっと充実させて。 

無回答 保育の質の低下が目立ち安心して預けられない。 

無回答 歩道の整備を。外灯を増やしてほしい。 
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２．小学生調査  

 

主に世話を

している方 
自 由 意 見 

主に母親 新しいふれあいの機会を増やしてほしい。 

主に母親 歩いて行けるところに自由に遊べる公園が少ない。 

主に母親 歩いて行けるところに自由に遊べる公園が少ない。 

主に母親 アンケートの結果を公表して。 

主に母親 安心して病院に行けるので助かっている。 

主に母親 
育児休暇が終わって、子どもを預けられない人が増えている。もっと環境を整えてほ

しい。 

主に母親 
以前は、わいわいクラブの先生が学校へ迎えにきてくれたのですが、今は保護者が送

迎をしているので改善してほしい。 

主に母親 医療費助成は助かります。 

主に母親 医療費の助成はありがたいが、本当にその受診が必要なのか考える必要がある。 

主に母親 お金の援助が一番である。 

主に母親 街灯を増やしてほしい。 

主に母親 活気ある町をつくってほしい。子ども達が安心して遊べる施設を。 

主に母親 学校のレベルが福島市内と比べると低い。 

主に母親 川俣小学校にも楽しい教室を。 

主に母親 川俣小の教室がオープン設備だが、カーテンなどを取り付けてほしい。 

主に母親 川俣小の床が汚い。子どもを産める環境を考えてほしい。 

主に母親 外科、皮膚科がない。 

主に母親 高校生へのバス代の補助があればいい。 

主に母親 公衆電話の設置を希望。 

主に母親 国道、バイパスなど無駄使いが多いのでは。 

主に母親 
子育て支援センターや児童館の設置を。子育てに関する情報誌を。町の中心に安心で

きる公園を。 

主に母親 子育ては親がするのが基本。親の教育をしないと町から人が離れていってしまう。 

主に母親 子育てより、親育てのほうが急務だと思う。お仕着せでない様々な施策、支援を望む。 

主に母親 子どもが楽しく遊べる公園がほしい。 

主に母親 

子どもが病気になったときに一時的にでも預かってもらえるところがあれば。子ども

が病気のときでも不景気のため休めません。小学校を卒業すると医療費がかかってし

まう。町の環境作りが大切。空家、空き店舗が危険。 

主に母親 子ども達が遊べる広い広場があるといい。 

主に母親 子ども達に元気がない。町を歩いていても明るく元気ができるように。 

主に母親 
子どもに接する時間が少なくなった。母親同士のつながりも少なくなり情報が伝わり

にくい。メール等を利用した相談の場を。 

主に母親 子どもの可能性を伸ばせる環境で子どもを育てたい。 

主に母親 子どもを遊びに行かせても安心できる場所、親子でゆっくり遊べる場所が必要。 

主に母親 子どもを育てるための助成、施設を。 

主に母親 今後は産みやすい町から育てやすい町へ。 

主に母親 施設利用の費用を軽減してほしい。 
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主に世話を

している方 
自 由 意 見 

主に母親 児童手当の増額を。安全な公園を。長期休みのときの安心してみてくれる場を。 

主に母親 耳鼻科、眼科、皮膚科の充実をお願いします。 

主に母親 小学校教員に男性が少ない。楽しい教室を７時までにしてもらうと助かる。 

主に母親 
所得制限で児童手当がもらえません。共稼ぎの家庭は２人の合計ではないのはなぜで

すか。 

主に母親 所得に関係なく助成を。 

主に母親 スクールバスあればゆとりある生活がおくれる。 

主に母親 スクールバスの運行を。 

主に母親 送迎ができない時は子どもの安全が不安なので行事に参加させられない。 

主に母親 育った子どもがこの町で生活したいと思う体制作りが大切。 

主に母親 他の学校の児童との交流の場を。社会の一員として自覚できるような機会を。 

主に母親 楽しい教室が始まり助かってます。 

主に母親 楽しい教室には助かっている。わいわいクラブは有料で利用しにくい。 

主に母親 楽しい教室の預かり時間が短い。 

主に母親 他の町に比べ子育て支援が充実している。 

主に母親 中央公園に子ども達だけで遊びに行かせるのは危険。 

主に母親 中央公園の充実。図書館の充実。中学校の整備。 

主に母親 中央公園は危険で子どもを連れて遊べない。 

主に母親 町営住宅を増やしてほしい。 

主に母親 町外へ出ないと安心して遊ばせる場がない。共働きだが税金等の支払いが大変。 

主に母親 長期休暇に対応した無料の預けられる場所があれば、働ける。 

主に母親 長期休みの時も、たのしい教室のようなものがあると安心して預けられる。 

主に母親 町内で長時間働けるところをつくってほしい。 

主に母親 
突然病気になって働けなくなったときなど、明確な相談場所や訪問していただけたら

と思う。 

主に母親 乳児と親が安心できる広いトイレ、授乳場があれば買い物ができる。 

主に母親 バスの利用を便利にしてほしい。 

主に母親 不況の中、児童手当の増額、税金の減額を。 

主に母親 
不景気なので出来る限りの支援をしてほしい。安心して歩ける歩道を。ゴミ捨て場が

遠くて大変。アレルギーの子どもに対する給食のメニューの検討を。 

主に母親 保育園を増やしてほしい。幼稚園の延長保育を充実させて。 

主に母親 
母子家庭や父子家庭は収入に関係なく手当てをもらえるようにしてほしい。わいわい

クラブの保育料の算定を簡単にしてほしい。 

主に母親 町役場の窓口を休日、土曜日も利用できるように。 

主に母親 皆が気軽に自由に遊べる場所がほしい。 

主に母親 もっと気軽に相談できる体制を整えてほしい。 

主に母親 幼稚園の先生が臨時の先生ばかりで心配。 

主に母親 利用しやすい公園を。 

主に母親 礼儀やしつけ、学力の向上を願います。 

主に母親 
わいわいクラブの利用者負担のことをもっと深刻に考えてほしい。安心して預けられ

る保育を希望。 
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主に世話を

している方 
自 由 意 見 

主に父親 片親と子どもとではサークルに参加するのは難しい。 

主に父親 独立した図書館がほしい。 

主に父親 役場職員の給料アップはしないでほしい。 

主に祖父母 雨の日でも利用できる施設が少ない。図書室を設け、利用できる本も増やしてほしい。 

主に祖父母 休日、夜間等の預かりがあると便利。 

主に祖父母 子ども達同士で遊べる場がほしい。 

主に祖父母 送迎バスの運用を。 

主に祖父母 体育館は冬寒いので子どもはつらいと思う。 

主に祖父母 夏休みなどに預かってほしいので施設を充実させてほしい。 

主に祖父母 二本松市内の医療費無料の体制を整えてほしい。 

主に祖父母 病院の夜間の対応の充実を。 

その他 新１年生にもたのしい教室の利用を。 

その他 予約の必要のない保育サービスを。 

無回答 
学校統合後のことが統合前の話と違う。ＰＴＡに協力しているのは一定の人だけで

は。 

無回答 公園が少ない。 

無回答 
子育て支援とは？と考えると、子ども達が今、小さな枠の中に入っているような気が

する。いろいろ経験することによって成長するもの、子どもは冒険家なのです。 

無回答 
子ども科学館のような活動を増やしてほしい。朝の登校を集団登校にしてほしい。中

学校までの医療費助成はありがたい。 

無回答 町営住宅が狭い。 

無回答 母子家庭、生活保護者などへの見直しを。 
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３．中学・高校生調査  

 

中高生別 自 由 意 見 

中学生 遊び場をつくってほしい。 

中学生 今まで育ててくれてありがたい。 

中学生 球場をつくってほしい。 

中学生 遊び場がとても少ない。 

中学生 裏切られて友だちがいない時があった。だからあまり信じられない。 

中学生 
家族と幸せに暮らしたい。学校でいじめられてる。学校で友だちと仲良く遊んでる。結

婚はしたいけどできるかわからない。 

中学生 ちゃんと勉強して、いい人と結婚したい。 

中学生 高校まで義務教育にしてほしい。 

中学生 部活の時間を増やして。 

中学生 もう少し公園を増やして。 

中学生 安心して遊べる場がほしい。 

中学生 親は大切な存在。自分に負けないで生きるのが大切。 

中学生 学校が楽しくないときはどうしたらいいですか。 

中学生 学校で使う楽器を買ってほしい。 

中学生 学校は学ぶところ。うるさい男子がいて授業に集中できない。 

中学生 授業が遅れていて心配。 

中学生 生徒の気持ちをもっと考えてほしい。 

中学生 大学に行きたい。 

中学生 いじめが多いのでもっと子どもに目をむけて。 

中学生 いじめを無くして。 

中学生 大人になったら親孝行したい。 

中学生 学校が古い。 

中学生 学校は自分が成長できる場所。教育は自分のためになるもの。 

中学生 教育者が生徒にいたずらするのはやめて。 

中学生 授業が理解しにくい。 

中学生 都会化してきて遊び場がなくなってきた。 

中学生 日本の経済をなんとかしてください。 

中学生 遊び場を増やしてほしい。 

中学生 いじめられてる。いじめられてる生徒を目の前にして何もできない先生はどうかと思う。 

中学生 今が楽しければいい。 

中学生 嫌な人と同じ高校に行くのは嫌だ。 

中学生 
学校は楽しいけど、部活は楽しくない。子育ては育てがいがあっていい。結婚は好きな

人と家庭がつくれるからいい。先生は差別するから嫌い。 

中学生 学校は楽しく、部活も充実している。 

中学生 学校はみんなとコミュニケーションがとれるいいところだと思う。 

中学生 学校を落ちついて学習できる場にしてほしい。 

中学生 これからも町に住みたくなるような仕事場や育てるための施設、交通機関をつくって。 

中学生 自然がほしい。 

中学生 自分たちがやりたい仕事につけるか不安。 
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中高生別 自 由 意 見 

中学生 将来、町に住みたくても自分のつきたい仕事がない。 

中学生 先生が期待を裏切ったり、嘘をついたりしているのをみると大人が嫌になる。 

中学生 先生がきらいです。努力しても気づいてもらえません。 

中学生 外で安心して遊べない。学校での教育は完璧でなくてもいい。 

中学生 土曜日も学校にしてもいいと思う。 

中学生 早く結婚したい。早く子どもがほしい。 

中学生 もうちょっと活性化を。 

中学生 もっと遊べるところを作ったほうがいい。 

中学生 私も母のようにちゃんと子どもを育てたい。 

高校生 麻生総理は辞めたほうがいい。給食がおいしい。 

高校生 遊ぶ時間と場所を増やすべきだ。 

高校生 大きな遊び場をつくってほしい。 

高校生 親には感謝している。自分も両親のようになりたい。 

高校生 学校のトイレットペーパーが不足している。 

高校生 教育の仕方を厳しく。 

高校生 
中学校がいつ地震でだめになるか心配です。田舎には田舎の良さがあるので失わないよ

うに。 

高校生 ゆとり教育を目指すにあたり、全国の子どもが一緒に遊べる場を増やすべき。 

高校生 
親には言ってほしくないことがあることをわかってほしい。いじめはだめだと言うなら

生徒のことをわかってほしい。 

高校生 学校と家は距離があるので通うのに大変だけど楽しく充実している。 

高校生 学校は楽しいところ。 

高校生 教育に関する備品を充実させてほしい。 

高校生 小さい子が遊ぶ場がなく不便。 

高校生 子育て支援の援助を引上げて。 

高校生 先生の暴力はやめて。 

高校生 １クラス 40 名は多すぎる。 

高校生 遊び場、お店がない。通学が大変。 

高校生 
今はとても幸せ。父母をはじめ周りの人に感謝して生活していきたい。子どもが集まっ

て遊べる公園がない。 

高校生 
失業の不安のない安定な仕事があったらいい。たばこを大人の知らないところでやって

いるので注意してほしい。 

高校生 先生は自分の気持ち勝手で困る。 

高校生 
尊敬できる先生がいない。成績が悪くなると全て生徒の責任となる。その日の先生の気

分で授業態度が変わる。 

高校生 近くにカラオケがない。 

高校生 人間関係が面倒だ。 

高校生 もっと教育環境をよくしてほしい。 
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